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಄ਤ൛ר 1　খ天守北側斜面　被災前（北から）

಄ਤ൛ר 2　水の手郭　被災前（西から、水島大二氏提供）
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಄ਤ൛ר 3　খ天守北側斜面　被災後（南から）

಄ਤ൛ר 4　水の手郭　被災後（北西から）
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಄ਤ൛ר 5　খ天守北側斜面　復旧後（北東から）

಄ਤ൛ר 6　水の手郭　復旧後（北西から）
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಄ਤ൛ר 7　第43次発掘調査　 2区（北西から）

಄ਤ൛ר 8　第45次発掘調査　調査区全景（北西から、石垣解体前）



ং　　　จ

　和歌山城、天ਖ਼13年（1585）にӋࣲल٢の໋によりఋのल長がங城し·したɻल長のՈ

ਉ・܂山ॏが城Λͭとめ、ल長Ոが్ઈ͑ると܂山氏が城ओとなり·͢ɻؔϲݪのઓい

後、ܚ長 5年（1600）にઙ長が入城して大نな城の૿ஙΛ行い、連立式天守のݐ

和ݩのຊ丸・二の丸・西の丸への敷ӦΛ行い·したɻࡏݱ 5年（1619）、ಙՈ߁の

ेஉ・པએが55ສ 5 ઍ石Λഈྖしてلभൡओとなり、لभಙՈが成立し·したɻݩ和 7年

に城の૿վஙに取りかかり、二の丸の֦張砂の丸・南の丸の内郭への取り込みΛ行

い、΄΅ࡏݱの和歌山城の࢟となり·したɻҎ後、250年ؒ、和歌山城ࡾޚՈلभಙ

Ոのډ城Ͱ͋り·したɻত和 6年（1931）に、城の内郭部分が国の史跡にࢦఆ͞れ·͢ɻ

　近年、日ຊͰ߽Ӎ災害がස発Խしており、֤地Ͱਙ大な被害Λたらしてい·͢が、西

日ຊΛ中৺に記録తな大Ӎとなͬた平成30年（2018） 7 月߽ӍͰ、和歌山ݝ内Ͱਁ水

のॅՈ被害Λたらし·したɻͦΜななか、和歌山城Ͱ天守郭北側斜面 2箇所Ͱ土砂災害

が発生し、水の手郭Ͱ࣌ށߐからる石垣が崩落͢る被害が͋り·したɻ

　土砂災害により文ԽࡒͰ͋る和歌山城に被害が出てし·ͬたの大ม೦Ͱ͋り·͢が、

平成30年～令和 2年にかけての災害復旧事業Ͱ、被害状況पลの遺ߏΛ調査͢るた

めの発掘調査行Θれており、災害がなけれΘからなかͬたྺ史త事࣮が͋ͬた͜と確

かͰ͢ɻຊ書、災害復旧事業の内༰ͦれらの発掘調査にؔ͢る報告書Ͱ͢ɻຊ書が文Խ

いͰ͢ɻの災害復旧和歌山城のྺ史Λཧ解͢る一ॿとなれࡒ

ಋいたͩいた史跡和歌山城保存ࢦ後となり·したが、災害復旧事業Λ進めるに͋たり͝࠷　

整備ҕһ会のօ༷Λ͡め、文Խி及び和歌山ڭݝҭҕһ会、ؔॾؔػのํʑに厚くྱޚ

ਃし上げ·͢ɻ

　令和 6年 3月31日

和歌山市長　ඌ　Ֆ　ਖ਼　ܒ





例　　　ݴ

1 ．ຊ書、和歌山市一番丁 3番地に所͢ࡏる史跡和歌山城内天守郭北側斜面において、平成30年

（2018） 7 月 6 日に発生した土砂災害及びಉ災害からの復旧事業（史跡和歌山城天守郭北側土砂

災害復旧事業）にؔ͢る報告書Ͱ͋るɻ

2．ຊ事業、国ݿ補ॿ事業（災害復旧）・ݝඅ補ॿ事業（災害復旧）（ʮ和歌山城（災害復旧）ྺ

史׆き׆きʂ史跡૯߹׆用整備事業ʯ（平成30年、令和ݩ年܁りӽし）、ʮ和歌山城（災害

復旧）ྺ史׆き׆きʂ史跡૯߹׆用整備事業ʯ（令和 2年））として࣮ࢪしたɻୠし、水の手

郭において災害Ҏ前から崩落していた石垣Λम復͢るに͋たͬて災害復旧とり分け、通ৗ

の国ݿ補ॿ事業・ݝඅ補ॿ事業（ʮ和歌山城ྺ史׆き׆きʂ史跡૯߹׆用整備事業ʯ（令和 2年

））として࣮ࢪしたɻ

3．災害復旧工事にる࣮ࢪ設ܭ、株式会社市景観設ܭにҕୗしたɻখ天守北側Ͱ発生した崩

落斜面の復旧工事（史跡和歌山城災害復旧工事）、株式会社ଜฮݐ設がけෛͬたɻ·

た、水の手郭पลͰ発生した崩落斜面及び崩落石垣の復旧工事（史跡和歌山城水の手郭पล復旧

工事）、ྗ土ݐ༗ݶ会社がけෛͬたɻ

4．災害復旧のաఔͰ行ͬた発掘調査、ެӹஂࡒ法ਓ和歌山市文Խスϙーπৼஂࡒڵにҕୗし、

和歌山市産業交流局文Խスϙーπ部文Խৼڵ課のࢦಋの下、Ҏ下のとおり࣮ࢪしたɻ

5．災害復旧事業及び報告書ץ行にܞΘͬたؔऀҎ下の通りͰ͋るɻ

　　Վࡍࠃޫ؍ہྲྀަۀ࢈ࢢࢁ෦　Վࢁඋاը՝ʢ)��ʙ3 � ɺ3 � ʣ

　　　課長　　　　　山路　30̝）ࢠ～̧ 1）　　　Ԭຊ　和（̧ 2）

　　　　　　　　　　南　　लथ（̧ 5）

　　　෭課長　　　　ຊ　Ԇ（30̝）　　　　　　ඌ࡚　　守（̧ 1）

　　　　　　　　　　内ా　৴行（̧ 2）　　　　　　木ຊ　࣎೭（̧ 5）

　　　史跡整備൝長　内ా　৴行（̝30～̧ 1）　　　大城　߂߁（̧ 2、̧ 5）

　　　ٕज़　　　　　ా端　（30̝）߁　　　　　　ೠ　ੈ30̝）ࢠࢸ～̧ 1）

　　　　　　　　　　下ࢬ　ప（̧ 1～̧ 2）

　　　　　　　　　　௰　　　（̧ 2、̧ 5）　　　西山　ᣈಹ（̧ 5）

　　　ֶܳһ　　　　山下　ಸ（30̝）ࢠ　　　　　大山　྅հ（̝30～̧ 2、̧ 5）

　　　　　　　　　　内　ળ৴（̝30）　　　　　　ҏ໌　ݟ（̧ 1～̧ 2、̧ 5）

　　　　　　　　　　北　྄ོ（̧ 1～̧ 2、̧ 5）

年　 調査໊ 調査面積 調査ؒظ
平成30年

（令和ݩ年܁りӽし） 第43次調査 28.38ᶷ 令和ݩ年11月25日～令和 2年 2月 5日

令和 2年 第45次調査 26.89ᶷ 令和 2年 9月28日～ಉ年10月26日



　　Վہྲྀަۀ࢈ࢢࢁจԽεϙʔπ෦　จԽৼڵ՝ʢ̝��ʙ̧ �ɺ̧ �ʣ

　　　課長　　　　　ࡔҪ　ਖ਼二（̝30～̧ 1）　　　ऱቌ　ܟ一（̧ 2）

̧）　　進ٶ　　　　　　　　　　 5）

　　　෭課長　　　　前ా　ܟ（̝30～̧ 2）　　　ా　（̧ 5）

　　　文Խࡒ൝長　　山ຊ　（̝30～̧ 1）　　　ਿຊ　充࠸（̧ 2）

　　　　　　　　　　Ҵ垣　ོل（̧ 5）

　　　ֶܳһ　　　　大木　　ཁ（̝30～̧ 2、̧ 5）

　　ެӹஂࡒ๏ਓՎࢢࢁจԽεϙʔπৼஂࡒڵ　ຒଂจԽࡒηϯλʔʢ̝��ʙ̧ �ɺ̧ �ʣ

　　　センλー長　　北　྄ོ（̝30）　　　　　　Ҫഅ　ӳ（̧ 1～̧ 2）

　　　　　　　　　　୩Ԟ　խ৴（̧ 5）

　　　ֶܳһ　　　　౻ᤵ　উଇ（報告書）（̝30～̧ 2、̧ 5）

　　　　　　　　　　Ҫഅ　ӳ（報告書）（̧ 5）

　　　　　　　　　　Ԟଜ　　܆（遺物整ཧ）（̝30～̧ 2、̧ 5）

　　　ඇৗۈ৬һ　　ଜ　ࢠل（遺物整ཧ）（̝30～̧ 2、̧ 5）

6．ຊ書第 1ষ・第 4ষ大山、第 2ষ第 1～ 2અ北、ಉষ第 3અҏݟ、第 3ষ第 1～ 2

અ౻ᤵ、ಉষ第 3અҪഅがࣥචしたɻຊ書全体のߏ成・編集大山・ҏݟが行ͬたɻ

7．発掘調査及び遺物整ཧ作業において作成した࣮測ਤ、写真、台帳の記録ࢿྉ及び出土遺物

͢て和歌山市の所管Ͱ͋り、ެӹஂࡒ法ਓ和歌山市文Խスϙーπৼஂࡒڵがऩ蔵・管ཧして

いるɻ

凡　　　例

1 ．調査の基४ઢ平面角࠲ඪܥ第ᶜܥ（ੈ界測地ܥ）Λ用い、ਤࣔした北࠲ඪ北Λࣔ͢ɻ

2．調査のඪߴ、東ژඪ४ை位（T.1.）Λ基४としたɻ

3．土層の৭調及び土࣭の観、ྛ水産লྛ水産ٕज़会ٞ事局मʰ৽൛ඪ४土৭ʱΛ

用いたɻ

4．挿ਤ・写真ਤ൛の遺物に付したࣈ番号、出土遺物観දの遺物番号に対Ԡ͢るɻ

5．文中Ͱߟࢀ文ݙΛද記͢る߹、Ҏ下のとおりུ記したɻ

ඌ1994ࡾ　文ֳ出൛　ˠࢥʱڀݚඌޭ1994ʰ近ੈ市和歌山のࡾ　　

6 ．ຊ書Ͱݺশ͢る石垣番号、平成22～25年にかけて調査・作成したʰ史跡和歌山城石垣基礎

調査報告書ʱに基ͮくɻࠓճ৽たに発͞ݟれ、加Ͱ番号Λ付した石垣͋る（石垣D40・41）ɻ
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第77ਤ　平面ਤ（完成ਤ）

第 1ද　ֶݟ会։࠵状況

第 2ද　史跡和歌山城保存整備ҕһ会の災害復

旧事業にるٞ事֓ཁ（平成30年Ҏ

߱）

第 3ද　史跡和歌山城第43次発掘調査　崩落石

材取り上げ台帳

第78ਤ　ඪ४断面ਤ（完成ਤ）

第79ਤ　斜面保護工法選ఆϑロー

第80ਤ　ߏ物工の工छ

第81ਤ　地下水排水ࢪ　ߔ工ྫ　

第82ਤ　͙り石Λ用いたのり　ࢪ工ྫ

第83ਤ　δΦϑΝイバー工法式ਤ

第84ਤ　δΦϑΝイバー工法（排水材設置）

第85ਤ　δΦϑΝイバー工法（ࢪ工後）

第86ਤ　湧水対策工（排水補強パイプ）

第87ਤ　排水補強パイプඪ४断面ਤ

第88ਤ　連続繊維補強土工ৄࡉਤ

第89ਤ　法面工ৄࡉਤ（完成ਤ）

第90ਤ　通路復旧工ৄࡉਤ（完成ਤ）

第91ਤ　石垣̙14石積工・石垣保護工立面ਤ

第92ਤ　石垣D14　ඪ४断面ਤ− 1

第93ਤ　石垣D14　ඪ४断面ਤ− 2

第94ਤ　石垣D14・41ඪ४断面ਤ

第95ਤ　石垣D16ݱ況・ܭ画立面ਤ・ඪ४断面

ਤ

第96ਤ　石材調査シート（ද面）

第97ਤ　石材調査シート（裏面）

第98ਤ　ܭ画平面ਤ（完成ਤ）

第 4ද　平成30年（令和ݩ年܁りӽし）事

業අ内༁

第 5ද　連続繊維補強土工のద用範囲

第 6ද　令和 2年事業අ内༁（災害復旧）

第 7ද　令和 2年事業අ内༁（一ൠ）

第 8ද　崩落石材用区分



巻頭図版

ਤ൛ 1　খ天守北側斜面　被災前（北から）

ਤ൛ 2　水の手郭　被災前（西から、水島大二

氏提供）

ਤ൛ 3　খ天守北側斜面　被災後（南から）

ਤ൛ 4　水の手郭　被災後（北西から）

ਤ൛ 5　খ天守北側斜面　復旧後（北東から）

ਤ൛ 6　水の手郭　復旧後（北西から）

ਤ൛ 7　第43次発掘調査　 2区（北西から）

ਤ൛ 8　第45次発掘調査　調査区全景

　　　　（北西から、石垣解体前）

第43次発掘調査写真図版

ਤ൛ 1　調査前の状況（調査地全景、北から）、

調査前の状況（調査地全景、北西から）、

調査前の状況（地滑り部、北東から）、

調査前の状況（地滑り部上端、北東か

ら）、調査前の状況（地滑り部傾斜、

東から）

ਤ൛ 2　崩落石材位置情報の記録、石材番号の

墨書き、石材取り上げ台帳の作成、取

り上げ石材保管状況、取り上げ石材保

管状況

ਤ൛ 3　水の手郭上部地滑り崩落土地層断面（北

西から）、水の手郭上部地滑り崩落土

地層断面中央部（西から）、地滑り崩

落土内石材a～c及び11層の堆積状況

（西から）、水の手郭上部地滑り崩落

土地層断面北端部（西から）、地滑り

崩落土地層断面南端部（西から）

ਤ൛ 4　崩落石材検出状況全景（北西から）、崩

落石材検出状況全景（南西から）、崩落

石材検出状況全景（西から）、石垣D14

際崩落石材検出状況（東から）、崩落石

材検出状況（組石遺存・写真中央、北

西から）

ਤ൛ 5　地滑り崩落土掘削除去状況（西から）、

地滑り崩落土掘削除去状況（南西から）

ਤ൛ 6　 1 区全景（北西から）、 1区西半全景

（北西から）、1区東壁面地層断面（西

から）、1区北西隅岩盤の落ち込み（南

東から）、 1区サブトレンチ石垣D17

基底石設置状況（北から）、 1区石垣

D17検出状況（北西から）、 1区石垣

D17西端の積みなおし部分（北から）

ਤ൛ 7　石垣D17全景（北東から）、石垣D17

西端全景（北東から）、石垣D17西端

全景（北東から）、石垣D16及びD17

境界の屈折部（北東から）、石垣D16全

景（北東から）

ਤ൛ 8　 2区全景（東から）、2区全景（西から）、

　　　　 2区東壁地層堆積状況（西から）、石

垣D17東端基底石設置状況（北西か

ら）、石垣D17東端基底石設置状況（北

から）、石垣D17東端の状況（北西から）

ਤ൛ 9　サブトレンチ 1（西から）、サブトレ

ンチ 1上部（西から）、サブトレンチ

1東壁面地層堆積状況（西から）、石

垣D14中央部崩落状況（西から）、石

垣D14東半崩落状況（北西から）、石

垣D14西半裏込め検出状況（北西か

ら）、石垣D14中央部裏込め検出状況

（西から）

ਤ൛10　石垣D14全景（西から）、石垣D14全

景（東から）、石垣D14東端部（北か

ら）、石垣D14中央部（北西から）、石

垣D14西端部（北東から）

ਤ൛11　 3 区崩落部崖面地層堆積状況（北か

ਤ ൛ 目 次



ら）、3区崩落部崖面地層堆積状況（北

西から）、 3区崩落部崖面地層堆積状

況（石垣D40付近、北西から）、 3区

崩落部崖面地層堆積状況（石垣D40、

北西から）、 3区崩落部崖面地層堆積

状況（北西から）

ਤ൛12　 3 区下部石段検出状況（北から）、 3

区上部石段検出状況（北から）、 3区

地滑りによる亀裂検出状況（南西か

ら）、 3区セクションベルト①（北か

ら）、3区セクションベルト②・③（北

から）

ਤ൛13　石垣D13（北から）、石垣D13と石段

（北東から）

ਤ൛14　蔵跡櫓台東側隅角石垣と基礎石組（北

東から）、基礎石組①（北から）、基礎

石組②（北から）、基礎石組③（北西

から）、石垣D41（東から）

第45次発掘調査写真図版

ਤ൛15　調査区全景石垣D14解体前（北西か

ら）、調査区全景石垣D14解体後（北

西から）

ਤ൛16　 1 区全景（東から）、 1区全景（南西

から）

ਤ൛17　 1 − 2 区全景（北から）、 1− 1 区全

景（西から）

ਤ൛18　 2 区全景（南から）、 2区石垣D14上

部石段（西から）

ਤ൛19　 3 区全景石垣D14解体前（西から）、

3区全景石垣D14解体後（西から）

ਤ൛20　 3 区全景石垣D14解体前（東から）、

3区全景石垣D14解体後（東から）

ਤ൛21　 3 区中央部石垣D14解体前（北から）、

3区中央部石垣D14解体後（北から）

ਤ൛22　 3 区旧崩落部分（北東から）、 3区中

央部石垣D14解体後（北西から）、 3

区中央部石垣D14解体後（北東から）、

3区東端部石垣D14石積状況・右下が

旧石垣（西から）、 3区東端部旧石垣

検出状況（北から）

出土遺物写真図版

ਤ൛23　出土遺物（第43次調査）

ਤ൛24　出土遺物（第45次調査）

平成30年度天守郭北側斜面災害復旧工事

ਤ൛25　法面仮設設置完了、鋼棒組立完了、鋼

材挿入状況、連結鋼棒取付状況、地山

補強土工完成、植生マット設置状況、

植生マット設置完了、木杭打設状況

ਤ൛26　透水性土のう設置完了、透水性土のう

設置状況、透水性土のう設置完了、植

生土のう設置状況 1段目、植生土のう

設置完了 1段目、植生土のう設置完了

2段目、盛土材敷均し・転圧状況、張

芝工完成

令和 2年度水の手郭周辺災害復旧工事

ਤ൛27　大型土のう運搬状況、大型土のう設置

状況、仮設進入路設置完了、湧水対策

工　排水用補強パイプ、湧水対策工　

先端金具接続状況、湧水対策工　排水

補強パイプ 2段目、排水補強パイプ　

打込み完了、連続繊維補強土工　裏面

排水アンカーピン打込み状況

ਤ൛28　連続繊維補強土工　プレート付きアン

カー打込み状況、連続繊維補強土工　

裏面排水設置完了 1、連続繊維補強土

工　裏面排水設置完了 2、連続繊維補

強土工　ボビーケース、連続繊維補強

土工　吹付状況 1、連続繊維補強土工

　吹付状況 2、連続繊維補強土工　吹

付厚確認、連続繊維補強土工　吹付完



了

ਤ൛29　植生マット工　植生マット張り状況、

植生マット工　植生マット張り完了

1、植生マット工　植生マット張り完

了 2、石垣保護工（D14西端）着手前、

石垣保護工（D14西端）鉄筋打込み状

況、石垣保護工（D14西端）土のう設

置完了、通路復旧工　土のう設置状

況、通路復旧工　鉄筋打込み完了

ਤ൛30　通路復旧工　土のう設置完了、石垣保

護工（斜面上部）土のう設置完了、石

垣保護工（斜面上部）土のう設置完了、

石垣保護工（斜面上部）木杭打込み完

了、石垣保護工（東端）鉄筋打込み状

況、石垣保護工　鉄筋打込み完了、石

垣保護工（D14東端）土のう設置完了、

張芝工　ノシバ張り状況

ਤ൛31　張芝工　ノシバ張り完了 1、張芝工　

ノシバ張り完了 2、ネット付き大型ノ

シバ工　大型ネット付きノシバ張完了

1、ネット付き大型ノシバ工　大型ネ

ット付きノシバ張完了 2、被災前の水

の手郭の石垣D14（水島大二氏提供、

平成19年撮影）

ਤ൛32　被災前から一部が崩落していた石垣

D14（石垣カルテ作成のため平成24年

に撮影）、被災前の水の手郭へと続く

通路（水島大二氏提供、平成19年撮影）

ਤ൛33　石垣D14着手前 1、石垣D14完成 1

ਤ൛34　石垣D14着手前 2、石垣D14完成 2

ਤ൛35　石垣D16着手前、石垣D16完成

ਤ൛36　石垣D14取外し範囲確認、石垣D14取

外し工　石面清掃、石垣D14取外し工

　番号付け状況、石垣D14取外し工　

墨入れ状況、石垣D14取外し工　石垣

取外し状況 1、石垣D14取外し工　石

垣取外し状況 2、石垣D14石積工　石

積状況 1、石垣D14石積工　石積状況

2

ਤ൛37　石垣D14石積工　崩落石材調査状況、

石垣D14石積工　補充石選別状況、石

垣D14石積工　補充石加工状況、石垣

D14石積工　D15番石接着　アルプロ

ンG2030塗布状況、石垣石積工D35番

石接着　アルプロンG2030塗布状況、

石垣D14石積工　D35番石接着完了、

石垣D14石積工　補充石控長検測　 2

番石、石垣D14裏込栗石工　裏込栗石

状況

ਤ൛38　石垣D14裏込栗石工完了、石垣D14石

積工　補充栗石選別、石垣D14石積工

　吸出し防止材敷設完了、石垣D14石

積工　基礎砕石転圧完了、石垣D14石

積工　仮置土転圧完了、石垣D14　被

災前崩落箇所　取外し状況、石垣D14

被災前崩落箇所　石積状況、石垣D16

被災前崩落箇所　石積状況
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第 1章　災害復旧事業に至る経緯と経過

第 1節　被災状況の概要
　和歌山城、لノՏޱ部南؛に位置͢る近ੈ城郭Ͱ͋り、内郭一ଳが国の史跡にࢦఆ͞れてい

るɻ·た近年、和歌山城と一体性の強い所Ͱ͋ͬた城外南西に位置͢るઔの芝史跡に加ࢦ

ఆ͞れたɻ水ງ֤࣌に積·れた石垣の遺ߏがྑに͞れているɻ

　平成30年（2018） 6 月28日～ 7月 8日にかけて、前ઢ台෩ 7号の影ڹにより日ຊ付近にஆかく

ඇৗに࣪ͬたۭؾが供͞څれ続けた結Ռ、西日ຊΛ中৺に全国తにい範囲Ͱ記録తな大Ӎとなͬ

たɻ全国Ͱ224໊ऀࢮ、行ํෆ໌ऀ 8໊、ॅ全յ6758౩、半յ10878౩、চ上ਁ水8567౩、ਓ

త・物తにਙ大な被害Λたらした（ؾ象ிಉ߽Ӎの໊শΛʮ平成30年 7 月߽Ӎʯとఆめた）ɻ

和歌山ݝͰ 7月 5日～ 8日にかけて大Ӎとなり、和歌山市Ͱ 6日の観測が 7月の観測史上、

日߱水ྔ265ᶱͰྺ 1位、日࠷大 水ྔ65.5ᶱͰྺ߱ؒ࣌1 3位、月࠷大24߱ؒ࣌水ྔ334.5ᶱͰ

ྺ 2位Λ記録͢る大Ӎとなͬた（ؾ象ி̝̥、和歌山ݝ地ํؾ象台2018）ɻ

　͜の߽Ӎにより 7月 6 日ະ໌、和歌山城の天守郭北側斜面 2箇所において土砂災害が発生した

（第 1ਤ）ɻ東側のখ天守北側崩落斜面Ͱ、東西࠷大20m、南北15mの範囲Ͱද層土砂が崩

落したɻ被災後の斜面ޯ 1：1.3から 1：0.9（38 か˃ら48 ）˃ఔͰ͋ͬたɻ西側の水の手郭

崩落斜面Ͱ、東西15m、南北15mの範囲Ͱද層土砂が崩落したɻ水の手郭पลにおいて、

土砂崩落にい࣌ށߐからる天守郭から水の手郭にࢸる通路、石垣の一部崩落したɻ

　和歌山市 7月 6日に被災Λ確認し、ཌ日崩落斜面保護のためブルーシートΛ設置した（ 8月23

日に景観にྀしグϦーンシートにมߋ）ɻ 7月27日に崩落斜面へのӍ水流入防止のため、土の

うାΛ設置したɻ平成30年 7 月12日付け和和城第82号Ͱ文ԽிにきଛಧΛ提出したɻ

第 1図　被災箇所（左図は地理院地図使用）
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第 2節　災害復旧事業の経過
　東側・খ天守北側斜面の崩落土砂、ͦの斜面北側に͋るのܢの通路に·Ͱ及ΜͰいなかͬた

のの、͞らなる崩落が͋ͬた߹、ͦの通路に·Ͱ土砂の崩落が及Ϳおͦれ͋ͬたɻདྷ๚ऀの

҆全確保のため、·ͣখ天守北側崩落斜面の復旧工事から行う͜ととしたɻ

　う 1ͭの崩落箇所Ͱ͋る西側・水の手郭、ԫ金水とݺれたҪށが͋り、天守郭から࠷近

い水がಘられる所として、ඇৗにॏཁな郭Ͱ͋ͬたと͑ߟられるɻಉ所の土砂崩落Ͱ、斜面の

みならͣ࣌ށߐからる通路石垣崩落したため、৻ॏなमཧํの検౼がٻめられたɻ·た

石垣の҆ఆ性Λ保ͭため、災害発生Ҏ前から崩落していた石垣ڞにमཧ͢るඞཁが͋り、事業Λ

進めるに͋たͬて災害Ͱ崩落した箇所の復旧工事災害復旧補ॿ事業として、Ҏ前から崩落し

ていた箇所の復旧工事一ൠ補ॿ事業としてり分けて行う͜ととしたɻ

　なおॳのܭ画Ͱ、水の手郭崩落斜面及びಉ所崩落石垣の復旧工事Λ行う際に、崩落土砂Λఫ

去しͭͭ石垣の復旧工法Λ検౼͢るํͰ͋ͬたが、文Խிから事前の確認調査がඞཁͰ͋るとの

したɻߋ画Λมܭ、ఠΛडけࢦ

　Ҏ上から、次のとおり事業Λ進める͜ととなͬたɻ

ʲ平成30年（令和ݩ年に܁りӽし）r

・史跡和歌山城災害復旧測ྔ調査業ҕୗ　平成30年 8 月 3 日～10月 1 日（市୯ಠඅ）

　　東側・খ天守北側崩落斜面において、法面保護工事の設ܭにඞཁな測ྔ調査Λ࣮ࢪしたɻ

・史跡和歌山城災害復旧設ܭ業ҕୗ　平成31年 2 月27日～令和 2年 3月17日

　　東側・খ天守北側崩落斜面及び西側・水の手郭崩落斜面、ಉ所崩落石垣の復旧工事にඞཁと

なる地࣭調査・測ྔ・設ܭ業Λ行ͬたɻ

・史跡和歌山城災害復旧工事　工ظ：令和ݩ年 9月 7日～令和 2年 2月 3日

　　東側・খ天守北側崩落斜面Λ復旧͢るため、斜面保護工事（鉄筋挿入工・植生マット工・シ

Ψϥ工）Λ行ͬたɻ

・史跡和歌山城第43次発掘調査　令和ݩ年11月 5 日～令和 2年 3月27日

　　西側・水の手郭崩落斜面及びಉ所崩落石垣の復旧工事設ܭに͋たり、石垣崩落状況पลに

おける遺ߏの༗ແΛ確認͢るため、崩落土のఫ去及び被災状況・遺ߏ遺存状ଶの記録、崩落石

垣पลͰの発掘調査Λ行ͬたɻ

ʲ令和 2年ʳ

　ʤ災害復旧補ॿ事業ʥ

・水の手郭पล災害復旧工事　工ظ：令和 2年 7月10日～令和 3年 1月 5日

　　西側・水の手郭崩落斜面及びಉ所崩落石垣Λ復旧͢るため、斜面保護工事（排水補強パイプ

打設・δΦϑΝイバー工法・植生マット工）及び通路復旧工事、石垣復旧工事Λ行ͬたɻ

・史跡和歌山城第45次発掘調査　令和 2年 7月14日～令和 3年 3月31日

　　石垣解体मཧ࣌に、石垣のߏΛ確認及び記録͢るための調査Λ行ͬたɻ

　ʤ一ൠ補ॿ事業ʥ

・水の手郭पล石垣工事

　　災害発生Ҏ前から崩落していた石垣の積みし及び石垣の岩盤࿐出部・ܽ落箇所の土のう積
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みによる保護Λ行ͬたɻ

　天守郭の北側、災害発生Ҏ前ެ։ΤϦアͰ͋ͬたが、ࡤが設置͞れていないため、災害発生

Ҏ߱ඇެ։としているɻ·た水の手郭のΤϦアにͭいて、ಉΤϦアにࢸる·Ͱにࡤのないߴ石

垣の上Λ通るඞཁが͋る、ৗެ࣌։͢るに҆全性にが͋る͜とから、災害発生Ҏ前からඇ

ެ։としているɻ

　たͩ、天守郭北側の石垣に転用石（別の目తͰ加工͞れた石材が石垣に転用͞れたの）がଟ

くݟられ、๛ਉظの石垣のಛΛࠓに͑ているɻ·た、水の手郭に城内Ͱ།一໊শが付͞れた

Ҫށが͋り、和歌山城の中Ͱඇৗにॏཁな郭の 1ͭͰ͋ͬたと͑ߟられるɻ和歌山城Λཧ解͢る

上ͰඇৗにॏཁなΤϦアΛ市ຽにͬてらうととに、史跡の災害復旧事業に対͢るཧ解Λਂ

めてらうため、令和 3年から、水の手郭及び天守郭北側ΤϦアのݱ地ֶݟ会Λ։࠵しているɻ

　ͦのଞのී及ܒ発׆ಈとして、令和 3年12月11日に和歌山地ํ史ڀݚ会第148ճྫ会において

ʮ和歌山城水の手郭の৽ݟ−土砂災害からの復旧と発掘調査成Ռ−ʯΛ։࠵したɻ·た、令和 5

年 2月 1日～ 3月13日にかけて、令和 4年Θか·ྺ史ؗౙの企画లࣔʮ和歌山城水の手郭−災

害復旧と発掘調査の成Ռ−ʯΛ։࠵したɻ

第 3節　史跡和歌山城保存整備委員会の実施
　災害復旧に͋たͬて、史跡和歌山城保存整備ҕһ会ͰࢦಋॿݴΛいたͩいたɻҕһֶࣝݧܦ

ऀと市৬һからなり、ҕһ会に文Խி文Խ׆ݯࢿ用課、和歌山ڭݝҭி生ֶ֔श局文Խ遺産課、

和歌山市産業交流局観光国際部文Խৼڵ課、ެӹஂࡒ法ਓ和歌山市文Խスϙーπৼஂࡒڵຒ蔵文Խ

Λಘているɻ·た水の手郭पล災害復旧工事においݴಋॿࢦ、加いたͩきࢀセンλーの৬һにࡒ

て、西形ୡ໌氏（ؔ西大ֶ໊༪ڭत）にݱ地ࢹの上ࢦಋॿݴΛいたͩいたɻҕһのうち、ֶࣝ

成Ҏ下のとおりͰ͋る（平成30年～令和ߏのऀݧܦ 5年のҕһΛ記ࡌ）ɻ

ҕ һ 長　ా中　༤（ඣ路市日ຊ城郭センλー໊༪ؗ長）ʦ平成30年～令和 5年ʧ

　　　　　中Ҫ　　均（࣎լݝ立大ֶ໊༪ڭत）ʦ令和 5年～ʧ

෭ҕһ長　౻ຊ　清二（和歌山大ֶ໊༪ڭत）ʦ平成30年～ʧ

ҕ　　һ　北垣　ᡏ一（石ݝ金城調査ڀݚ所໊༪所長）ʦ平成30年～令和 2年ʧ

年月日 加対象ࢀ 加ਓࢀ

3 3． 7．18 和歌山城郭調査ڀݚ会会һ、ऀྗڠ 19໊

3 4 ． 1 ．16 和歌山市ޠり部クϥブ 20໊

3 4 ．10．29 一ൠ（ޕ前・ޕ後） 36໊

3 5 ． 2 ．19 一ൠ（ޕ前・ޕ後） 32໊

3 5 ．10．28 一ൠ（ޕ前・ޕ後） 31໊第 2図　現地見学会の様子

第 1表　見学会開催状況
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　　　　　平Ҫ　　（東ژ工業大ֶ໊༪ڭत）ʦ平成30年ʧ

　　　　　ീ木　清উ（和歌山市文Խࡒ保護ҕһ会ҕһ）ʦ平成30年～令和 2年ʧ

　　　　　ҏ東　ཾ一（۽ຊ大ֶڭत、令和 5年より໊༪ڭत）ʦ令和 2年～ʧ

　　　　　中Ҫ　　均（࣎լݝ立大ֶڭत、令和 3年より໊༪ڭत）ʦ令和 2年～令和 5年ʧ

　　　　　水島　大二（和歌山城郭調査ڀݚ会ސ）ʦ令和 2年～ʧ

ʦ令和（तڭլ大ֶࠤ）　ਖ਼ొٶ　　　　　 3年～ʧ

　　　　　༗അ　ઐࢸ（和歌山市産業交流局長）ʦ平成30年ʧ

　　　　　前ా　　ऩ（和歌山市産業交流局長）ʦ令和ݩ年ʧ

年ʧݩՂण（和歌山市産業交流局長）ʦ令和　ݪࡗ　　　　　

ʦ令和（和歌山市産業交流局長）ོ࢘　Ҫࡉ　　　　　 2年ʧ

ʦ令和（和歌山市産業交流局長）ޗ真　ాٶ　　　　　 3年～令和 4年ʧ

　　　　　প丸　（和歌山市産業交流局観光国際部長）ʦ平成30年～令和 2年ʧ

　　　　　岩ࡕ　真ٷ（和歌山市産業交流局観光国際部長）ʦ令和 3年ʧ

　　　　　ຊా　խ（和歌山市産業交流局観光国際部長、令和 5年より産業交流局長）ʦ令和

4年～ʧ

　　　　　ऱቌ　ܟ一（和歌山市産業交流局観光国際部長）ʦ令和 5年～ʧ

年ʧݩʦ平成30年～令和（ҭ長ڭҭҕһ会ڭ和歌山市）ى一　　ݪ　　　　　

　　　　　দ　　३（和歌山市ڭҭҕһ会ڭҭ長）ʦ令和ݩ年～令和 2年ʧ

　　　　　Ѩ形　ത࢘（和歌山市ڭҭҕһ会ڭҭ長）ʦ令和 2年～ʧ

։࠵年月日 ҕһ会໊ ٞ事֓ཁ
平成31年 3 月26日 第39ճ Ӎ水の排水ํ法復旧工法の検౼にͭいて
令和ݩ年 5月22日 第40ճ 崩落箇所の地࣭調査と対策工法にͭいて
令和ݩ年 8月 1日 第41ճ 崩落箇所の復旧工法崩落土砂・石材のѻい
令和 2年 1月30日 第44ճ 法面の復旧工法排水工法の検౼にͭいて

令和 2年11月 9 日 第45ճ ҕһによるݱ地ࢹ・水の手郭Ͱの検出遺ߏの検౼ࠓ後のެ։ํ
法にͭいて

第 3図　史跡和歌山城保存整備委員会及び現地視察の様子

第 2表　史跡和歌山城保存整備委員会の災害復旧事業に係る議事概要（平成30年度以降）
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第 2章　和歌山城の位置と環境

第 1節　地理的環境
　和歌山市和歌山ݝの北西端に位置しており、北和ઘ山຺Λ境として大ࡕઘ南ິ܊ொ・ࡕ南

市、東和歌山ݝ岩出市・لの市、南ւ南市に接しているɻಸྑݝの大台ϲݪにݯΛ発͢るل

ノ、ຊ市の΄΅中央Λ西流してلҏ水ಓにいͰおり、ͦのաఔͰ運れた土砂によͬて形成

͞れたԭ積平が和歌山平Ͱ͋るɻݹに、үノӜからւ؛ઢにԊͬて大نな砂भが形成͞

れており、͜のためにلノޅ島付近Ͱ大きく南に屈ۂして和歌ӜにいͰいたと͞れるɻ

に位置͢るɻ͜の山境Λ画͢る和ઘ山຺が東西ํݝのࡕと大ݝに、和歌山؛ノの北ل　

຺Λߏ成͢るの中生白ѥلの和ઘ層܈Ͱ、砂岩、岩、ท岩のޓ層からなるɻͦれに対し、

生層がಈྗおよびม成作用Λݹ、の結থย岩ܥࡾ立ٰྕΛな͢ݽの基盤山地؛ノ南ل

डけて生͡たม成岩層Ͱ͋るɻ

　和歌山城、لノ下流南؛の和歌山平のւ؛砂भに位置͢るࡾม成岩（結থย岩）から

なるඪ49̼ߴΛ測るಠ立ٰྕ・Ԭ山Λ中৺に、पลの平部Λ取り込Ή形Ͱஙかれている（第 4ਤ）ɻ

第 4図　史跡和歌山城周辺の遺跡分布図

番号 遺跡໊ ࣌ 番号 遺跡໊ ࣌ 番号 遺跡໊ ࣌ 番号 遺跡໊ ࣌
1 史跡和歌山城 近世 10 ଠా・ాࠇ遺跡 生～近ੈ 19 ໐ਆ௩ ೄ文～生 28 Ҫลᶗ遺跡 生～ݹ
2 和歌山城跡 近ੈ 11 ଠా城跡 ҆土・౧山 20 ԻӜ遺跡 ݹ 29 Ҫลᶘ遺跡 生～ݹ
3 Ԭ山の࣌ಊ 近ੈ 12 ଠా城水߈めఅ跡 ઓ国～ށߐ 21 Ֆ山ݹ܈ ݹ 30 Ҫล遺跡 生
4 ノ遺跡 生～近ੈ 13 ळ月遺跡 生～近ੈ 22 岩ڮᶙ遺跡 31 Ҫลᶙ遺跡 ೄ文
5 ຊࣉئ跡 中ੈ～近ੈ 14 ໐ਆᶜ遺跡 生～近ੈ 23 岩ڮઍ௩ݹ܈ ݹ 32 Ԭ࡚ೄ文遺跡 ೄ文
6 山吹丁遺跡 15 ໐ਆᶛ遺跡 生～平҆ 24 ܈ݹ内ࣉ ݹ 33 Ҫล前山ݹ܈ ݹ
7 ༑ాொ遺跡 生～平҆ 16 ໐ਆᶚ遺跡 生～近ੈ 25 ਇ遺跡 生 34 খ手ึ遺跡 ～中ੈݹ
8 ٢ా༼跡 ಸྑ 17 ໐ਆᶙ遺跡 26 ਇᶘ遺跡 生～ಸྑ 35 ਆ前遺跡 生
9 木ொ遺跡 生 18 ໐ਆᶘ遺跡 生～平҆ 27 大日山ᶗ遺跡 ～ಸྑݹ 36 ਆ前ᶘ遺跡 ～ࣨொݹ
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第 2節　歴史的環境
　和歌山城पลの遺跡Λ֓観͢ると、ೄ文࣌の遺跡として໐ਆ௩（19）、ٓ௩、Ҫล遺跡

（30）なͲがられる（第 4ਤ）ɻಛに、໐ਆ௩ত和 6年（1931）に近ـ地ํͰ࠷ॳに発͞ݟ

れた௩として国の史跡にࢦఆ͞れているɻ遺跡からೄ文࣌中ظから൩ظの土ثがଟく出土し

ているが、ͦの層の中にւ水ܥの֪がଟくみられる͜とから、࣌のւ؛ઢಉ遺跡पลの岩

ظ山մ西͋たり·Ͱ及ΜͰいたとਪఆ͞れたɻ近年の調査Ͱ、層Λ掘り込Μͩॏෳの͋る൩ڮ

の土ุからෳ体のਓࠎが出土し、࣌のຒ状況の一端が໌らかとなͬたɻ·た、Ҫล遺跡Ͱ

൩ظの土ثが検出͞れているɻ

　生࣌になると遺跡の૿加し、ଠా・ాࠇ遺跡（10）、ळ月遺跡（13）、ਆ前遺跡（35）Λ

ॳめと͢る集落が平部にల։͢るようになるɻळ月遺跡前ظ段֊の石ث製作にؔ連͢る遺ߏ

大ߔ、中ظ前半のᕲᕱ水路とみられるߔ、中ظ後半の土ثなͲが検出͞れ、ਆ前遺跡Ͱ前ظ

から中ظॳ಄の水ా中ظ前半のߔが確認͞れたɻ͜れらの集落、中ظ後半から後ظにかけてফ

໓し、入れସΘるようにୌϲ็遺跡なͲٰྕ部に遺跡が形成͞れ、集落分布にมԽがみられるɻଠ

られるɻ͑ߟが確認Ͱきͣ、集落断ઈしているのとߏ前半遺ظ遺跡पลͰ、後ాࠇ・ా

）になると、ळ月遺跡、໐ਆᶚ遺跡（16）、༑ాொ遺跡࣌ݹ　 7）、Ҫล遺跡、ਆ前遺跡なͲの

集落が平部に範に形成͞れ、ͦれらの集落に対Ԡ͢るようにळ月遺跡、໐ਆᶛ遺跡、Ҫล遺跡

ͰํとԁΛ中৺としたݹ܈が前ظからܧ続తにங͞れたɻ前ظから、岩ྕٰڮに岩ڮ

ઍ௩ݹ（23）܈が形成͞れ、後ظにかけて૯900基Λ͑るݹがங͞れるɻ໐ਆᶘ・ᶚ・

ᶛ遺跡とਇᶘ遺跡（26）Ͱ、ᕲᕱ水路と͑ߟられる前ظの大܈ߔが検出͞れており、໐ਆᶛ遺

跡Ͱͦれらに対Ԡ͢るখ区画水ాが検出͞れたɻҪล遺跡ਆ前遺跡Ͱ、ͦのᕲᕱ水路のԆ長

とみられる܈ߔが検出͞れているɻ·た、༑ాொ遺跡ノ遺跡（ 4）Ͱ掘立பݐ物ҪށなͲ

Λ検出し、集落がల։した͜とが໌らかとなり、和歌山城跡（ 2）の下層Ͱݹ࣌の遺物แؚ層

Λ検出した͜となͲلノՏޱ部に遺跡ががるɻ

ഇޱ跡、山ࣉ跡上ഇࣉͰ、ਪఆ͞れる南ւಓルートに面͢る形Ͱഇ؛ノ北لのݹ　

遺跡Ͱాࠇ・部Ͱ、ଠా؛ノ南ل立͞れるɻݐӃがࣉ跡のࣉ が検出͞ށ後半の大型Ҫل7ੈ

れ、ຒ土から۲ࡈ、ງํ底から完形のਢثܙᆵྨेݸが出土したɻ·た ށ後半の大型Ҫل8ੈ

検出͞れ、ງํ底から和ಉ։ᘘ42ຕとᤈ年通ሟ 4ຕが៝મ状Ͱ出土したɻݹમ՟の出土ຕ46ຕ

、Ҫށからの出土ྫとして全国Ͱ࠷ଟいຕとい͑、મ՟和歌山市のࢦఆ文Խࡒとなͬて

いるɻ͜れらのҪށ、Ⴁり͵き材Λ用いたҪの上部Λํ形の൘組みとしており、城に४͡た

、にڑした͜とΛਪఆͰきるɻຊ遺跡の西側150̼のࡏํ法がຊ遺跡पลに存ࡇஙٕज़ݐ

ಸྑ࣌のਢثܙΛ焼成したとみられる٢ా༼跡（ 8）が位置͢るɻ·た、和歌山城跡ノ遺

跡ͰҾき続いて集落がల։͢るɻͦのଞ、໐ਆᶛ遺跡Ͱ土അ、ਢثܙԁ面ݛ、ӽभ༼ܥ੨磁、

ᬵ・փᬵಃثなͲのಸྑ࣌から平҆࣌中ظにかけての遺物の出土平҆࣌の掘立பݐ物が検

出͞れた͜とから、֘ظにおいてຊ遺跡にᦰతなࢪ設が͋ͬたと͑ߟられているɻ·た、໐ਆ

ᶚ遺跡ਇᶘ遺跡（26）Ͱ、ಸྑ࣌の土なͲが検出͞れたɻ

　中ੈ、ळ月遺跡Ͱ平҆࣌後ظからࣨொ࣌の敷地Λ区画したとみられるߔ土なͲが検

出͞れ、ఃࣉとਪఆ͞れるࣉӃに෪かれていたと͑ߟられる平҆࣌からࣨொ࣌の大ྔの瓦
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ΛؚΉ遺物が出土したɻਆ前遺跡Ͱ平҆࣌ظҎ߱のҪށ、土ח、ߔ、࣌の掘立பݐ物、

石組ҪށΛ検出したଞ、໐ਆᶛ遺跡Ͱח࣌の石組Ҫށ土なͲが確認͞れたɻଠా・ాࠇ

遺跡の南半部にॏෳして位置͢るଠా城跡（11）Ͱ、ࣨ ொ࣌の石組Ҫށ土なͲが検出͞れ、

大ߔの位置໌ظ࣏地੶ਤの検౼、༌入ಃ磁ث備前焼Λ͡めと͢る中ੈ遺物の分布なͲからຊ

集落ࣈʮ城跡ʯΛ中৺と͢る東西450̼、南北350̼の集落Ͱ͋るとਪఆ͞れたɻ

　ઓ国࣌にلノ下流Ҭの土߽ࡶլऺとݺれる集ஂΛͭくり、ຊࣉئのె組৫Λར用し

てࡏ地ࢧΛ続け、ຊࣉئととに৫ా৴長・Ӌࣲल٢にఢ対͢るɻຊࣉئ天ਖ਼ 8年（1580）に

大ࡔの石山からノにୀ転し、ノຊࣉئ（ຊࣉئ跡（ 5））が成立͢るɻຊࣉئ跡Λ範囲に

ؚΉノ遺跡の調査Ͱ、ຊࣉئͰ͋ͬたظ࣌のງ٭ڮなͲが検出͞れているɻ

られ、͜れにؔ連͑͢ߟた地が和歌山城の位置͢るԬ山Ͱ͋ͬたと͑ߏΛڌ氏がڮլऺの土ࡶ　

るとみられるʮ天ਖ਼七年ࡾ月ޒ日ʯの瓦製下げৼりが、ত和33年の和歌山城天守ֳݐ࠶工事

の際に出土しているɻ·た調査においてࣨொ࣌の瓦石が出土している͜とから、一ظ࣌に

ࣉӃͰ͋ͬた所Λ֘ظに城郭としてར用した͜とがਪఆ͞れたɻ天ਖ਼13年（1585） 4 月に

ଠా城Λ߈め落とし、لभΛ平ఆしたӋࣲ（๛ਉ）ल٢、ఋͰ͋るल長にྖ༗ͤ͞て和歌山城の

ங城Λ໋͡るɻしかし、ल長ಉ年 6月の࢛国߈めの後、大和܊山城にࡏ城し和歌山城にる͜と

なかͬたため、ཌ年、城としてՈਉの܂山ॏが 3ສ石Ͱ入城したɻh ҏ続෩土記ʱによるل

と、天ਖ਼13年の内にຊ丸と二の丸（ಙظの天守台とຊ丸ޚ఼）のීが完成していたと͞れる

が、ৄࡉෆ໌Ͱ͋るɻなお結থย岩Λ用いた面積みの石垣、ͦのຊ丸と二の丸のपลͰみら

れる͜とからظݐののと͑ߟられており、石垣վमにう調査（第13・17・18・20次）Ͱ、

整形した岩盤の上に接基底石Λਾ͑ている͜とが໌らかになͬたɻܚ長 5年（1600）に܂山氏

にସΘり、ؔϲݪのઓいͰޭ܉の͋ͬたઙ長が入城したɻઙ氏のظ࣌に城内のී・作事

ܧ続して行Θれたが、ͦの石垣石材にظݐとҟなり砂岩用いられたɻͦの後、ݩ和 5年

（1619）にઙ氏にΘͬてಙཔએが入城したɻಙظに入ͬて 2年後のݩ和 7年にཔએক܉

लからۜ2000؏Λ༩͑られ、城郭・城下ொの֦張、整備に着手したと͞れるɻͦのվम二の丸

西部Λ͡め、砂の丸、南の丸の֦張ߴ石垣のߏஙΛ行う大نなのͰ͋ͬたと͞れるが、͜

のظ࣌の石垣に砂岩が用いられたようͰ͋るɻ·た、࣌ށߐ中ظにՖቋൗ岩の石垣がߏங͞

れたɻ͜のように和歌山城の石垣ظ࣌によͬてҟなる石材Λ用いていたと͑ߟられているɻͦう

して、໌࣏ 2年（1869）の൛੶ไؐ·ͰࡾޚՈのͻとͭلभಙՈのډ城として存続したɻ

　ഇൡ置ݝ後ฌ部ল（のち܉ল）の管となり、໌ 、45年和歌山市にい下げられたɻͦして࣏

ত和 6年（1931）に内郭に͋たる範囲が国の史跡にࢦఆ͞れ、·たಉ10年に大天守隅櫓なͲが

国ๅにࢦఆ͞れたが、ಉ20年の和歌山大ۭऻによͬて焼ࣦしたɻ

第 3節　虎伏山北側斜面の歴史と特徴
　近ੈΛ通͡て和歌山城のຊ丸と天守郭が位置したދ෬山（ඪ49̼ߴ）にͭいて、ங城ॳから

ນ·Ͱͦのߏに大きなมԽݟられないɻࠓճの土砂災害Ͱ被害Λडけた天守郭北側斜面のう

ち、東側にͭいて近ੈࡏݱとಉ༷に斜面地Ͱ͋り、थ木が生͑ていたとਪ測͞れるɻ郭ݐ

物が存ࡏしていた形跡ݟられないɻ
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　一ํ、西側に近ੈΛ通͡て水の手郭という郭が存ࡏしたɻ具体తに天守ס櫓の真下に位置͢

るɻ͜の郭がられたظ࣌ෆ໌ͩが、ઙ（1619～1600）ظの和歌山城の֓ཁΛ記したʮॾ事֮

書ʯ（ݸਓ蔵）にʮ上ノ水ノ手郭ʯの記ड़がݟられる事から、গなくとઙظに存ࡏしていた

と͑ߟられるɻ

　近ੈ後ظにおける和歌山城内の༷ࢠΛඳいたʮ和歌山ޚ城内ޚֆਤʯ（和歌山ݝ立ਤ書ؗ蔵）

（第 5ਤ）によると、郭の北・東・西に土ญが設けられ、北西隅に水の手櫓という櫓が存ࡏし

たɻ͜͜から水の手郭がۃめてด性のߴいۭؒͰ͋ͬた事がうかが͑るɻͦのཧ༝として·͞

にʮ水の手郭ʯという໊শの通り、郭の内部にԫ金水というҪށが存ࡏした事がڍげられよう（第

6ਤ）ɻ֘郭天守郭と結した郭Ͱ͋り、城の際にҿྉ水Λ調ୡ͢るॏཁな所Ͱ͋ͬたɻ

ͦれΏ͑ҪށΛ守るためにญ櫓Ͱݫॏな͑ߏΛしていたとਪ測͞れるɻ͜のような和歌山城水

の手郭とࣅたߏの郭Λͭ࣋城として、ଞにඣ路城（ฌݝݿ）Ӊ和島城（Ѫඤݝ）がڍげられ

るɻ

　࣮際に和歌山城ઓཚにרき込·れていないため、平࣌の水の手郭がͲのようにར用͞れていた

かΘからないɻلभൡの目付の記録Ͱ͋るʮྨ集ུ記ʯ文 9年（1826）10月20日の߲にʮޚ

天守水೭手ޚ୬ޚસ、ࠓ日取ֻりީ事ʯ（山下2007）と͋る事から、水の手郭に୬が置かれていた

事がΘかるɻおͦらく͜の୬ஷ水用に用͞れていたのͰ͋Ζうɻ·た、文 7年（1824） 7 月

28日の߲にʮޚ天守水೭手、໌日よりޚસχ取ֻりީࢫ、கީഺχ付、ޚখਓ目

付ߐਃฉީ༷、צ平఼ޚਃฉ被成ީઅ೭事ʯ（山下2006）と͋るように郭内Ͱ（）Λ組

ΜͰमસが行Θれており、近ੈΛ通͡て水の手郭がൡによͬて維࣋管ཧ͞れていた事がΘかるɻ

第 5図　和歌山御城内惣御絵図（和歌山県立
　　　図書館蔵、天守郭周辺部分拡大）

第 6図　和歌山御城内惣御絵図
　　　（水の手郭部分拡大）
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第 3章　発掘調査

第 1節　発掘調査に至る経緯と経過
　平成30年（2018） 7 月 6 日に発生した史跡和歌山城天守郭北側斜面における地滑り災害、天守

ຒから水の手郭へのͭͮら折りに߱りる石段と、石段が設けられている平ୱ面の土ཹめΛ目తと

した石垣の一部Λרき込みながら流れ下り崩落ͤ͞たɻ

　調査地Ͱ͋る地滑り箇所、天守ߏஙの基ஃとなる郭の北西隅に͋る蔵跡（খ天守と記͞れたֆ

ਤが͋り、܂山ظの天守と͢るઆが͋る）の東隅角部下に͋たる（第 7・ 8ਤ）ɻ調査前の状況

確認Ͱ、地滑りの範囲流下した崩落土の範囲おおよͦѲͰきたのの、石段及び石垣の被

災状況のৄࡉ崩落土に෴Θれ全体૾確認Ͱきなかͬたɻ

　ͦの後、調査の進行に߹Θͤ被災状況が໌らかとなͬたɻಛに、後ड़͢る石垣D14ͦの中央部

の大半が地滑りととに崩落し、崩落部୩಄の崖面に蔵跡櫓台東隅角石垣とͦの基底石Λ͑ࢧる

基礎石組が࿐出͢る状況Ͱ͋り、͞らなる崩落Λະવに防͙対策がૣٸにඞཁな状況Ͱ͋ͬたɻ

　和歌山市Ͱ、͜のような土砂災害によͬて崩落した石段石垣の復旧Λܭ画し、崩落した石段

及び石垣石材の位置情報の記録、被災した石段及び石垣の被害状況記録Λ目తとして第43次調査Λ

行い、͞らに地滑りによͬて大きな被害Λडけた石垣D14の解体म復にい、ݱ状の記録とपล部

Λؚめたम復にؔΘる基礎σーλのऩ集Λ目తとして第45次調査Λ࣮ࢪしたɻ

　調査地पลの地形にͭいて֓観͢ると、和歌山城がஙかれたދ෬山の北斜面に、ߴઢにԜತ

がみられࣗવ地形として 3ϲ所の୩（A・#・$ʁ）がみられる（第 8ਤ）ɻͦれと対রతに、水

の手郭の北斜面ԜತがなくઢతͰ͋り、郭のߏஙに際しਓ工తな成が行Θれているɻ·た、

୩ʁ $とした調査地東側ߴઢにཚれがみられない͜とから、天守下の北東に張り出͢郭ߏங

調査地

0 100m（1:3000）

第 7図　調査地位置図
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にいਓҝతに成͞れているՄ性がߴいɻ

　ͦのଞ、୩Aの୩筋Λ中৺としてͦの東西、͞らに୩#と୩$とのؒのྏઢ部に、ދ෬山の基

盤岩Ͱ͋る結থย岩の࿐಄がみられるɻ୩部Ͱ、͜の岩盤上部に崖性堆積物のଞ、和歌山城天

守のߏஙにىҼ͢るとみられるࠜ瓦土ث、結থย岩Λ大ྔにؚΉ遺物แؚ層が厚く堆積して

いる状況が観͞れたɻࠓճの߽Ӎによる地滑り、調査地Ͱ͋る୩#のଞ、ͦ の東に位置͢る୩ʁ

$において発生したɻ୩ʁ$Ͱ発生した地滑り、୩Aののよりنが大きく範囲に滑り落

ちていたのの、石段石垣なͲのਓҝతなߏ物としての遺ߏが確認͞れていない範囲Ͱ͋ͬたɻ

　͜のように、和歌山城天守北斜面にز筋かの୩が͋り、ͦの୩筋が地下水の通りಓとなͬてい

ると͑ߟるɻ·た͜のような୩が崖ਲ਼性堆積物遺物แؚ層なͲによͬてຒしている߹、基盤

岩Ͱ͋る結থย岩岩盤෩Խ土との地層境界が水の通りಓとなり地滑り面となるɻࠓճの調査地に

おいて地滑りが発生したཁҼのͻとͭと͑ߟるɻ

　調査地पลの遺ߏ分布として、水の手郭の西端Λݶる石垣の南端において、結থย岩の࿐಄崖

面に݀がみられるɻよͬて͜の所、ݐங・土木用材として石材が࠾取͞れた石の跡と͞

れているɻ·た水の手郭に西側からొる石段に刻印が刻·れているɻ͞らに、水の手郭の中央部

にҪށがߏங͞れているɻ͜のҪށԫ金水とݺれ、ߏ結থย岩のׂ石Λԁ形に積み上げ

た石組ҪށͰ͋るɻݱ状、石組の上部ΛίンクϦートͰݻめ崩յΛ防いͰいるɻ

　調査、和歌山市からެӹஂࡒ法ਓ和歌山市文ԽスϙーπৼஂࡒڵがҕୗΛडけ、和歌山市産業

交流局観光国際部和歌山城整備企画課（Ҏ下、和歌山城整備企画課）、ಉ͡く産業交流局文Խスϙ

ーπ部文Խৼڵ課（Ҏ下、和歌山市文Խৼڵ課）のࢦಋのと࣮ࢪしたɻ

年（2019）11月25日（月）から令和ݩ地における調査、第43次調査が令和ݱ　 2年 2月 5日（水）

·Ͱの 2ϲ月半、第45次調査が令和 2年 9月28日（月）から令和 2年10月26日（月）·Ͱの 1

ϲ月のؒظͰ行ͬたɻ

水の手郭

蔵跡

黄金水

谷？C

谷B
谷A

岩盤

岩盤

0 100m（1:2000）

第 8図　調査地周辺の地形と関連遺構
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第 2節　第43次発掘調査成果
（ 1）調査の方法
［地滑り崩落土と被災遺構の状況記録］

　調査前の状況、水の手郭の中央及び石垣D17・D14の上部、͞らにͭͮら折りに߱りる石段࠷

下部の上部に、୩#上部から地滑りによͬて崩落した土砂がઔ状にがり堆積していた（第 9ਤ、

ਤ൛ 1）ɻ͜の崩落土に、石段及び石垣石材のଞ、木െ࠾थ木、天守पลから୩#斜面に流

れ込Μͩࠜ瓦なͲの遺物が大ྔにؚ·れていたɻ

　地滑りの範囲、東西࠷大෯7.70̼、南北࠷大෯9.30̼Λ測り、面積60.33ᶷ、崩落土ྔ

123.073ὗͰ͋る（第10ਤ）ɻ地滑り面に、࠷上部に地滑りの接తݪҼとなͬた地下水の流入ޱ

（パイプ）がみられ、·た地滑り面に崩落部上端からの流水によりፘられたのΨϦ（ߔ状の

Ԝみ）が観Ͱきたɻࠓճの調査Ͱ、崩落土にؚ·れる石段及び石垣石材のݪ位置Λਪఆ͢るた

め、·た地滑りによる斜面崩落աఔΛѲ͢る目తͰ崩落土の地層断面ਤΛ作成したɻ

　͜の地滑りによͬてଛյした遺ߏ、調査前のݱ地観Ͱͭͮら折りの石段の一部、·た石段

成にؔΘる石垣のうちʰ史跡和歌山城石垣基礎調査報告書ʱに͋る石垣D14及び石垣D17の一部

Ͱ͋るɻͦの後、調査が進行していくなかͰ৽たに被災が確認͞れた遺ߏとして、地滑り崩落部南

半上部の東側崖面Ͱ確認した石垣D40、·た南端࠷上部の西側崖面Ͱ確認した石垣D41が͋るɻ

［地滑り崩落土内の石段及び石垣石材の記録］

　地滑りによͬて石段及び石垣石材のଞ、木െ࠾थ木、天守から୩#斜面に流れ込Μͩࠜ瓦

なͲ大ྔの遺物ΛؚΉ崩落土にͭいて、崩落土内にؚ·れる石段及び石垣石材の大き͞位置情

報（X:࠲ඪ・ඪߴ）Λ記録͢るととに、石材及び遺物の取り上げΛ行いながら地滑り前の

地ද面（旧༿土）·Ͱਓྗによͬて除去したɻ崩落土の除去範囲、東西࠷大෯12.20̼、南北

大厚0.97̼Ͱ͋る（第࠷、大෯15.00̼、面積130.0ᶷͰ͋り࠷ 9ਤ）ɻ

　崩落土の掘削除去において、長࣠30ᶲҎ下の石材にͭいて石垣裏込めに用͞れていた石材と

断し、位置情報記録の対象外として取り͋げ 1ϲ所に集積したɻͦのଞ、石段及び石垣Λߏ成͢

るங石とみられる石材にͭいて、復旧͢る際のߟࢀとなるよう崩落土内Ͱのຒ状ଶࢄཚ状

ଶΛ記録͢るため、和歌山城整備企画課提供の基४（ੈ界測地ܥ）Λ用し、σδλル写真と

MFtaTIapF（AgiToGt社製ιϑト）による 3次ݩ写真測ྔ（4GM（4tSVctVSF�GSom�MotioO））Λ行ͬ

たɻ͜れにより、石材検出状況Λৄࡉに観Ͱきる 3次ݩϞσル及びΦルι画૾Λ作成͢るとと

に、石材の位置Λ国土࠲ඪ（X:࠲ඪ）࣠のなかͰ検ࡧͰきる͜ととなͬた（第11ਤ）ɻ

　たͩし、石材と石材の上下のॏなりにより 3次ݩ写真測ྔによるΦルι画૾Ͱ記録͢る͜とがͰ

きなかͬた石材にͭいて、トーλルステーションによͬてݸ別に国土࠲ඪ（X:࠲ඪ）Λ付したɻ

͞らにݸʑの石材のඪߴ（T.1.）にͭいて、石材のߴ࠷所、中央部分、࠷所ΛΦートレベル

によͬてܭ測し記録したɻ

　石段及び石垣Λߏ成͢るݸʑのங石にͭいて、用࣌にਖ਼面Ͱ͋ͬたと͑ߟられる面に対し

交͢るڑΛ長͞、平行͢るڑΛ෯、·た厚͞にͭいて石材取り上げ台帳Λ作成し記録したɻ͜

れらの石材に͢て通し番号Λ墨書きし、取り上げに際してपล石材との位置ؔΛ記録͢る

ため写真撮影Λ行ͬた（ਤ൛ 2）ɻ位置情報Λ付して取り上げた石材૯375石Ͱ͋る（第 3ද）ɻ
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崩落土堆積範囲（破線）
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蔵跡櫓台東隅角石垣
基礎石組

崩落部

0 5m（1:100）

第 9図　遺構配置図及び調査区割図
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［ 1～ 3区の人力による掘削と埋め戻し及び図面記録］

　和歌山市文Խৼڵ課及び和歌山城整備企画課とٞڠΛ行い、石垣D17及び石垣D14の西端、石段

の࠷上段部分の 3箇所に 1～ 3区の発掘調査区Λ設ఆし、遺ߏの遺存状ଶΛ確認͢るための調査Λ

行ͬた（第 9ਤ）ɻಛに石段の࠷上段部分、石段の中央東دりに北東から南西ํに亀裂がみら

れ、西側 2 � 3 が地滑りの崩落部にかͬて滑り落ち࢝めている状況が観͞れたɻよͬて 3区に

ͭいて、亀裂がみられる範囲Λ中৺に調査区が設ఆ͞れたɻ͞らに、地滑りによͬて大きく崩落

した石垣D14の中央東側において、石垣裏込めຒ設状況確認のためサブトレンチ 1Λ設けたɻ

　֤調査区、1区が東西4.98̼、南北1.98̼、面積9.82ᶷ、2区が東西2.2̼、南北0.8̼、面積1.76ᶷ、

3区が東西2.10̼、南北8.0̼、面積16.80ᶷͰ͋るɻ調査面積の߹ܭ、28.38ᶷͰ͋るɻ

　ਓྗによる掘削、地滑り崩落土Λ除去した後、ද土からॱに堆積層͝とに遺物Λ取り分けなが

ら৻ॏに行ͬたɻਓྗによるຒめし、 1・ 2区、サブトレンチ 1Ͱ検出した遺ߏ上部にෆ৫

布Λ敷きཆ生Λ行ͬた後に掘削土Ͱຒめしたɻ·た 3区にͭいて、斜面地Ͱ͋る͜とからӍ水

の流入による土砂流出Λ防͙ため土のうΛ敷き٧めཆ生Λ行ͬた後に掘削土Ͱຒめしたɻ

　ਤ面による記録、和歌山城整備企画課提供の基४（ੈ界測地ܥ）Λ用し、 1区石垣D17平

面ਤ及び立面ਤ、 2区石垣D14平面ਤ及び立面ਤ、 3区平面ਤ及び 3区西側地滑り崩落崖面の地層

断面ਤ、͞らに地滑り崩落部南端࠷上部、東西崖面検出の石垣D40・41の平面ਤ及び立面ਤのଞ、

サブトレンチ 1の平面ਤ 3次ݩ写真測ྔによͬてΦルι画૾Λ作成したɻ͜のうち、 2区石垣

D14の立面ਤにͭいて、҆西工業株式会社に 3次ݩ写真測ྔの業ҕୗΛ行い作成したɻ·たݸ

別遺ߏの断面ਤ及び֤調査区の地層断面ਤにͭいてॖई 1 �20の手࣮測により作成したɻ水४

国Ո水४（T.1.）Ͱ͋るɻ

　写真撮影、調査の進行に߹Θͤて作業状況のଞ、ݸ別遺ߏの調査状況、֤調査区Ͱ確認した堆

積層の記録、調査完了状況なͲඞཁにԠ͡て行ͬたɻ

　調査Ͱ確認した堆積層の観記録に、ྛ水産লྛ水産ٕज़会ٞ事局मʰ৽൛ඪ४土৭

ʱΛ用いたɻ·た土࣭にͭいて、ཻスケールに基ͮき記ࡌしたɻ

［地滑り崩落土除去後の現状記録］

　調査地全体の被災状況及び遺ߏ遺存状ଶの記録として、҆西工業株式会社に 3次ݩ写真測ྔ業

Λҕୗし平面ਤの作成Λ行ͬた（第 9ਤ）ɻ

（ 2）遺構と遺物
［地滑り崩落土と崩落石材の調査］

　崩落土、水の手郭の中央及び石垣D17・14の上部、͞らにͭͮら折りに߱りる石段࠷下部の上

部に東西࠷大෯12.20̼、南北࠷大෯15.00̼、面積130.0ᶷの範囲にઔ状にがり堆積していたɻ

大厚水の手郭上部Ͱ0.97̼Λ測る（第12ਤ、ਤ൛࠷ 1・ 3）ɻ

　地層断面の観Ͱಛච͢るき͜ととして、地滑り崩落土堆積ظ࣌·た堆積ߏのҧいとし

て崩落土の先端部分にみられる 1～ 7層、水の手郭上部石垣D17の北側及び石段上部にみられる 8

～10層、͞らに水の手郭上部中央及び石段上部の࠷下層にみられる11～16層の大きく 3ͭの୯位に

分ける͜とがͰきるɻ͜のうち 1～ 7層のಛ、֤堆積層の上面が南から北へ傾斜͢る͜とͰ͋
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るɻ͜れ、堆積ॱংとして 7層ˠ 6層ˠ 4層ˠ 3層と南から北へॱ次ॏなり堆積した͜とΛࣔし

ているɻ͜の堆積ॱং、傾斜面Λ滑り落ちる土砂の流れとしてよくཧ解Ͱきるɻ

　͜れとٯに11～16層、֤堆積層の上面が北から南へ傾斜͢るɻ͜のಛ水の手郭上部中央

Ͱྑく観͢る͜とがͰきるɻ͜のݱ象Λཧ解͢るために目͢るきಛとして、石材a～cの

ຒ状ଶ及び͜れらがؚ·れる11層の堆積ߏ、͞らに12～16層の堆積物としてのಛにͭいてड़

るɻ

　石材a～c、ࣗવݱ象としてॏྗにैい҆ఆ͢る長ล側Ͱなく、ล側Λ下にけて立し

た状ଶͰຒしておりෆࣗવͰ͋るɻ·た、石材の長ล側11～16層とಉ͡ように北から南に傾斜

しているɻ͜のような石材、石材a～cの東西にઔ状にがͬて分布している（第11ਤ）ɻ

　͞らに11層、地滑りが発生͢る前·Ͱ地ද面Ͱ͋ͬた༿土Ͱ͋るɻຊདྷ༿土、南から

北へ傾斜͢る地ද面に対し平行͢るように生成͞れていたと͑ߟられるが、崩落土の地層断面Ͱ

石垣a～cとಉ༷に斜面に交͢るように堆積しているɻͦして、࠷下層に堆積͢る15・16層、

水分ΛଟくؚΜͰいたためにグϥイԽした೪土～シルトにཻࡉ砂～中ཻ砂がࠞ͡るのͰ、͜れら

より上位に堆積͢る12～14層に15・16層ݯىのブロックがؚ·れているɻ

Y=－76400mY=－76395m
Y=－76390m

X=－196280m

X=－196285m L=34.00m

L=32.00m

L=28.00m
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L=36.00m

L=33.00m

L=30.00m

崩落部
面積　60.33 ㎡
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石段
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石垣D14

Ａ

Ａ’

B
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C’

C

Ａ Ａ’

BB’

CC’

①

②

崩落部面積　　　60.33 ㎡

仮想四角柱体積　60.33 ㎡×7.3ｍ＝440.409 ㎥

①体積　60.33 ㎥×5.1ｍ÷2＝153.8415 ㎥

②体積　60.33 ㎥×6.1ｍ÷2＝184.0065 ㎥

崩落土量

440.409 ㎥－（①体積＋②体積）＝102.561 ㎥

変化率

102.561×1.2（変化率）＝123.073 ㎥

　崩落部周辺平面図（1:200）
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第10図　地滑り崩落土量計算図
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倒立した石材の分布

過去の地滑りによる崩落

石組を保持し崩落した石垣

土砂流下方向１

土砂流下方向２

石垣D17

石垣D14

石垣D14際の上下関係を保持した石材
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第12図　地滑り崩落土地層断面図
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　Ҏ上のಛから͑ߟられる堆積աఔ、11～16層の上部堆積層及びแؚ͞れた石材がݩΛ͢く

ΘれԁހΛඳくようにいͰ斜面Λ流れ落ちるととに、14～12層が先行͢る16・15層Λ削り

るྀ͢ߟられるɻ·たͦの堆積範囲、流下がかͬた͜とΛ͑ߟき込みながら堆積したとר

と石垣D17より北側Ͱ͋ͬたՄ性がߴく、地層断面による11～16層の堆積範囲とྑくූ号͢るɻ

　次に 8～10層、堆積状況から11～16層より後に崩落した堆積層Ͱ͋るɻͦのうち10層先ड़し

た15・16層とྨ͢ࣅるཻࡉ砂ࠞ೪土～シルトͰ͋り、ࠓճの地滑り崩落土のಛとして崩落土の堆

積ॳظにみられるのͰ͋るɻよͬて、 8～10層11～16層とҟなるλイϛングͰ発生した地滑

りにう崩落土と͑ߟるɻͭ·り、ࠓճの調査地Ͱ発生した地滑りͰ、11～16層と 8～10層が堆

積したগなくと 2の崩落が͋ͬたと͑ߟるɻ

　第11ਤͰ、石材長࣠のํ性から、土砂流下ํとして石垣D17Ҏ北Ͱ北東ํΛࣔ͢土

砂流下ํ 1と、石垣D14～D17ؒにみられる北西ํΛࣔ͢土砂流下ํ 2Λఆ͢る͜がͰき

るɻ前ड़した11～16層土砂流下ํ 1に、·た 8～11層土砂流下ํ 2に対Ԡ͢ると͑ߟるɻ

、後に࠷　 1～ 7層 2の地滑りによる 8～16層が堆積した後、ͦの上部に流れ込Μͩ崩落土と

るɻ地滑りのओ体となる崩落が落ち着き͡めた後、斜面上部から土砂の流下が続いていた͑ߟ

と͑ߟられるɻͦのଞ、17層、後ड़͢る石垣D14ߏங࣌の基盤層と͑ߟられる崖性堆積物Ͱ͋

りࠓճの地滑りにう崩落土Ͱないɻ

　 8～10層ととに崩落した石材のなかͰಛච͢るき͜ととして、थ木のࠜによͬて֤石材がݻ

ఆ͞れていたため石積みΛ保࣋した状ଶͰ滑り落ちた石組が石垣D17上部にみられる（第11ਤ、ਤ

൛ 4）ɻ͜の石組、थ木のࠜͰݻఆ͞れている͜とから石垣天端付近とみられ、 3～ 4段分の石

積みが遺存しているɻ·た石垣D14の北側前面に、上面Λ南から北へく傾斜ͤ͞た石材が 2～

4石ॏなりΛͬて崩落しているɻ͜れらの石材、地滑りによる崩落面下の石垣D14Λߏ成͢

る石材Ͱ͋り、ͦのॏなり石組の上下ؔΛ保࣋していると͑ߟるɻ

［崩落土内の出土遺物］（第13～22ਤ、ਤ൛23）

　 1～11軒丸瓦Ͱ͋るɻ 1・ 2桔梗文軒丸瓦Ͱ、とにೈ࣭焼成Ͱ全体తにണとຏ໓がஶし

いɻ 1の丸瓦部Ԝ面にりඥࠟがみられるɻとに、16ੈل後半の҆土౧山࣌後ظののͰ、

和歌山城ظݐの城・城ओͰ͋る܂山氏のՈ瓦Ͱ͋るɻ

　 3、ؒにತઢがみられるࡾרࠨ文軒丸瓦Ͱ͋り、のඌ部がݍઢ状にܨがるのͰ͋るɻ

͜の瓦文༷とಉ͡のが、ຊࣉئ跡ງ 1下層から出土しているɻ瓦面に、れ砂が付着

しており、ೈ࣭焼成Ͱ͋るɻ16ੈل後半の҆土౧山࣌後ظののͰ͋るɻ 4、右ࡾר文軒丸

瓦Ͱ͋るɻच文ܘがൺֱతখ͞く、復ݩ20ݸͰ͋るɻ丸瓦部Ԝ面に、ίビΩA（φφϝίビ

Ω）のࠟ跡と布目ࠟがみられるɻ16ੈل後半の҆土౧山࣌ののͰ͋るɻ 5、ࡾרࠨ文軒丸

瓦Ͱ͋るɻच文ܘ、 4とಉ༷にൺֱతখ͞く復ݩ24ݸͰ͋るɻ瓦面にれ砂が付着して

いるɻ丸瓦部との接߹面にカΩϠブϦが͞ࢪれているɻ࣌ށߐ前ظののと͑ߟるɻ 6、右

となるɻ瓦面にれ砂が付着してݸ16ݩが大きく、復ܘ文軒丸瓦Ͱ͋るɻच文ࡾר

いるɻ૬対తに 5より৽しく࣌ށߐ前ظから中ظ前半ののと͑ߟるɻ 7、ࡾרࠨ文軒丸瓦

Ͱ͋るɻच文ܘが大きく、瓦पԑ෯がいのͰ、瓦面にΩϥίが付着しているɻ࣌ށߐ

中ظ後半Ҏ߱ののと͑ߟるɻ 8、丸瓦部Ԝ面に滑り止めのクシඳきが͞ࢪれるのͰ、ತ面に
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ʮ˘亀ʯの刻印がみられるɻ͜の刻印、一部ܽଛしているのの出土事ྫからʮ瓦亀ʯͰ͋るɻ

　ͦのଞ、 9瓦पԑがՖห状となるのͰ͋るɻ·た10、ᑓࣈ瓦とみられるのͰ͋るɻ瓦

面にれ砂が付着しており、丸瓦部との接߹面にカΩϠブϦが͞ࢪれているɻ͞らに丸瓦部

のԜ面にίビΩA（φφϝίビΩ）のࠟ跡がみられるɻ17ੈلॳ಄Ҏ前ののͰ͋るɻ

2

3
5 6

4
7

9

8

10

1

0 10㎝（1:4）

第13図　崩落土出土遺物実測図①
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　11、瓦部との接߹にカΩϠブϦが͞ࢪれており、丸瓦部Ԝ面に布目しくΰβ状の圧ࠟが

みられるɻ·たۄԑの端面に٠Ֆの刻印が͋るɻఝ݀のܘ1.1ᶲͰ͋るɻ

　12～32軒平瓦Ͱ͋るɻ12・13瓦文༷に外郭ઢがみられる文軒平瓦Ͱ͋るɻ12、瓦

文༷の上下ΛತઢͰ区画͢るのͰ、13瓦文༷ΛತઢͰ囲ΉのͰ͋るɻࣨொ࣌後ظҎ前の

のと͑ߟるɻ

　14連च文軒平瓦Ͱ͋り、ൺֱతपԑߴがߴく、瓦पԑ上端に෯の面取りがみられるɻ連

चの復ݩ13ݸͰ͋るɻ15水文軒平瓦Ͱ͋るɻ中৺০りに半ԁ形の文Λし、ͦのࠨ右

に 4୯位の連続͢る文がみられるのͰ͋るɻ14とಉ༷に瓦पԑ上端に෯の面取りがみら

れるɻ14・15とにࣨொ࣌後ظから҆土౧山࣌ののͰ͋るɻ16・17、中৺০りのๅचの

右にࠨ 3ճ転͢るがみられる文軒平瓦Ͱ͋るɻ瓦पԑ上端に、෯の面取りがみら

れるɻ16ੈل後半から17ੈلॳ಄とみられ҆土౧山࣌後ظから࣌ށߐॳ಄ののͰ͋るɻ

　18、·たΛදݱしたとみられる文༷が 4୯位みられるのͰ、瓦面にれ砂が付

着しているɻࣨொ࣌後ظから҆土౧山࣌ののと͑ߟるɻ

　19～31、中৺০りにՖหՖΛ͢る文軒平瓦Ͱ͋るɻ19～22の形状が写࣮తな

のͰ、瓦面にれ砂が付着͢るのͰ͋るɻ·た、瓦पԑ上端に面取りがみられるɻ͜れ

らのֺ部の断面形ํ形Ͱ͋り、ࣨொ࣌後ظҎ前とした12・13ࣨொ࣌後ظから҆土౧山࣌

とした14・15とྨ͢ࣅる͜とから、҆土౧山࣌Ҏ前ののと͑ߟるɻ

　23、中৺০りにՖ文Λ͢る文軒平瓦Ͱ͋るɻ瓦पԑ上端に෯の面取りがみられる͜

と、ֺ部の断面形状がํ形となる͜とからࣨொ࣌後ظから҆土౧山࣌ののと͑ߟるɻ

　24～31、ֺ部の断面形が台形ののͰ͋るɻ24・25、ࡾ༿文Λ中৺০りとしてࠨ右に文

Λ͢るのͰ、瓦पԑ上端に෯の面取りがみられるɻ·た、瓦面にれ砂が付着して

いるɻ26～28、中৺০りに٦文Λ͢る文軒平瓦Ͱ͋り、瓦面にれ砂が付着しているɻ

͜のうち27に、ತઢによる印状の記号がみられるɻ29、中৺০りにࡾ༿Λ͢るのͰ͋り、

30中৺০りの٦文Λٯ位にした文༷Λしているɻ31、中৺০りにՖ文Λし、ࠨ右にओ༿

とࢠ༿が৳びるのͰ͋るɻ瓦面にれ砂が付着しているɻ

　͜れらのうち瓦पԑ上端に面取りがみられる24～27࣌ށߐ前31～28、ظが࣌ށߐ中ظ前

半ののと͑ߟるɻ

　32、中৺০りと文Λ二ॏઢͰද͢ݱるのͰ、瓦面にΩϥίが付着しているɻ࣌ށߐ

中ظ後半Ҏ߱ののと͑ߟるɻ

　33～42丸瓦Ͱ͋るɻ33行基式丸瓦Ͱ͋り、Ԝ面にίビΩA（φφϝίビΩ）がみられるɻ

　34～37、Ԝ面にίビΩA（φφϝίビΩ）のࠟ跡布目ࠟがみられるのͰ͋るɻͦのうち35

のۄԑ部ൺֱత長く、Ԝ面側ԑ部の面取りの෯がいのͰ͋るɻ·た、35・36のԜ面にり

ඥࠟがみられ、36・37に棒状工具の先端によるୟきが部分తに͞ࢪれているɻͦれͧれのತ面に

、ೄୟき後ϔϥϛΨΩφσが͞ࢪれているɻ͜れらのうち3515ੈل後半から16ੈل前半のࣨ

ொ࣌後37・36、ظ16ੈل中ࠒの҆土౧山࣌ののと͑ߟるɻ

　38～42、Ԝ面にίビΩ#のࠟ跡がみられるのͰ͋るɻͦのうち38、Ԝ面に布目ࠟとりඥ

ࠟがみられ、39～42のԜ面にΰβ状圧ࠟ、͞らに40・41に内ୟきとみられる棒状工具によるୟ
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きࠟが所ʑにみられるɻͦのଞ、42に滑り止めとみられるクシඳきが͞ࢪれているɻ

　38・39、࣌ށߐ前ظから中ظののͰ͋り、40・41ୟきࠟがみられる͜とから18ੈل後半

るɻ͑ߟののとظ後࣌ށߐのࠒ

36

41

37

38 40

39

0 （1:6） 20㎝

第16図　崩落土出土遺物実測図④
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　43～49平瓦Ͱ͋るɻ43、Ԝ面にίビΩA（φφϝίビΩ）がみられ、ತ面にೄୟきが͞ࢪ

れているɻ平҆࣌Ҏ前ののと͑ߟるɻ

　44・45ൺֱత厚みの͋るのͰ、44ڱ端部のԜ面側に෯の面取りが͞ࢪれており、Ԝತ面

とに൘φσの後、ॎํに丁ೡなφσが͞ࢪれているɻ·た45Ԝ面に布目ࠟとίビΩA（φφ

ϝίビΩ）のࠟ跡がみられるのͰ、ತ面に൘φσの後φσが͞ࢪれ一部にれ砂が付着してい

るɻ͜れらのಛから、44・45ࣨொ࣌後ظから҆土౧山࣌ののと͑ߟるɻ

42
43

44

45

46

47

0 （1:6） 20㎝

第17図　崩落土出土遺物実測図⑤
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　46～50、҆土౧山࣌後ظҎ߱ののͰ͋るɻ͜れら、Ԝತ面とに丁ೡなφσが͞ࢪれて

いるため製作ٕ法のࠟ跡確認Ͱきないが、49のತ面にれ砂が付着しているɻ·た47の端部

Ԝ面にクシඳきによる滑り止めが 2段に͞ࢪれ、50のತ面にಉ͡くクシඳきによる滑り止めが

ॎԣの΄か斜֨ࢠ状に͞ࢪれているɻ

48 49

50 51

52

54

53

（48 ～ 50）

0 10㎝（1:4）

0 （1:6） 20㎝
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　51・52、滑り止め防止のࢅがషり付けられているֻ瓦Ͱ͋るɻ51、丸瓦Ԝ面のۄԑ付近に೪

土൘Λషり付けてࢅと͢るのͰ͋るɻ·た52、平瓦の側ԑ部Ԝ面に೪土൘Λషり付けࢅと͢る

のͰ、Ԝ面に布目ࠟがみられ、ತ面に൘φσ後φσが͞ࢪれているɻ

　53・54、瓦文༷がࡾרࠨ文のௗᦵ瓦Ͱ͋るɻ53の文、ඌ部がݍઢ状にܨがるのͰ、

च文ܘ0.8ᶲΛ測り、च文16ݸͰ͋るɻ瓦面にれ砂が付着しているɻ内面ϢビΦサ

Τとφσによͬて調整͞れ、外面φσによͬて平滑に上げられているɻ54の瓦文༷、53と

ൺֱしてच文ܘが1.5ᶲΛ測り大きく、復ݩ12ݸͰ͋るɻ内面ૈいφσによͬて調整͞れ、

外面φσによͬて平滑に上げられているɻ·た土に、長石とࠇ৭ཻがؚ·れているɻ

　55～58َ瓦Ͱ͋るɻ55、َ瓦下端部のഁยͰ͋るɻද面に、ϔϥりによͬて断面ࡾ角形

のಥଳがހ状にཅ刻͞れているɻ存4.5ߴᶲ、࠷大෯23.6ᶲ、底部෯9.9ᶲΛ測るɻ·たද面に、

Ωϥίが付着しており、ϔϥϛΨΩが丁ೡに͞ࢪれているɻ͞らに裏面、φσによͬて上げら

れているɻ土に石ӳがؚ·れているɻ

　56・57、َ瓦の٭部Ͱ͋るɻ56・57、とにਖ਼面にかͬて右側の٭部Ͱ͋るɻ56、存

の࣌れ、裏面に成形͞ࢪ大෯15.4ᶲΛ測るɻද面にϔϥケζϦの後丁ೡなφσが࠷、19.4ᶲߴ

ૈいϔϥケζϦのࠟ跡と上げのφσの΄か、೪土接߹のണࠟ跡が໌ྎにみられるɻ土に長

石がؚ·れており、৭調二次焼成Λडけԫփ৭となるɻ57、存12.2ߴᶲ、࠷大෯15.3ᶲΛ測るɻ

ද面にϔϥケζϦの後丁ೡなφσが͞ࢪれ、裏面に成形࣌のૈいϔϥケζϦのࠟ跡と上げの

φσの΄か、೪土接߹のണࠟ跡が໌ྎにみられるɻ

　58、َ瓦の中৺০り部分のഁยͰ͋り、文༷、ಙՈのͭࡾ༿ѮͰ͋るɻपԑ部Λؚめた中

৺০りのܘ12.6ᶲΛ測るɻද面にΩϥίが付着しており、裏面に1.2ܘᶲのԁΛ11箇所

Ҏ上ઠͬているɻ͜のઠにͭいて、َ瓦のॏྔܰݮΛ目తとしたのと͑ߟるɻ·た中৺০り

部分とَ瓦ຊ体との接߹面にカΩϠブϦが͞ࢪれ、接߹強Խの対策が観Ͱきるɻ

　59～61、鯱瓦Ͱ͋るɻ59、ڳර部分のഁยとみられるのͰ͋るɻ厚なഁยͰ͋り、ހ状

に連なるから筋状にྏઢがのびるҙঊがみられるなͲ、රの形状Λྑくදしていると͑ߟるɻ

60・61රのഁยとみられるのͰ͋るɻ͜れら、61の裏面に断面ํ形のப状のಥ出部Λషり

付けたࠟ跡がみられる͜とから、鯱部に設けられたࠩし込み部に取り付け用したのと͑ߟ

るɻҙঊ、ϔϥ状工具によͬて断面ࡾ角形のྏઢが作り出͞れているɻ

　62、敷平瓦Ͱ͋るɻԜ面の下端部、෯2.1ᶲのϔϥりによͬて傾斜がͭけられているɻ·

たತ面の上端部に、クシඳきによͬて平行ઢとઢの滑り止めが͞ࢪれているɻ͞らにತ面に

Ωϥίが付着しているɻ存෯、13.7ᶲ、長͞13.5ᶲΛ測るɻ

　63・64、ᗌే瓦Ͱ͋るɻ63、側ԑ部がං厚͢るのͰ、Ԝ・ತ面にΩϥίが付着してい

るɻ存෯11.6ᶲ、長͞25.0ᶲΛ測るɻԣ෯の中࣠にԊͬてઢతにׂれているため、用࣌に半

れたՄ性が͋るɻ64、側ԑ部がං厚しないのͰ͋るɻԜ面にクシඳきによる滑り止め͞ࡋ

が͞ࢪれており、ತ面にΩϥίが付着しているɻ存෯12.4ᶲ、長͞24.0ᶲΛ測るɻ͜の64

ԣ෯の中࣠にԊͬてׂれているため、用࣌に半͞ࡋれたՄ性が͋るɻ65、ᗌేしくأৼ

瓦とみられるのͰ͋るɻԜ面にΩϥίが付着しているɻ存෯11.3ᶲ、長͞17.3ᶲΛ測るɻ͜

れら62～65、Ωϥίの付着がみられる͜とから18ੈل後半Ҏ߱ののと͑ߟるɻ
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　66、أৼ瓦Ͱ͋るɻۄԑ部Λܽଛ͢るため全体の形状ෆ໌Ͱ͋るのの、ԣ෯の΄΅ 1 � 2

が遺存͢るのͰ͋るɻԜ面にίビΩA（φφϝίビΩ）のࠟ跡の΄か、上端部に端部と平行

͢る面取りがみられ、下端部にٷなりに෯の面取りが͞ࢪれているɻ土に、石ӳ・結থย
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岩がؚ·れているɻ存長25.4ᶲ、存෯12.8ᶲΛ測るɻ҆土౧山࣌Ҏ前ののと͑ߟるɻ

　67・68、面ށ瓦Ͱ͋るɻ67、裏面に棒状工具によるୟきがみられ、ද面にΩϥίが付着し

ているɻ存෯11.7ᶲ、存長7.7ᶲΛ測るɻ18ੈل後半Ҏ߱ののͰ͋るɻ68、ද面にʮొ録

ඪ　ઘभ୩௰製ʯの刻印がみられるのͰ໌࣏࣌ののͰ͋るɻ

　69、Ҫށ瓦Ͱ͋るɻತ面に滑り止めとみられるᑹ形のԜみが連続してみられるɻͦの΄か、

70瓦࣭のப状Ͱ͋るɻ上端面にʮʷʯのϔϥඳきがみられ、ఝ݀が確認Ͱきるɻ鯱のර面

となるՄ性が͋るɻى瓦Λ౩にࠩし込Ήํ形のಥށ

　Ҏ上の瓦の΄か、崩落土内から出土した瓦に、Ֆ̪ࣈ、瓦Λࣔ͢号の刻印Λͭのが

出土している（ਤ൛23）ɻ

　͜れらのうち、Ֆ文の刻印、1.3ܘᶲ前後ののと0.8ܘᶲ前後ののが͋るɻ·たՖหの

にͭいてλイプ存͢ࡏるɻ瓦の号と͑ߟられるのに、̋にࡖ、̋に一が͋り、前ऀ

1.65ܘᶲ、後ऀ1.1ܘᶲΛ測るɻͦの΄か、ʮ平ʯというࣈ一文ࣈΛ刻印͢るのみら

れるɻ

　·た࣌ށߐののと͑ߟられる瓦に、長ํ形のなかにʮل瓦ೇʯ、ʮਆ瓦अʯ、ʮઘभ؛瓦ݯʯ

と号Λ刻ΉのなͲ、和歌山城へࠜ瓦Λೲした瓦と͑ߟられる刻印がみられる΄か、ࠓճ

の報告Ͱ͢てࡌܝしなかͬたのの、ʮొ録ඪ　ઘभ୩瓦製作所・・・ʯなͲ、໌࣏࣌

の一大生産地としてོ盛ΛきΘめたʮ୩瓦ʯの刻印͞ݟࢄれるɻ

67
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　71、中国製磁ثの白磁皿Ͱ͋るɻޱԑ部、端部

が外͢るいΘΏる端りޱԑͰ͋り、ߴ台付部の

ᬵༀ削り取られ砂が付着しているɻ15ੈل後半から

前半ののͰ͋るɻل16ੈ

　72、形象埴輪の底部Ͱ͋るɻ上部にかͬてܘが

খ͞くなる台形状ののͰ、ಥଳが 2確認Ͱきるɻ

ಥଳの断面形、いࡾ角形状ののͰ͋るɻ·た外

面の調整にλテϋケが͞ࢪれ、内面にφφϝํ

のφσと೪土ඥの積み上げࠟがみられるɻ土に、

石ӳ結থย岩がؚ·れており、৭調にͿいԫᒵ৭

Ͱ͋るɻ͜れらのಛから、 前半Ҏ߱ののとل6ੈ

部のഁย出土しݞのᙈのثܙるɻ͜の΄か、ਢ͑ߟ

ているɻ外面にλλΩ後カΩϝ、内面λλΩの͋

て具ࠟ跡Λφσফしているɻ調査地付近にݹが存ࡏ

したՄ性が͋るɻ

［ 1区の調査］

　石垣D17、水の手郭へͭͮら折りに߱りる石段࠷下部の成にう土ཹめとしてߏங͞れた結

থย岩の面積み石垣Ͱ͋る（第23～26ਤ、ਤ൛ 6・ 7）ɻ法面の傾斜角、84Ͱ͋るɻ

　石垣D17のݱ状、石垣D16との境界付近の石積みが天端石から崩落しており、ͦの前面に石材

がࢄཚしているɻ·た石垣D17の天端石、西端から東へ6.00̼·Ͱ遺存していないɻ͜の部分

、地滑り崩落土Λ除去したと͜Ζ、ࠓճの地滑りҎ前のද土に෴Θれていたɻよͬて͜の部分の

天端石、ࠓճの地滑りが発生͢るҎ前から遺存していなかͬたと͑ߟるɻ

　石垣D16及びD17の平面形、全体として東西に大きくٷなりにߏங͞れており、石垣D17

:�−76396.3̼付近に屈折部がみられるɻ·た東側の石垣D16へ:�−76390.5m付近Ͱ͞らに屈

ங͞れている（第26ਤ）ɻ͜の屈折部Λう平面形、୩地形の୩部のԜみにԊͬߏし連続してۂ

てߏங͞れたためͰ͋るɻ石垣D17前面の地ද面観Ͱ、中央部分のඪߴが࠷いɻよͬて、

͜の付近に୩#の୩筋が通ると͑ߟるɻ·た石垣D16東端の屈折部、ଞ 2ͭの屈折とҟなり南

へ折れるɻͭ·り、͜の部分の近くに୩#と୩$とのؒのྏઢが存͢ࡏると͑ߟるɻ

　調査Ͱ、石垣D17西端の裏込め及び基底石、҉ڎ排水とみられる石組みΛ検出したɻ·ͣ西端

から東へ1.30̼·Ͱの裏込め、ͦれҎ東の裏込め石材が石垣前面のϥインに交͢るようにओ࣠

がଗͬているのに対し໌らかにཚࡶͰ͋るɻ·た基底石、西端から東へ1.30̼·Ͱの範囲及び、

西端から2.50̼Ҏ東Ͱ 4層上にਾ͑られているのに対し、ͦのؒの基底石結থย岩の岩盤

上にਾ͑られているɻಛに、西端から2.50̼Ҏ東の石積み、史跡和歌山城保存整備ҕһ会北垣ᡏ

一ҕһから積みなお͞れているとのࢦఠが͋ͬたɻ͜れらの調査結Ռ及び所ݟから、 4層上に

ਾ͑られている石積み、ߏஙॳの石積みͰないと͑ߟる（第23ਤ）ɻ

　·た、岩盤上にਾ͑られたߏஙॳとみられる石積みの西端Ͱ南北ํにओ࣠Λͭ長͞

0.52̼、෯0.30̼Λ測る結থย岩Λ検出した（第23ਤ$−$ʟϥイン）ɻ͞らに、岩盤上にߏங͞

71

72

0 10㎝（1:4）

第22図　崩落土出土遺物実測図⑩
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調査区　１区

積みなおし

積みなおし

L=28.00m

L=27.00m

岩盤

4層4層

W

E

石垣D17天端推定ライン
暗渠排水溝か？

X=－196273m

X=－196274m
X=－196275m

Y=－76400ｍY=－76398ｍ

A

A’

B

B’

C

C’

石垣D17

岩盤サブトレンチ

0 1m（1:40）

第23図　 1区平面図及び石垣D17立面オルソ画像

第24図　 1区東及び西壁地層断面図

L=28.00m

L=27.00m

N S

1 2.5Y4/2（暗灰黄）細粒砂混シルト　＊瓦・結晶片岩礫・0.5～3.0㎝大の円礫を含む
2 2.5Y5/3（黄褐）細粒砂混シルト　＊瓦・1.0～5.0㎝大の結晶片岩礫を含む
3 2.5Y5/4（黄褐）細粒砂混シルト　＊瓦・1.0～5.0㎝大の結晶片岩礫を含む
4 2.5Y5/4（黄褐）シルト混極細粒砂～細粒砂　＊瓦・1.0～5.0㎝大の結晶片岩礫を含む

1

1

2

2

3
3

3

4

4

4

4

調査区東壁
L=27.40m

L=26.40m

N S調査区西壁

0 2m（1:40）

石垣D17

瓦（近世）
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れた石積みの裏込めに、長͞0.10～

0.35̼Λ測る結থย岩のׂ石が用͞れ

ており、ͦの範囲厚͞0.40̼Ҏ上Ͱ͋

るɻ

　次に、調査区東壁地層断面の観Ͱ

、4୯位の堆積層Λ確認した（第24ਤ）ɻ

ͦのうち 1・ 2層近からݱにかけ

ての堆積層Ͱ͋るɻ 1層、結থย岩

砂岩ԁΛؚΉ҉փԫ৭のཻࡉ砂ࠞ͡

るシルトͰ͋り、 2層結থย岩Λؚ

Ήԫ৭のཻࡉ砂ࠞ͡るシルトͰ͋るɻ

·た 3層、瓦結থย岩ΛؚΉԫ

৭のཻࡉ砂ࠞ͡るシルトͰ͋り、࣌ށߐ

後ظからນと͑ߟられる遺物ΛؚΉ

堆積層Ͱ͋るɻ͞らに 4層、結থย岩

ΛؚΉԫ৭のシルトࠞ͡るཻࡉۃ砂

ظから中ظ前࣌ށߐ、砂Ͱ͋りཻࡉ～

の土ثࢣᖷᖻ瓦ΛؚΉ堆積層Ͱ͋るɻ

　͜れらの֤堆積層にؚ·れている遺物

のظ࣌から、石垣D17のॳのߏஙظ࣌Λ໌らかに͢る͜とͰきないが、 4層Λ基盤として積み

なお͞れた石積みのߏஙظ࣌࣌ށߐ前ظΛる͜とないと͑ߟるɻ·た、石垣積みなおしの

られるɻ͑ߟҼとݪとして、地滑りなͲのࣗવ災害による崩落がػܖ

［ 1区の出土遺物］（第27ਤ）

　73、ࡾרࠨ文軒丸瓦Ͱ͋るɻ文のඌ部が長く、ൺֱతच文ܘがখ͞いのͰ、च文16

Ͱ͋るɻ瓦材、໌確な砂の付着みられなかͬたのの、れ砂が用いられたՄ性がݸ

ظから中ظ前࣌ށߐいɻԜ面に、布目ࠟがみられ、ತ面ຏ໓のため調整がෆ໌ྎͰ͋るɻߴ

ののと͑ߟるɻ74、ภ行文軒平瓦Ͱ͋るɻ中৺০りにๅचΛし、ࠨ右ඇ対শに転͢る

文がみられるのͰ͋るɻ瓦材、໌確な砂の付着みられなかͬたのの、れ砂が

用いられたՄ性がߴいɻ·たֺ部の断面形がํ形に近いɻ土ૈく、石ӳ・結থย岩・長

石なͲがؚ·れているɻ࣌ށߐॳ಄ののと͑ߟるɻ

　75丸瓦Ͱ͋るɻ75、Ԝ面に布目ࠟの΄か、ۄԑ部付近Λ中৺としてΰβ状の圧ࠟがみられるɻ

·たりඥࠟ棒状工具によるୟきࠟ確認Ͱきるɻ͞らにఝ݀がみられるɻ18ੈل後半Λ前後͢

るظ࣌ののͰ͋Ζうɻͦの΄か76、ࢅ瓦Ͱ͋るɻ

　͜れらの遺物の出土位置、73が 4 層、74・75・76が 3 層Ͱ͋るɻ

［ 2区の調査］

　石垣D14、天守から水の手郭へͭͮら折りに߱りる石段࠷下部の南側斜面の土ཹめとしてߏங

͞れた結থย岩の面積み石垣Ͱ͋る（第28・29・31・32ਤ、ਤ൛ 8～10）ɻ法面の傾斜角75～

L=27.50m

L=27.00m

N

a a’

b b’

c c’

① S

0 2m（1:40）

石垣D17

L=27.50m

L=27.00m

N② S

石垣D17

L=27.50m

L=27.00m

N③ S

石垣D17

第25図　 1区石垣D17断面図
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第26図　石垣D16及びD17平面図及び立面図　
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石垣D17
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石垣D16



−35−

80Ͱ͋るɻ

　石垣D14のݱ状、ࠓճの地滑りによ

ͬて西端から1.50̼付近Λىとし、東

へ෯7.00̼の範囲の石積みが崩落して

いるɻ·た東端から1.50̼付近Λىと

し、西へ෯3.50̼の範囲の石積み、

た地滑りによͬ͜ىճの地滑りҎ前にࠓ

ͬて崩落している（第11ਤ、ਤ൛ 9）ɻ

͞らに、石垣D14の東半部の石積み、

എ後の斜面Λগしͣͭ滑り落ち͡めた

土砂の圧ྗによͬて前のめりに崩落し࢝

めているɻ

　石垣D14の平面形状、西端から3.00̼東側の:�−76397.5̼付近において屈折部がみられるɻ

͜の屈折部、石垣D17の西端からͻとͭ目の屈折部と૬ؔؔに͋り、୩#のࣗવ地形Λද͢と

とに、石段のಓ෯Λ確保͢るための֨ن性Λදしているɻ

　調査Ͱ、石垣D14の西端において基底石及び結থย岩の岩盤Λ検出した（第28ਤ、ר಄ਤ൛ 7、

73

74

75

76

77

（75 ～ 77）

73 4 層

74 ～ 76 3 層

77　サブトレンチ１　6層

0 10㎝（1:4）

0 （1:6） 20㎝

X=－196276m

X=－196277m

Y=－76400ｍ

Y=－76402ｍ

0 1m（1:50）

岩盤

石垣D17

第27図　 1区出土遺物実測図

第28図　 2区平面図
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ਤ൛ 8）ɻ基底石の設置に際して、基盤となる岩盤Λ

෯0.20̼前後、ਂ͞0.15̼前後のߔ状に掘りۼめ、ͦの

なかに基底石Λਾ͑ているɻ͜れ、北にかͬてく

傾斜͢る斜面地にਾ͑た基底石が、しͩいに前面へԡし

出͞れるのΛ防͙ための工と͑ߟるɻ石垣D14の基底

石付近の傾斜角、60～70Λ測るɻ

　·た石垣D14西端Ͱ、結থย岩の岩盤が࿐出し、石

垣の積み石基底石とಉ͡く岩盤Λ掘りۼめਾ͑ている

（ਤ൛ 8）ɻ͞らに、石垣D14西端の石積みにう裏込

めに、長͞0.10～0.35̼Λ測る結থย岩のׂ石が用

͞れており、ͦの範囲厚͞0.30～0.40̼Ͱ͋るɻ

　調査区東壁地層断面の観Ͱ、 4୯位の堆積層Λ検

出したɻ͜のうち 1・ 2層近からݱにかけての堆積層とみられ、 3・ 4層出土遺物がرബ

Ͱ͋る͜とから堆積ظ࣌にͭいてৄࡉ分からないɻ

［サブトレンチ 1の調査］

　サブトレンチ 1、被災した石垣D14の上部Λ෴う地滑り崩落土Λ除去したと͜Ζ、石垣D14の

裏込めの上部にԫ৭ཻࡉ砂ࠞシルト（後ड़の 5層）が堆積していた͜とから、ͦの性֨Λ確認͢

る目తͰ設ఆした断ちׂり調査区Ͱ͋る（第29・30ਤ、ਤ൛ 9）ɻ

L=28.00m

L=28.50m
N S

L=32.00m

L=31.00m

L=30.00m

N S

L=28.00m

L=28.50m
N S

L=28.00m

L=28.50m
NS

1 2.5Y4/1（黄灰）細粒砂混シルト
　　＊0.5～1.0㎝大の結晶片岩風化礫を含む
2 2.5Y5/3（黄褐）細粒砂～中粒砂混シルト
　　＊0.5㎝大の結晶片岩風化礫を含む
3 2.5Y4/2（暗灰黄）シルト混極細粒砂～細粒砂
4 2.5Y5/2（暗灰黄）細粒砂混シルト
　　＊0.5～1.0㎝大の円礫を含む

1 2.5Y5/2（暗灰黄）～2.5Y5/3（黄褐）細粒砂混シルト　＊瓦・結晶片岩礫を含む
2 2.5Y5/3（黄褐）中粒砂混シルト　＊瓦・0.5～1.0㎝大の結晶片岩礫を含む
3 2.5Y5/4（黄褐）中粒砂～極粗粒砂混シルト　＊1.0～3.0㎝大の結晶片岩礫を含む
4 2.5Y5/4（黄褐）中粒砂～極粗粒砂混シルト　＊瓦・結晶片岩礫を含む
5 2.5Y5/3（黄褐）細粒砂混シルト　＊結晶片岩礫を含む
6 2.5Y4/4（オリーブ褐）粗粒砂混シルト　＊瓦・結晶片岩礫を含む
7 5YR4/3（にぶい赤褐）中粒砂～極粗粒砂混シルト
　　＊0.5～2.0㎝大の結晶片岩風化礫を多く含む

4
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第29図　 2区及びサブトレンチ 1断面図

第30図　サブトレンチ 1平面図
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　調査、地滑りによる崩落崖面Λར用して石垣D14の裏込めΛؚめた地層断面ਤΛ作成したɻ調

査の結Ռ、 1～ 7層の堆積層Λ確認したɻ͜のうち、 1層ݱのද土Ͱ͋り、 2・ 3層ԫ৭

の中ཻ砂～ཻࡉۃ砂ࠞシルト、 4層が瓦及び結থย岩ΛଟくؚΉԫ৭の中ཻ砂～ཻૈۃ砂ࠞシ

ルトͰ͋るɻ͜れらの堆積層、石垣D14東半部の石積みΛগしͣͭ前のめりにԡし出し崩落ͤ͞

た地滑りにう崩落土Ͱ͋るɻたͩし、 4層結থย岩ΛଟくؚΉ͜とから石垣D14の裏込めͰ

͋ͬたՄ性が͋るɻ 5・ 6層、 4層とൺֱして土࣭が大きくҟなるɻ 5層、結থย岩Λগ

ྔؚΉԫ৭のཻࡉ砂ࠞシルトͰ͋り、·た 6層、瓦及び結থย岩ΛগྔؚΉΦϦーブ৭のૈ

ཻ砂ࠞシルトͰ͋るɻ͜れら、石垣D14の裏込めΛ෴うように堆積している͜とから、ա去にى

ͬ͜た地滑りにう崩落土と͑ߟるɻ͞らに、 7層結থย岩の෩ԽΛଟくؚΉにͿい৭の

中ཻ砂～ཻૈۃ砂ࠞシルトͰ、石垣D14ߏங࣌の基盤層と͑ߟられる崖性堆積物Ͱ͋るɻ

　調査の結Ռ、石垣D14 5層上面において積みなお͞れていると͑ߟるɻ·たࠓճの地滑り、土

࣭がҟなる 4層と 5層の地層境界に地下水が大ྔに流れ込み、5層上面Λ滑り面として崩落したՄ

性が͋るɻͭ·り、ա去に積みなおしΛ行ͬた石積みがࠓճの大Ӎによͬて࠶崩落したと͑ߟるɻ

　石垣D14の積みなおしҎ前の石積みにう裏込めに、長͞0.10～0.20̼Λ測る結থย岩のׂ石

が用͞れており、ͦの範囲厚͞0.30ᶲ前後Ͱ͋るɻ

　出土遺物 6層から丸瓦が出土している（第27ਤ）ɻ77、Ԝ面にίビΩA（φφϝίビΩ）の

ࠟ跡がみられるのͰ、端部に෯の面取りが͞ࢪれているɻ·たತ面の端部にԣํにφσ

が͞ࢪれているɻ͜れらのಛから、15ੈل後半から16ੈل前半のࣨொ࣌後ظののと͑ߟるɻ

［ 3区の調査］

　石垣D13の西側際に͋る石段の࠷上段部、ࠓճの地滑りによͬてͦの西側部分が෯4.00̼、

Ԟ行き1.20̼にΘたり崩落している（第33・34ਤ、ਤ൛11～13）ɻ͜の崩落によͬて、石段の

成にう土ཹめの目తͰߏங͞れた石垣D40の一部崩落しているɻ·た遺存͢る範囲において

、石段の中央東دりに北東から南西ํに亀裂がみられ、西側 2 � 3 が地滑りの崩落部にかい

滑り落ち͡めている状況が観͞れた（ਤ൛12）ɻ

　調査Ͱ、近からݱの堆積層と͑ߟられる 1～ 3層Λ除去した下面において15段分の石段Λ

検出したɻ石段の෯2.00̼、石段一段のԞ行き0.50̼Λ測り、石段一段の͞ߴ0.20̼

Ͱ͋るɻ·た石段に用͞れている石材、長͞0.35～0.65̼Λ測る結থย岩のࣗવ石Λओ体とし、

長͞0.65̼Λ測る砂岩石、 1ลが0.30̼Λ測る隅丸ํ形の礎石と͑ߟられる石材なͲが͋るɻ

、ճの調査Ͱࠓ　 3区西側の地滑り崩落崖面北端において石垣D40の石積みΛ確認した（ਤ൛

11）ɻ石垣D40、結থย岩の面積み石垣Ͱ͋るɻ確認した範囲Ͱ、石垣D40の石積み基底

石から天端石·Ͱ 3石Ͱ͋り、͞ߴ0.70̼Λ測るɻ裏込めに長͞0.10～0.30̼の結থย岩の

ׂ石Λ用しているɻ裏込めのຒ設範囲にͭいて、ࠓճの調査Ͱ໌らかにͰきなかͬたɻ

　·た石垣D40がߏங͞れた基盤層Ͱ͋る 6層、࣌ށߐの瓦及び結থย岩ΛଟྔにؚΉ崩落

土Ͱ͋る（ਤ൛11）ɻよͬて石垣D40のߏஙظ࣌࣌ށߐΛる͜とないと͑ߟるɻたͩしͦ

の下位層に、16ੈل後半の備前焼擂鉢（第35ਤ86）が出土した10層の΄か、結থย岩ಉ෩Խ

ΛؚΉ崩落土（11～16層）が堆積しているɻ͜の崩落土の堆積ظ࣌҆土౧山࣌Ҏ前にる

のͰ、和歌山城࣌ݐかͦれҎ前の堆積層Ͱ͋るՄ性がߴいɻ
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第32図　石垣D14平面図及び断面図　
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X=－196285m

X=－196280m

Y=－76390ｍ

Y=－76393ｍ

石垣D40

石垣D13
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石
垣
D40

石
段

石
垣
D13

1 2.5Y4/2（暗灰黄）～2.5Y5/2（暗灰黄）細粒砂～粗粒砂混シルト
　　※1～5㎝大の結晶片岩礫、瓦を含む
2 2.5Y4/3（オリーブ褐）細粒砂～中粒砂混シルト
　　※5～10㎝大の結晶片岩礫、瓦を含む
3 2.5Y4/2（暗灰黄）細粒砂～中粒砂混シルト
　　※5～10㎝大の結晶片岩風化礫、瓦を含む
4 2.5Y5/3（黄褐）細粒砂～中粒砂混シルト
　　※5㎝大の結晶片岩礫、瓦、炭を含む
5 2.5Y4/3（オリーブ褐）細粒砂～中粒砂混シルト
　　※5～10㎝大の結晶片岩礫を多く含む、石垣D40裏込め
6 2.5Y5/4（黄褐）細粒砂～中粒砂混シルト
　　※5㎝大の結晶片岩礫、瓦を含む
7 2.5Y5/3（黄褐）細粒砂～中粒砂混シルト
　　※1～10㎝大の結晶片岩礫、瓦、炭を含む
8 2.5Y5/4（黄褐）細粒砂混シルト
　　※5～10㎝大の結晶片岩礫、炭を含む

9 5YR4/3（にぶい黄褐）中粒砂～粗粒砂混シルト
　　※0.5～20㎝大の結晶片岩風化礫を多く含む
10 2.5Y4/3（オリーブ褐）細粒砂～中粒砂混シルト
　　※2～5㎝大の結晶片岩風化礫、瓦、炭を含む　
11 10YR4/3（にぶい黄褐）中粒砂～粗粒砂混シルト
　　※5～10㎝大の結晶片岩風化礫、瓦、炭を含む
12 2.5Y5/3（黄褐）細粒砂混シルト
13 7.5YR4/3（褐）中粒砂～粗粒砂混シルト
　　※0.5～5㎝大の結晶片岩風化礫を含む
14 2.5Y5/4（黄褐）極細粒砂～細粒砂混シルト
　　※結晶片岩礫を少量含む
15 2.5Y4/3（オリーブ褐）細粒砂～中粒砂混シルト
　　※5～10㎝大の結晶片岩礫、瓦、炭を含む
16 10YR4/3（にぶい黄褐）細粒砂混シルト
　　※5㎝大の結晶片岩風化礫、瓦、炭を含む

①

①’

②

②’

③’

③

第33図　 3区平面図及び立面図
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　Ҏ上の調査結Ռから、ࠓճ検出した石段࣌ށߐ後ظにػしていたのと͑ߟるɻたͩし、

ճ検出した石段に先行͢るࠓ、後半とした崩落土の上部に堆積͢る崩落土の上面においてل16ੈ

石段が検出͞れるՄ性が͋るɻ

［ 3区の出土遺物］（第35ਤ）

　78、ࡾרࠨ軒丸瓦Ͱ͋るɻ文のඌ部がݍઢ状のܨがるのͰ、च文ܘൺֱతখ͞く、復

るɻ͑ߟののと࣌Ͱ͋るɻ҆土౧山ݸ16ݩ

　79～81軒平瓦Ͱ͋るɻ79、水文軒平瓦Ͱ͋るɻ中৺০りにच文と文Λし、ࠨ右に 4୯

位の連続͢る文がみられるのͰ͋るɻपԑߴがߴく、瓦面にれ砂が付着しているɻ҆土

౧山࣌ののと͑ߟるɻ80・81、文軒平瓦Ͱ͋るɻ80、中৺০りに文Λし、10転

͢るΛࡉઢͰද͢ݱるのͰ、瓦面にれ砂が付着しているɻ҆土౧山࣌ののと͑ߟ

るɻ·た81、瓦上部पԑ中央に̪ࣈ形の刻印がみられるのͰ、瓦面にれ砂が付着して

いるɻ࣌ށߐ中ظ後半Ҏ前ののと͑ߟるɻ

　82・83丸瓦Ͱ͋るɻԜ面にίビΩA（φφϝίビΩ）のࠟ跡と布目ࠟがみられるのͰ、ತ面

にೄୟきの後φσが͞ࢪれているɻ15ੈل後半から16ੈل前半のࣨொ࣌後ظののと͑ߟるɻ

NE

1 2.5Y4/2（暗灰黄）細粒砂混シルト
　　＊瓦・結晶片岩礫・0.5～3.0㎝大の円礫を含む
2 2.5Y5/3（黄褐）細粒砂混シルト
　　＊瓦・1.0～5.0㎝大の結晶片岩礫を含む
3 2.5Y5/4（黄褐）細粒砂混シルト
　　＊瓦・1.0～5.0㎝大の結晶片岩礫を含む

1

1

1

1

1
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3
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①①’
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第34図　 3区石段断面図
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78

82
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81

84

85

83

86

（82 ～ 85）

78・79　　 14層

80・82・85 3 層

81　　　　 1層

83・84　　　11層

86　　　　 10層

0 10㎝（1:4）

0 （1:6） 20㎝

第35図　 3区出土遺物実測図
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　84・85平瓦Ͱ͋るɻ84ڱ端部Ԝ面に෯の面取りが͞ࢪれるのͰ、Ԝ面にれ砂が付着し

ているɻ·た85、Ԝ面にίビΩA（φφϝίビΩ）のࠟ跡とڱ端部に෯の面取り、͞らにತ面

にॎํのઢがみられるɻとにࣨொ࣌後ظから҆土౧山࣌ののと͑ߟるɻ

　86備前焼の擂鉢Ͱ͋るɻޱԑ部外端面にϔϥඳきのઢ刻がॎํに 2͞ࢪれているɻ16ੈ

るɻ͑ߟののと࣌後半の҆土౧山ل

［地滑り崩落崖面南端及び西側の石垣D41］

ճの調査Ͱ、地滑り崩落崖面の南端及び西側において、地滑りにより࿐出した蔵跡櫓台東側ࠓ　

隅角石垣の基底石Λ͑ࢧる基礎石組のଞ、石垣D41Λ確認したɻ͜れらの遺ߏにͭいて、 3次ݩ

写真測ྔΛ行い、平面及び立面のΦルι画૾、ઢ画Λ作成し記録した（第36ਤ、ਤ൛14）ɻ

　蔵跡櫓台東側隅角石垣、結থย岩の面積み石垣Ͱ͋るɻ第36ਤにਤࣔしたように基礎石組上

Ｌ=37.0m

Ｌ=36.0m

Ｌ=35.0m

E
W

0 3m（1:60）

Y=－76396ｍ

Y=－76398ｍ

X=－196284m

X=－196286m

X=－196288m

1

23

1

7 8
10

13

4

12

1 2.5Y4/2（暗灰黄）～2.5Y5/2（暗灰黄）細粒砂～粗粒砂混シルト
　　※1～5㎝大の結晶片岩礫、瓦を含む
2 2.5Y4/3（オリーブ褐）細粒砂～中粒砂混シルト
　　※5～10㎝大の結晶片岩礫、瓦を含む
3 2.5Y4/2（暗灰黄）細粒砂～中粒砂混シルト
　　※5～10㎝大の結晶片岩風化礫、瓦を含む
4 2.5Y5/3（黄褐）細粒砂～中粒砂混シルト
　　※5㎝大の結晶片岩礫、瓦、炭を含む
7 2.5Y5/3（黄褐）細粒砂～中粒砂混シルト
　　※1～10㎝大の結晶片岩礫、瓦、炭を含む
8 2.5Y5/4（黄褐）細粒砂混シルト
　　※5～10㎝大の結晶片岩礫、炭を含む
10 2.5Y4/3（オリーブ褐）細粒砂～中粒砂混シルト
　　※2～5㎝大の結晶片岩風化礫、瓦、炭を含む　
12 2.5Y5/3（黄褐）細粒砂混シルト
13 7.5YR4/3（褐）中粒砂～粗粒砂混シルト
　　※0.5～5㎝大の結晶片岩風化礫を含む

蔵跡櫓台東側隅角石垣

蔵跡櫓台東側隅角石垣

石垣D41

石垣D41基礎石組

基礎石組

隅角の稜線明瞭

隅角の稜線不明瞭

第36図　蔵跡櫓台東側隅角石垣及び基礎石組、石垣D41平面図及び立面図
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に設置͞れた基底石Λؚめ上部 3石·Ͱと、ͦれҎ上の石材とͰ隅角のྏઢの加工にҧいが͋

り、下部 3石のྏઢがきΘめてෆ໌ྎͰ͋るのに対し、上部の石材しͬかりとྏઢΛ作り出して

いるɻ͜の͜とから、͜の隅角石垣、上部と下部Ͱߏஙظ࣌がҟなるՄ性が北垣ҕһによりࢦ

ఠ͞れているɻ

　基礎石組、結থย岩の面積みͰ͋るɻ検出長東西4.25̼Ҏ上Λ測り、͞らに西側にԆびて

いるɻ石組の͞ߴ0.50～0.60̼Λ測るɻݱ段֊において、前ड़した 3区西側地滑り崩落崖面の

地層断面観から、͜の基礎石組がߏங͞れたظ࣌16ੈل後半Ͱ͋ると͑ߟるɻ·た、͜の基礎

石組、ࠓճの地滑りによͬてॳめて࿐出したのͰ͋り、࣌ށߐҎ߱崩落土に෴Θれຒし

ていたと͑ߟるɻ

　石垣D41、ࠓճの地滑りによͬて崩落崖面の西側において࿐出した石垣Ͱ͋るɻ結থย岩の

面積みͰ、基底石から天端石·Ͱ遺存͢るɻ断面観のみͰৄࡉ分からないが、西側に続いてԆ

びているɻ·た、͜の石垣ࠓճの地滑りの崩落部にかͬて滑り͡めているɻ

（ 3）遺物
にかけて࣏࣌から໌࣌ݹ、ճの調査Ͱ、地滑りにより斜面から崩落した崩落土内からࠓ　

の遺物が出土したɻ出土遺物の૯ྔ、遺物ऩೲίンテφに147ശͰ͋るɻ

　͜れらの遺物のなかに土ثࢣ、ਢثܙ、国産ಃ磁ث、埴輪、瓦、金ଐث（ಔ൘・鉄ఝ）、्ࠎ

なͲが͋る（ਤ൛23）ɻ目͢きのとして、調査地पลにݹが͋ͬた͜とΛࣔ͢のとし

てਢثܙと埴輪が͋るɻとに Ҏ前ののとみられるݐののͰ͋るɻ·た、和歌山城ل6ੈ

軒丸瓦軒平瓦の΄か、ظݐの܂山ՈのՈͰ͋る桔梗文Λͭ軒丸瓦なͲが出土したɻ

材ΛӍ෩から守るために取りݐ用͞れていた鉄ఝの΄か、ਨ木先Λ෴いの和歌山城Ͱ࣌ށߐ　

付けられたಔ൘なͲগྔͩが出土しているɻ

　和歌山城天守のՐ災Λࣔࠦ͢る遺物として、ߴԹによͬてく焼Μͩ瓦の΄かに、ಉ͡く焼

けた࣫۬ญの一部なͲが出土したɻ

（ 4）まとめ
ճの調査、和歌山城天守ຒから水の手郭へͭͮら折りに߱りる石段及び石垣が、地滑り災ࠓ　

害によͬて崩落した͜とにىҼし、ͦの復旧Λ目తとして石段及び石垣石材の取り上げ、遺存͢る

遺ߏのݱ状記録のためܭ画͞れたのͰ͋るɻ

　崩落石材の復旧にͭいて、ຊ報告Ͱ地滑り崩落土の地層断面作成及びͦの観から斜面の崩落

աఔΛ復ݩしたɻ͜の情報、石材のݪ位置Λਪఆ͢るための༗ӹな情報になͬたと͑ߟるɻたͩ

し、ࠓճの地滑りによͬて崩落した遺ߏ、石垣D14・D17・D40・D41のଞ、石段Ͱ͋り、͜れ

らの石材が崩落土のなかͰࠞ͟り߹ͬていると͑ߟるɻ

、ճの調査地、୩#の中央に位置͢るɻ͜のような୩Λຒ積͢る崩落土（崖性堆積物）ࠓ　

ਓҝత·たࣗવ༝དྷののͰ͋れؒܺがଟい͜とから水分がਁ透しқく、·たਁ透後୩筋にԊ

ͬて流下͢るɻ調査地中央にߏங͞れたԫ金水、ݱ地ද面の観において࠷い所に掘削͞

れており、水Λཷめるࢪ設として地形Λཧ解しߏங͞れているという͜とがྑくཧ解Ͱきるɻͦの
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面、Ӎが߱ると土中の水分ྔが上ঢしқいの地形のಛ性としてҙがඞཁͰ͋るɻ

に土中の水分ྔが上ঢした結ܹٸҼとして、記録తな߽Ӎによͬてݪճの地滑りが発生したࠓ　

Ռ、石垣裏込めの排水ػがいͭかͣ水分和状ଶとなり、ͦのුྗが石垣Λ࣋ち上げ土圧に

͑きれͣ崩落にいたͬたと͑ߟられるɻ͜れΛ裏付けるݱ象として、地滑り崩落土のॳظ堆積物Ͱ

͋る10・15・16層が水分ΛଟくؚΉ೪࣭土Ͱ͋る͜とが͋げられるɻ地滑り崩落のॳظに、石垣

D14の石積みから水分ΛଟくؚΉటが流れ出していたと͑ߟられるɻ͜れらの観結Ռから、ߏங

から長ؒظΛܦた石垣裏込めが目٧·りΛお͜しているՄ性がߴく、ຊདྷの排水ػΛՌたͤな

くなͬている͜とが崩落の一ҼͰ͋ると͑ߟるɻࠓ後、ࠓճの調査地とಉ͡地形境に͋る石垣

にͭいてӍྔによͬて崩落のݥة性が͋ると͑ߟるɻ

なࡉの調査内༰Ͱ͋り、ͦれͧれৄݶ࠷ճの石段及び石垣の調査、災害復旧にඞཁなඞཁࠓ　

ྉಘられていないɻͦのなかͰ、地滑り崩落崖面の南端Ͱ࿐出したࢿΛ断͢るためのظ࣌ஙߏ

蔵跡櫓台東隅角石垣Λ͑ࢧる基礎石組のߏஙظ࣌にͭいて、堆積層にؚ·れる遺物のظ࣌から16

ॏな情報とوΛる上Ͱࢠ前後の水の手郭पลの༷ݐがಘられたɻ和歌山城ظ࣌後半というلੈ

るɻ͑ߟ

　·た、水の手郭へͭͮら折りに߱りる石段及び石垣のうち、石垣D17・14࣌ށߐに積みなお

͞れている͜とが໌らかとなͬたɻߏஙからݱ·Ͱのؒ、崩落と積みなおしΛ܁りฦしていた͜

とが分かるɻ

　次に、ࠓճの調査Ͱ࣌ށߐҎ前の瓦が一ఆྔ出土したɻ·ͣ、平҆࣌Ҏ前ののとしてತ

面にೄୟきがみられる平瓦（43）、ࣨொ࣌後ظҎ前ののͰ瓦文༷ΛತઢͰ区画͢る軒平瓦

（12・13）、Ԝ面にφφϝίビΩと布目ࠟ、りඥࠟがみられる丸瓦（35・82・83）、ࣨொ࣌後ظ

から҆土౧山࣌ののとしてच文ܘがখ͞く、のඌ部がݍઢ状にܨがるࡾ文軒丸瓦（78）、

連च文軒平瓦（14）及び水文軒平瓦（15・79）、中৺০りにՖ文及び文Λ͢る軒平瓦（23・

80）、Ԝ面にφφϝίビΩと棒状工具のୟき、りඥࠟがみられる丸瓦（36・37）、Ԝ面にφφϝ

ίビΩとڱ端部のԜ面側に෯の面取りが͞ࢪれる平瓦（44・45・84・85）が͋るɻ

　͞らに҆土౧山࣌後ظののͰ܂山ՈのՈͰ͋る桔梗文の軒丸瓦（ 1・ ࣉئຊ、（2

のງ 1出土ࢿྉにྨྫが͋るತઢΛͭࡾ文軒丸瓦（ 3）、丸瓦部Ԝ面にφφϝίビΩと布目ࠟ

がみられるࡾ文軒丸瓦（ 4）が͋るɻͦの΄か、の形状が写࣮తな軒平瓦（19～22）にͭい

て҆土౧山࣌Ҏ前ののと͑ߟるɻ͞らに҆土౧山࣌後ظから࣌ށߐॳ಄ののとして中

৺০りにๅचΛ͢る軒平瓦（16・17）が͋るɻ

　͜れらの史跡和歌山城から出土͢る࣌ށߐҎ前の瓦のಛとして、軒平瓦Ͱֺ部の断面形が

ํ形Ͱपԑ上端に෯の面取りが͞ࢪれているɻ͜のうち෯の面取り、平瓦のڱ端部Ԝ面側に

みられる෯の面取りとڞ通͢るٕ法と͑ߟるɻࠓճの調査において、史跡和歌山城内Ͱ出土͢る

、Ҏ前の瓦の製作ٕ法が໌らかとなͬた͜とͰ、ίビΩٕ法、りඥࠟの༗ແ、面取り手法࣌ށߐ

瓦材のछྨなͲ中ੈから近ੈへのٕ法มભのࢹが整ཧͰきたと͑ߟるɻࠓ後、史跡和歌山

城から出土͢る瓦のมભΛৄࡉにѲ͢るに、͜れらの製作ٕ法上のଐ性Λ着؟として、軒瓦

と丸・平瓦の製作ٕ法上のڞ通からಉ࣌ࢿྉΛ整ཧしていくඞཁが͋ると͑ߟるɻ
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第 3表－ 1　史跡和歌山城第43次発掘調査　崩落石材取り上げ台帳

番号 地区 長 （͞ᶲ）෯（ᶲ） 厚 （͞ᶲ）
検出面レベル（̼） ඪ࠲ 石材

所ߴ࠷ 中央部 所࠷ X :
1 D2 55.6 31.2 12.3 26.495 26.453 26.405 ย岩
2 D2 43.6 33.3 17.0 26.801 26.751 26.677 ย岩
3 $2 45.2 14.0 7.0 26.609 26.631 26.641 ย岩
4 D2 44.2 32.1 27.8 26.817 26.709 26.597 ย岩
5 D2 35.3 31.3 8.7 26.802 26.722 26.655 ย岩
6 D2 48.3 42.0 37.0 27.367 27.187 27.050 ย岩
7 D2 38.8 23.3 10.0 26.727 26.707 26.662 ย岩
8 D3 24.2 18.3 6.2 26.852 26.833 26.792 ย岩
9 D3 38.4 21.2 7.4 26.861 26.855 26.845 ย岩
10 D3 32.2 16.3 16.5 27.077 26.952 26.852 ย岩
11 D3 27.3 21.6 12.0 27.007 27.007 26.957 ย岩
12 D3 35.3 23.1 8.4 27.022 26.989 26.960 ย岩
13 E3 43.3 17.0 3.8 27.232 27.187 27.152 ย岩
14 E3 50.5 24.2 6.9 27.191 27.181 27.175 ย岩
15 E3 42.3 21.8 12.0 27.337 27.307 27.237 ย岩
16 D3 71.0 42.3 28.4 27.397 27.275 27.262 ย岩
17 D3 34.5 21.0 12.5 27.357 27.297 27.207 ย岩
18 D3 46.2 74.2 44.1 27.397 27.364 27.055 ย岩
19 D3 36.3 30.9 25.5 27.391 27.257 27.087 ย岩
20 D3 54.5 37.6 18.5 27.512 27.407 27.232 ย岩
21 D3 60.5 24.5 12.2 27.532 27.493 27.337 ย岩
22 D3 27.5 20.3 8.7 27.265 27.193 27.191 ย岩
23 D3 32.0 13.2 8.9 27.557 27.517 27.424 ย岩
24 D3 42.2 35.6 25.6 27.831 27.602 27.387 ย岩
25 D3 42.0 32.4 22.5 27.872 27.827 27.732 ย岩
26 D3 47.0 30.5 9.2 27.677 27.599 27.444 ย岩
27 D3 37.8 16.8 5.0 27.517 27.457 27.384 ย岩
28 D3 25.5 12.5 10.5 27.512 27.444 27.372 ย岩
29 D3 29.8 16.5 4.0 27.455 27.391 27.334 ย岩
30 D3 35.1 17.5 13.5 27.632 27.622 27.589 ย岩
31 D3 25.3 27.3 8.0 27.770 27.702 27.650 ย岩
32 D3 31.3 27.9 6.5 27.932 27.876 27.805 ย岩
33 D3 30.6 27.0 5.3 28.042 28.036 27.968 ย岩
34 D3 58.6 25.3 23.5 26.300 28.048 27.896 ย岩
35 D4 27.3 25.3 10.6 28.135 28.093 28.046 ย岩
36 D3 32.3 26.6 8.2 28.180 28.104 28.020 ย岩
37 D3 68.8 37.4 15.3 28.178 28.046 27.918 ย岩
38 D3 23.6 19.4 6.7 27.845 27.776 27.710 ย岩
39 D3 26.3 14.9 2.8 28.028 27.933 27.910 ย岩
40 D3 19.6 18.2 9.1 27.855 27.795 27.736 ย岩
41 $2 32.2 32.5 13.7 26.502 26.460 26.350 ย岩
42 $2 54.3 50.2 24.0 26.682 26.660 26.575 ย岩
43 $2 21.3 35.5 6.8 26.695 26.620 26.505 ย岩
44 $2 38.6 43.4 19.9 26.730 26.550 26.346 ย岩
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番号 地区 長 （͞ᶲ）෯（ᶲ） 厚 （͞ᶲ）
検出面レベル（̼） ඪ࠲

石材
所ߴ࠷ 中央部 所࠷ X :

45 $2 31.1 39.6 16.4 26.070 26.022 25.910 ย岩
46 #2 25.3 56.7 10.6 25.995 26.225 26.225 ย岩
47 $2 14.3 42.2 12.3 26.445 26.426 26.392 ย岩
48 $2 16.6 32.2 12.1 26.428 26.416 26.355 ย岩
49 $2 18.7 36.2 16.3 26.525 26.487 26.435 ย岩
50 $2 24.6 44.8 10.8 27.025 26.998 26.935 ย岩
51 $2 36.5 60.3 14.2 27.310 27.052 26.858 ย岩
52 #2 22.1 27.0 8.3 26.484 26.382 26.280 ย岩
53 #2 23.5 11.7 10.9 26.600 26.568 26.536 ย岩
54 #3 27.2 44.2 12.0 26.696 26.662 26.620 ย岩
55 #3 28.7 42.1 10.1 26.760 26.736 26.655 ย岩
56 #3 23.5 45.6 13.3 26.770 26.675 26.265 砂岩
57 $2 24.3 51.5 15.4 26.734 26.704 26.635 ย岩
58 $2 12.9 15.5 6.5 26.600 26.560 26.510 ย岩
59 $3 46.4 59.2 22.8 27.075 26.958 26.752 ย岩
60 $2 14.2 27.4 9.7 26.532 26.536 26.490 ย岩
61 #3 32.8 25.4 14.3 27.260 27.100 26.925 ย岩
62 D4 40.3 49.5 6.3 28.555 28.600 28.545 ย岩
63 D4 63.5 18.2 12.3 28.495 28.365 28.249 ย岩
64 D4 62.7 26.8 14.3 28.313 28.249 28.120 ย岩
65 D4 46.9 21.3 10.3 28.120 28.083 28.945 ย岩
66 D4 54.5 32.0 18.0 27.995 27.937 27.805 ย岩
67 D4 19.2 18.2 6.5 27.500 27.453 27.380 ย岩
68 D4 11.2 30.3 7.3 28.390 28.342 28.300 ย岩
69 D4 16.5 18.4 3.9 27.330 27.311 28.240 ย岩
70 D4 37.3 30.1 18.0 28.020 27.903 27.787 ย岩
71 D3 91.0 54.5 27.5 28.225 28.135 27.980 ย岩
72 D3 91.5 37.9 24.0 28.083 27.790 27.690 ย岩
73 D3 46.3 65.0 28.3 28.142 28.085 27.925 ย岩
74 D3 45.0 23.6 16.9 28.541 28.495 28.400 ย岩
75 D3 25.2 17.5 8.9 28.055 28.017 27.983 ย岩
76 D3 29.0 19.5 5.5 28.280 28.249 28.213 ย岩
77 D3 52.5 33.5 10.2 28.885 28.775 28.687 ย岩
78 D3 26.5 12.8 12.8 28.677 28.647 28.505 ย岩
79 D3 47.3 17.5 9.2 28.787 28.673 28.595 ย岩
80 D3 32.1 38.8 7.5 28.780 28.719 28.637 ย岩
81 $3 41.0 31.5 15.5 27.702 27.613 27.513 ย岩
82 $3 30.0 13.5 6.5 27.652 27.639 27.557 ย岩
83 $3 18.8 34.3 7.3 27.690 27.595 27.539 ย岩
84 $3 39.5 12.8 9.5 27.449 27.317 27.214 ย岩
85 $3 18.5 47.0 9.0 27.277 27.227 27.179 ย岩
86 $3 17.9 16.6 7.5 27.525 27.495 27.459 ย岩
87 $3 22.5 34.8 16.9 27.563 27.420 27.355 ย岩
88 $3 35.0 22.5 11.2 27.580 27.490 27.406 ย岩

第 3表－ 2　史跡和歌山城第43次発掘調査　崩落石材取り上げ台帳
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番号 地区 長 （͞ᶲ）෯（ᶲ） 厚 （͞ᶲ）
検出面レベル（̼） ඪ࠲

石材
所ߴ࠷ 中央部 所࠷ X :

89 $3 86.3 50.0 28.5 27.503 27.387 27.250 ย岩
90 $3 31.0 62.9 11.5 27.345 27.325 27.243 ย岩
91 D4 64.0 32.2 29.0 28.885 28.702 28.485 ย岩
92 D4 34.5 22.9 5.5 28.887 28.802 28.800 ย岩
93 D4 34.6 29.0 12.9 28.782 28.740 28.640 ย岩
94 D4 78.0 29.5 29.5 28.849 28.763 28.599 ย岩
95 D4 16.4 24.6 5.9 29.199 29.165 29.093 ย岩
96 D4 33.0 63.5 44.5 29.199 29.067 28.857 ย岩
97 D4 25.5 15.0 13.2 28.885 28.781 28.773 ย岩
98 D4 32.0 37.5 12.5 58.679 28.605 28.579 ย岩
99 D4 26.5 19.2 10.0 28.702 28.637 28.555 ย岩
100 D4 51.5 38.4 18.2 28.735 28.675 28.562 ย岩
101 $3 11.5 23.0 5.9 28.021 27.990 27.932 ย岩
102 $3 9.5 22.3 3.8 28.020 27.959 27.913 ย岩
103 $3 14.8 16.3 8.9 28.000 27.960 27.873 ย岩
104 $3 29.0 21.3 4.0 28.005 27.925 27.854 ย岩
105 $3 18.0 42.5 8.3 27.705 27.690 27.612 ย岩
106 D3 37.0 40.0 12.9 28.215 28.132 27.992 ย岩
107 D3 27.0 20.5 5.5 28.083 28.014 27.939 ย岩
108 D3 19.5 33.3 9.5 28.721 28.630 28.495 ย岩
109 D3 19.0 26.5 9.0 28.723 28.660 28.556 ย岩
110 $3 38.1 66.7 24.5 28.362 28.222 28.175 ย岩
111 D3 32.5 54.1 44.5 27.322 27.230 27.035 ย岩
112 D3 25.5 14.5 10.5 28.045 28.001 27.943 ย岩
113 D3 24.2 22.1 11.5 27.280 27.267 27.245 ย岩
114 D3 10.6 29.8 3.2 27.160 27.022 26.907 ย岩
115 D3 16.7 27.0 8.6 26.975 26.922 26.865 ย岩
116 D3 50.5 29.5 8.0 28.100 28.062 28.067 ย岩
117 D3 29.0 28.0 8.3 27.400 227.363 27.313 ย岩
118 $4 ະܭ測 37.5 ະܭ測 29.853 29.770 29.669 ย岩
119 $4 34.3 47.5 12.5 29.670 29.395 29.324 ย岩
120 D3 17.5 24.6 11.9 29.040 28.967 28.895 ย岩
121 D3 54.4 52.5 18.7 28.540 28.477 28.412 ย岩
122 D3 81.3 98.9 16.5 27.192 27.008 26.960 −196272.069 −76398.896 ย岩
123 D3 29.5 74.1 14.3 27.195 27.000 26.780 −196278.675 −76398.87 ย岩
124 D3 70.3 58.5 22.3 27.167 27.035 26.866 −196271.317 −76398.231 ย岩
125 D3 ະܭ測 27.086 26.990 26.838 −196271.623 −76399.24 ย岩
126 $3 50.5 48.3 22.5 27.450 27.319 27.140 ย岩
127 $3 31.8 50.9 8.0 26.808 26.792 26.777 ย岩
128 $3 21.2 38.6 7.8 26.845 26.792 26.601 ย岩
129 $3 20.5 28.4 5.0 27.115 27.047 26.975 ย岩
130 $3 21.0 14.0 12.0 27.022 26.950 26.883 −196271.517 −76396.412 ย岩
131 $3 37.5 42.0 9.5 27.300 27.096 26.928 ย岩
132 $3 33.5 25.6 33.9 27.395 27.300 27.155 ย岩

第 3表－ 3　史跡和歌山城第43次発掘調査　崩落石材取り上げ台帳
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番号 地区 長 （͞ᶲ）෯（ᶲ） 厚 （͞ᶲ）
検出面レベル（̼） ඪ࠲

石材
所ߴ࠷ 中央部 所࠷ X :

133 $3 30.0 34.0 22.5 27.290 27.138 26.980 ย岩
134 $3 22.4 16.9 8.9 26.870 26.805 26.748 −196271.751 −76395.414 ย岩
135 $3 37.5 66.1 28.0 27.430 27.345 27.255 ย岩
136 $3 23.0 48.3 15.0 27.247 27.202 27.122 ย岩
137 $3 18.0 34.5 2.8 27.624 27.538 27.460 −196273.024 −76395.344 ย岩
138 $3 32.0 21.7 7.7 27.372 27.310 27.189 −196272.712 −76395.744 ย岩
139 $3 25.0 33.0 9.0 27.450 27.392 27.310 −196272.959 −76395.708 ย岩
140 $3 44.0 24.2 3.1 27.346 27.264 27.180 −196273.086 −76398.583 ย岩
141 $3 26.5 15.2 6.5 27.358 27.278 27.200 −196273.029 −76398.893 ย岩
142 $3 27.4 27.9 8.0 27.912 27.847 27.758 ย岩
143 $3 35.3 53.5 18.1 28.085 28.040 27.992 ย岩
144 $3 43.1 45.8 10.3 28.365 28.290 28.230 ย岩
145 $3 17.1 44.8 14.5 28.385 28.630 27.475 ย岩
146 D3 11.2 24.8 11.2 28.610 28.562 28.512 ย岩
147 D3 52.5 17.3 8.2 28.491 28.447 28.350 −196276.001 −76397.875 ย岩
148 D3 21.5 17.2 5.1 28.510 28.480 28.406 −196276.325 −76397.765 ย岩
149 D4 29.2 75.5 11.5 28.460 28.410 28.352 −196276.354 −76398.4 ย岩
150 D4 17.7 40.5 8.8 28.752 28.695 28.554 −196277.105 −76398.137 ย岩
151 D4 14.2 21.9 6.3 28.960 28.865 28.748 −196277.081 −76397.796 ย岩
152 D4 12.5 25.9 6.3 28.886 28.829 28.750 −196277.079 −76397.936 ย岩
153 D4 12.5 18.3 11.3 28.675 28.579 28.521 −196276.938 −76398.038 ย岩
154 D4 12.7 19.8 11.0 29.198 29.159 29.110 −196276.857 −76397.408 ย岩
155 D3 45.0 47.9 14.6 28.872 28.858 28.798 ย岩
156 $4 40.3 76.0 12.3 28.788 28.729 28.675 ย岩
157 $4 64.5 32.8 8.8 28.894 28.783 28.693 ย岩
158 $4 34.5 36.0 19.0 28.887 28.722 28.543 ย岩
159 $4 28.4 87.0 4.0 28.821 28.767 28.660 ย岩
160 $4 33.6 16.3 12.3 26.954 26.666 26.914 −196272.313 −76395.242 ย岩
161 $4 40.8 31.6 12.5 27.145 27.099 27.016 −196272.583 −76395.297 砂岩
162 $4 21.1 44.3 13.5 27.518 27.439 27.372 −196273.075 −76395.424 ย岩
163 $4 12.2 30.2 5.9 27.322 27.281 27.217 −196273.000 −76395.851 ย岩
164 $4 22.3 45.9 6.3 27.453 27.319 27.206 −196272.778 −76395.211 ย岩
165 $4 20.1 21.9 5.8 27.330 27.253 27.184 −196272.864 −76395.520 ย岩
166 $4 52.1 51.0 6.0 29.337 29.279 29.150 ย岩
167 $4 20.9 65.3 11.9 29.252 29.180 29.130 ย岩
168 $4 17.8 32.3 8.2 29.356 29.318 29.202 ย岩
169 $4 16.1 24.2 5.5 29.210 29.150 29.058 ย岩
170 $4 15.9 30.9 11.5 29.170 29.138 29.083 ย岩
171 $4 17.6 25.3 4.6 29.165 29.110 29.026 ย岩
172 $4 40.5 22.1 14.6 29.214 29.150 29.072 ย岩
173 $4 16.2 22.3 16.2 29.546 29.560 29.356 ย岩
174 $4 30.8 27.9 13.6 29.925 29.783 29.641 ย岩
175 $4 6.8 14.3 6.0 29.758 29.724 29.698 ย岩
176 $4 15.7 21.1 8.2 29.315 28.880 29.250 ย岩

第 3表－ 4　史跡和歌山城第43次発掘調査　崩落石材取り上げ台帳
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番号 地区 長 （͞ᶲ）෯（ᶲ） 厚 （͞ᶲ）
検出面レベル（̼） ඪ࠲

石材
所ߴ࠷ 中央部 所࠷ X :

177 $4 20.5 50.0 6.9 29.163 29.108 28.978 ย岩
178 $4 12.6 28.0 7.3 28.588 28.585 28.575 ย岩
179 $4 10.1 37.5 8.7 29.196 29.110 28.976 ย岩
180 $4 15.3 26.7 5.1 29.980 28.963 28.908 ย岩
181 $4 50.2 41.3 18.6 28.665 28.677 28.625 ย岩
182 $4 20.5 37.6 3.7 28.674 28.580 28.532 −196274.496 −76397.814 ย岩
183 $4 24.2 7.3 5.5 29.229 28.585 28.560 −196274.527 −76397.884 ย岩
184 $4 35.1 35.2 5.2 28.710 28.625 28.552 −196275.107 −76398.511 ย岩
185 $4 37.9 50.5 24.3 28.722 28.610 28.487 −196275.400 −76398.717 ย岩
186 $4 20.3 24.8 7.3 28.755 28.698 28.644 ย岩
187 $4 18.8 34.3 6.4 28.570 28.528 28.500 −196274.71 −76398.047 ย岩
188 $4 14.2 38.2 2.5 28.678 28.575 28.478 −196274.877 −76398.146 ย岩
189 $4 12.2 37.9 4.4 28.658 28.595 28.516 −196274.966 −76398.264 ย岩
190 $4 9.3 23.0 7.5 28.762 28.726 28.687 −196275.393 −76398.282 ย岩
191 $4 9.8 31.3 9.5 28.727 28.688 28.617 −196275.207 −76397.903 ย岩
192 $4 19.2 31.6 15.9 28.287 28.240 28.262 −196274.57 −76396.764 ย岩
193 $4 27.3 8.3 8.0 28.216 28.190 28.154 −193274.465 −76396.736 ย岩
194 $4 18.2 21.8 7.0 28.406 28.341 28.316 −196274.487 −76397.118 ย岩
195 $4 40.8 57.9 11.3 29.231 29.181 29.060 ย岩
196 #4 43.7 53.7 ະܭ測 29.348 29.134 28.940 ย岩
197 #4 50.5 24.0 7.3 29.487 29.376 29.234 ย岩
198 $4 13.1 14.3 8.2 28.721 28.698 28.657 −196275.468 −76398.363 ย岩
199 $4 11.3 24.3 3.7 28.627 28.575 28.492 −196275.073 −76398.443 ย岩
200 $4 15.1 25.2 6.9 28.614 28.590 28.560 −196274.837 −76397.854 ย岩
201 #4 13.5 23.2 8.6 29.714 29.366 29.336 −196276.065 −76394.710 ย岩
202 #4 30.8 27.0 6.9 29.400 29.812 29.772 ย岩
203 #4 7.2 36.2 8.8 28.674 29.598 29.551 ย岩
204 #4 26.5 62.3 12.2 28.514 29.586 29.448 ย岩
205 #4 16.1 33.1 5.9 28.489 29.334 29.248 ย岩
206 $4 63.3 32.1 9.8 28.674 28.582 28.395 −196275.055 −76398.164 ย岩
207 $4 37.3 36.6 16.9 28.514 28.468 28.385 −196274.702 −76398.019 ย岩
208 $4 15.3 33.0 5.9 28.489 28.481 28.448 −196274.593 −76397.886 ย岩
209 $4 15.6 22.1 8.1 28.364 28.333 28.279 −196274.416 −76397.981 ย岩
210 $4 33.1 65.4 10.5 28.438 28.435 28.400 −196274.422 −76398.817 ย岩
211 $4 ະܭ測 72.0 29.5 28.443 28.385 28.316 −196274.342 −76397.658 ย岩
212 $4 19.5 28.1 10.8 28.582 28.551 28.506 −196275.046 −76397.873 ย岩
213 $4 15.6 25.3 7.9 28.621 28.604 28.558 −196275.157 −76397.683 ย岩
214 $4 14.6 34.3 10.5 28.605 28.567 28.523 −196275.352 −76397.85 ย岩
215 $4 36.8 65.3 27.8 28.555 28.583 28.505 −196275.539 −76398.021 ย岩
216 $4 13.6 21.9 6.7 28.652 28.610 28.575 ย岩
217 #4 23.0 32.1 8.6 28.975 28.973 28.922 −196217.986 −76396.245 ย岩
218 #4 25.0 5.0 6.7 28.926 28.895 28.858 −196275.865 −76396.045 ย岩
219 #4 11.0 26.0 9.8 29.000 28.956 28.930 −196276.159 −76395.975 ย岩
220 #4 27.2 47.1 15.3 29.106 28.996 28.915 −196276.361 −76396.278 ย岩

第 3表－ 5　史跡和歌山城第43次発掘調査　崩落石材取り上げ台帳
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番号 地区 長 （͞ᶲ）෯（ᶲ） 厚 （͞ᶲ）
検出面レベル（̼） ඪ࠲

石材
所ߴ࠷ 中央部 所࠷ X :

221 $4 11.2 24.0 10.2 29.040 28.999 28.885 −196276.033 −76396.865 ย岩
222 $4 55.3 39.3 12.4 29.100 28.995 28.849 ย岩
223 #4 39.8 83.5 12.0 29476.000 30.400 29.246 ย岩
224 #4 18.5 22.6 7.9 29.174 29.174 30.920 −196275.988 −76395.101 ย岩
225 #4 26.6 50.5 21.9 29.532 29.400 29.154 ย岩
226 #4 43.4 34.1 13.1 29.298 29.200 29.032 ย岩
227 #4 20.4 22.0 7.9 29.257 29.212 29.140 −196276.99 −76396.487 ย岩
228 #4 20.0 39.5 4.3 29.640 29.735 29.845 ย岩
229 $4 20.1 28.0 13.5 28.545 28.510 28.438 −196274.91 −76397.801 ย岩
230 $4 11.2 26.1 6.9 28.470 28.435 28.406 −196275.027 −76397.946 ย岩
231 $4 9.9 7.9 3.8 28.405 28.405 28.404 −196274.728 −76397.785 ย岩
232 $4 15.5 20.3 6.2 28.328 28.330 28.326 −196274.934 −76398.195 ย岩
233 $4 15.1 21.2 4.2 28.545 28.515 28.413 −196275.201 −76398.322 ย岩
234 $4 32.2 57.2 18.8 28.456 28.377 28.354 −196275.606 −76398.475 ย岩
235 $4 16.1 30.3 6.8 28.567 28.535 28.495 −196275.578 −76398.415 ย岩
236 $4 36.9 53.1 15.1 29.605 29.454 29.245 ย岩
237 $4 28.1 22.5 6.2 29.298 29.220 29.160 −196276.937 −76396.259 ย岩
238 $4 14.2 32.1 10.1 30.120 30.060 29.942 ย岩
239 $4 22.1 18.6 9.0 28.880 28.872 28.840 −196276.382 −76396.523 ย岩
240 $4 16.1 35.3 20.8 28.966 28.908 28.795 −196276.192 −76396.581 ย岩
241 $4 21.1 18.1 11.5 28.220 28.144 28.098 −196274.59 −76398.169 ย岩
242 $4 14.4 48.2 8.2 28.446 28.382 28.316 −196275.108 −76397.721 ย岩
243 $4 14.2 24.2 7.9 28.579 28.500 28.431 −196275.263 −76397.682 ย岩
244 $4 測ෆܭ 28.470 28.365 28.282 −196275.422 −76397.715 ย岩
245 $4 28.6 35.0 17.3 28.356 28.295 28.212 −196275.535 −76398.188 ย岩
246 $4 15.6 22.7 7.3 28.278 28.240 28.159 −196275.331 −76398.414 ย岩
247 $4 7.4 39.2 2.8 28.271 28.177 28.078 −196275.204 −76398.576 ย岩
248 D4 8.0 16.1 6.9 28.086 28.076 28.055 −196275.269 −76399.132 ย岩
249 $3 9.1 35.8 9.4 27.307 27.241 27.134 −196272.862 −76398.01 ย岩
250 $3 30.8 46.7 14.2 27.514 27.447 27.282 −196272.402 −76397.009 ย岩
251 $3 15.7 34.2 5.3 27.299 27.425 27.424 −196273.234 −76397.848 ย岩
252 #4 50.8 37.2 12.8 30.354 30.187 29.942 ย岩
253 #4 33.3 29.0 23.1 30.262 30.168 30.067 ย岩
254 #4 36.8 39.8 13.5 30.187 30.090 29.774 ย岩
255 $3 17.8 27.2 5.7 29.849 29.828 29.757 −196277.204 −76394.734 砂岩
256 $3 8.3 40.3 5.3 29.917 29.862 29.542 −196277.192 −76394.575 ย岩
257 #4 31.3 88.9 29.9 29.956 29.837 28.026 ย岩
258 D3 12.2 31.1 7.1 28.079 28.047 29.167 −196274.915 −76398.665 ย岩
259 #4 34.8 30.8 6.1 29.324 29.262 29.138 −196276.243 −76395.025 ย岩
260 #4 32.3 41.2 19.9 29.258 29.216 29.022 −196276.206 −76395.403 ย岩
261 #4 24.1 29.3 10.6 29.192 29.120 29.010 −196275.891 −76395.181 ย岩
262 #4 34.3 30.3 15.6 29.086 29.057 29.767 −196276.332 −76395.647 ย岩
263 #4 39.2 35.3 14.8 29.978 29.923 29.767 ย岩
264 $4 34.3 28.7 8.9 29.869 29.760 29.653 −196277.362 −76395.361 ย岩
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番号 地区 長 （͞ᶲ）෯（ᶲ） 厚 （͞ᶲ）
検出面レベル（̼） ඪ࠲

石材
所ߴ࠷ 中央部 所࠷ X :

265 #4 26.3 39.2 8.4 29.837 29.731 29.651 −196227.109 −76394.902 ย岩
266 $4 19.8 54.3 19.1 29.735 29.671 29.427 −196277.308 −76395.705 ย岩
267 $4 40.8 72.0 12.3 29.625 29.509 29.359 −196277.483 −76394.459 ย岩
268 $4 37.2 41.5 13.7 29.562 29.457 29.375 −196277.041 −76395.454 ย岩
269 $4 14.4 25.3 12.3 29.475 29.400 30.277 −196277.307 −76396.088 ย岩
270 $4 30.7 57.2 9.6 29.479 29.333 29.169 −196277.288 −76396.253 ย岩
271 $4 14.9 26.3 10.1 29.545 29.485 29.371 −196277.696 −76369.599 ย岩
272 $4 13.8 9.5 5.8 29.440 29.385 293295.000 −196277.49 −76396.633 ย岩
273 $4 10.8 24.3 5.1 29.360 29.320 29.247 −196277.314 −76396.599 ย岩
274 $4 10.7 34.6 8.7 29.255 29.195 29.160 −196277.167 −76396.592 ย岩
275 $4 41.0 39.0 24.0 29.255 29.175 29.160 −196277.142 −76396.84 ย岩
276 #4 14.6 33.6 4.1 29.255 29.175 29.027 −196277.481 −76394.475 ย岩
277 $4 31.8 36.2 14.9 29.741 29.647 29.390 −196277.245 −76395.141 ย岩
278 $2 37.3 13.2 10.2 16.383 26.353 26.215 −196266.558 −76397.72 ย岩
279 $2 12.3 36.6 8.8 26.284 26.243 26.215 −196266.851 −76397.518 ย岩
280 $3 15.9 34.2 13.9 26.426 26.382 26.340 −196267.263 −76397.593 ย岩
281 $2 12.4 40.1 3.8 26.154 26.152 26.110 −196267.381 −76397.824 ย岩
282 $2 30.2 29.6 10.2 26.182 26.075 25.885 −196266.466 −76397.299 ย岩
283 $2 10.7 23.0 5.0 25.977 25.964 25.940 −196266.256 −76397.604 ย岩
284 $2 6.2 22.8 6.2 26.155 26.140 26.122 −196266.595 −76398.169 ย岩
285 $3 34.6 46.3 11.3 27.450 27.358 27.215 −196271.414 −76397.806 ย岩
286 $3 34.3 41.7 18.2 27.487 27.397 27.320 −196272.017 −76397.782 ย岩
287 $3 58.5 60.8 19.8 27.285 27.218 27.083 −196271.206 −76397.891 砂岩
288 $3 14.3 24.9 4.7 27.120 27.087 27.030 −196270.931 −76397.866 ย岩
289 $3 32.3 35.6 22.3 27.095 27.035 26.900 −196270.941 −76397.525 ย岩
290 $3 15.2 43.2 16.5 27.089 27.037 26.930 −196270.84 −76397.183 ย岩
291 $3 38.8 58.2 16.6 27.480 27.378 27.222 −196272.203 −76397.401 ย岩
292 $3 25.9 52.8 18.5 27.481 27.255 26.957 −196271.6 −76397.376 ย岩
293 $3 13.4 49.3 11.3 27.323 27.273 27.180 −196272.508 −76397.24 ย岩
294 $3 21.5 42.1 9.1 27.227 27.186 27.122 −196272.316 −76397.121 砂岩
295 $3 14.1 30.2 7.3 27.405 27.363 27.284 −196272.796 −76397.737 ย岩
296 $3 13.1 37.4 8.0 27.636 27.600 27.544 −196273.439 −76397.345 ย岩
297 $3 14.7 35.2 14.8 27.644 27.584 27.442 −196273.088 −76397.181 ย岩
298 $3 17.3 36.1 8.4 27.505 27.470 27.384 −196272.926 −76397.217 ย岩
299 $3 20.5 28.5 8.2 27.340 27.323 27.304 −196272.916 −76397.43 ย岩
300 $3 17.2 13.3 19.2 27.300 27.271 27.200 −196272.607 −76397.419 ย岩
301 $3 19.3 18.1 11.0 27.076 27.062 26.971 −196271.737 −76397.133 ย岩
302 #3 42.9 32.5 11.8 27.275 27.067 26.955 −196271.946 −76397.701 ย岩
303 #3 27.1 48.5 9.1 27.040 26.950 26.840 −196271.742 −76397.068 ย岩
304 #3 21.6 26.3 8.3 26.869 27.143 27.032 −196272.031 −76397.469 ย岩
305 #3 23.1 22.1 3.6 27.143 27.115 27.070 −196272.252 −76397.311 ย岩
306 #3 18.2 31.3 9.8 27.050 26.969 26.867 −196271.643 −76397.981 ย岩
307 $3 35.3 26.2 6.5 29.490 29.457 29.419 −196276.854 −76394.845 砂岩
308 $3 48.2 14.9 13.1 29.565 29.526 29.381 −196277.078 −76395.015 ย岩
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番号 地区 長 （͞ᶲ）෯（ᶲ） 厚 （͞ᶲ）
検出面レベル（̼） ඪ࠲

石材
所ߴ࠷ 中央部 所࠷ X :

309 $3 40.3 29.6 11.8 29.405 29.333 29.205 −196276.889 −76395.26 ย岩
310 $4 35.7 8.5 5.9 29.289 29.259 29.182 −196277.496 −76396.878 ย岩
311 $4 37.0 10.0 4.2 29.122 29.083 29.029 −196277.223 −76396.522 ย岩
312 $4 38.0 14.0 3.2 29.163 29.091 29.032 −196277.156 −76396.554 ย岩
313 $4 34.0 23.0 8.1 29.139 29.054 28.970 −196276.973 −76396.646 ย岩
314 $4 36.0 22.0 6.0 29.011 28.987 280939.000 −196276.83 −76396.936 ย岩
315 $4 19.0 17.5 6.0 28.915 28.891 28.284 −196276.584 −76397.032 ย岩
316 $4 21.0 11.0 4.0 28.834 28.820 28.794 −196276.415 −76397.013 ย岩
317 $4 30.5 11.0 5.0 28.797 28.731 28.636 −196276.315 −76396.896 ย岩
318 $4 28.0 15.0 11.5 28.851 28.772 28.686 −196276.457 −76896.864 ย岩
319 $4 29.0 45.0 17.5 28.789 28.752 28.675 −196276.406 −76397.175 ย岩
320 $4 60.0 44.3 18.6 29.438 29.263 29.146 −196277.314 −76397.31 ย岩
321 $4 36.0 9.0 4.0 28.964 28.863 28.772 −196276.876 −76397.518 ย岩
322 $4 34.0 17.0 6.0 28.997 28.914 28.788 −196277.057 −76397.644 ย岩
323 $4 24.0 16.5 10.0 29.060 29.023 28.985 −196277.057 −76397.662 ย岩
324 $4 27.5 32.0 24.0 28.886 28.815 28.605 −196276.282 −76397.519 砂岩
325 $4 48.0 32.0 23.0 28.766 28.700 28.640 −196275.972 −76396.947 ย岩
326 $4 24.0 18.0 6.0 28.765 28.729 28.671 −196275.666 −76397.175 ย岩
327 $4 21.0 16.0 10.0 28.731 28.691 28.584 −196275.926 −76397.264 ย岩
328 $4 31.0 18.5 6.0 28.785 28.717 28.630 −196275.454 −76396.942 ย岩
329 $4 55.6 43.0 21.5 28.654 28.559 28.517 −196275.966 −76397.636 ย岩
330 $4 56.0 75.0 20.0 28.481 29.180 28.857 −196277.451 −76396.499 ย岩
331 $4 56.0 40.0 21.0 29.366 29.217 28.959 −196277.505 −76397.05 ย岩
332 $4 55.0 35.0 14.0 29.026 28.890 28.765 −196277.232 −76397.483 砂岩
333 $4 32.0 38.0 24.0 28.800 28.718 28.605 −196276.787 −76397.533 ย岩
334 $4 34.0 25.0 12.0 29.006 28.818 28.676 −196277.165 −76397.701 砂岩
335 $4 31.0 9.0 5.5 28.722 28.690 28.626 −196276.995 −76397.753 ย岩
336 $4 34.5 12.0 4.0 28.882 28.798 28.664 −196277.061 −76397.476 ย岩
337 $3 24.0 13.0 6.0 28.608 28.560 28.470 −196275.854 −76396.731 ย岩
338 $3 34.0 18.0 9.0 28.570 28.530 28.490 −196275.635 −76396.757 ย岩
339 $3 45.0 25.0 11.0 28.568 28.520 28.452 −196275.212 −76396.786 ย岩
340 $3 32.0 15.0 10.5 28.486 28.446 28.395 −196275.208 −76396.982 ย岩
341 $3 21.0 12.0 5.5 28.390 28.356 28.286 −196275.007 −76397.065 ย岩
342 $3 62.0 44.0 12.0 28.577 28.538 28.506 −196275.603 −76397.299 ย岩
343 $3 46.0 38.0 8.0 28.470 28.455 28.370 −196275.306 −76397.412 ย岩
344 $3 33.0 11.0 5.0 28.395 28.370 28.225 −196275.131 −76397.413 ย岩
345 $3 47.0 59.0 11.0 28.255 28.200 28.065 −196275.023 −76398.211 ย岩
346 $4 56.0 44.0 16.0 32.170 32.001 31.825 ย岩
347 $4 54.0 50.0 14.0 32.055 31.951 31.835 ย岩
348 $3 96.0 80.0 12.0 27.214 27.161 27.115 −196272.257 −76398.085 ย岩
349 $3 66.0 140.0 23.0 27.660 27.513 27.348 −196272.926 −76396.653 ย岩
350 $3 53.0 53.0 15.0 28.206 28.157 27.999 −196274.228 −76397.295 ย岩
351 $3 59.0 31.0 25.0 27.365 27.255 27.121 −196272.568 −76396.288 ย岩
352 $3 18.0 21.0 13.0 27.247 27.204 27.133 −196272.869 −76396.098 ย岩

第 3表－ 8　史跡和歌山城第43次発掘調査　崩落石材取り上げ台帳



−55−

番号 地区 長 （͞ᶲ）෯（ᶲ） 厚 （͞ᶲ）
検出面レベル（̼） ඪ࠲

石材
所ߴ࠷ 中央部 所࠷ X :

353 $3 23.0 12.0 3.0 27.350 27.321 27.274 −196273.017 −76346.472 ย岩
354 $3 24.0 17.0 4.5 27.295 27.266 27.234 −196272.818 −76396.628 ย岩
355 $3 28.0 40.0 5.0 27.989 27.941 27.864 −196274.26 −76397.262 ย岩
356 $3 22.0 17.0 12.0 27.909 27.848 27.758 −196274.135 −76397.499 ย岩
357 $3 20.0 21.0 8.0 27.956 27.921 27.882 −196274.312 −76397.696 ย岩
358 $3 18.0 21.0 8.0 27.920 27.862 27.780 −196274.196 −76397.871 ย岩
359 $3 18.0 46.0 8.0 28.173 28.091 27.976 −196274.704 −76397.459 ย岩
360 $4 30.0 64.0 28.0 29.965 29.877 29.723 −196278.011 −76397.245 ย岩
361 D3 30.0 30.0 8.0 27.365 27.235 27.098 ย岩
362 D3 13.0 36.0 9.0 27.402 27.235 27.278 ย岩
363 D3 18.0 15.0 12.0 27.300 27.278 27.222 ย岩
364 D3 26.0 20.0 7.0 27.265 27.210 27.147 ย岩
365 D3 34.0 68.0 11.0 27.185 27.125 27.020 ย岩
366 D3 30.0 52.0 9.0 27.240 27.198 27.125 ย岩
367 D3 24.0 14.0 8.0 27.245 27.195 27.125 ย岩
368 D3 6.0 15.0 6.0 27.268 27.215 27.150 ย岩
369 D3 21.0 18.0 4.0 27.295 27.180 27.185 ย岩
370 D3 18.0 64.0 14.0 26.890 26.858 26.787 ย岩
371 D3 測ෆܭ 26.780 26.747 26.735 ย岩
372 D3 32.0 40.0 6.0 27.328 27.271 27.152 ย岩
373 $3 18.0 28.0 5.0 27.842 27.780 27.707 ย岩
374 D3 8.0 30.0 7.0 27.308 27.285 27.260 ย岩
375 D3 15.0 27.0 8.0 27.262 27.225 27.145 −196273.16 −76400.381 ย岩
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第 3節　第45次発掘調査成果
（ 1）調査の方法
　調査前の状況、第43次発掘調査ऴ了段֊Ͱ二次災害Λ防͙ため崩落斜面及び石垣のද面Λシー

トによるཆ生Λࢪした状ଶͰ͋ͬたɻ第45次発掘調査Ͱ石垣D14の解体मཧが࠷大の目తͰ͋ͬ

たため、上部のཆ生ͦの··維࣋し࠷খݶの範囲Ͱ調査Λ行う͜ととしたɻ

　調査区の設ఆ、第43次発掘調査 1区Ͱ確認͞れた҉ࢪڎ設とみられる石垣D17の内部ߏΛ確

認し、石垣D17の裏込め及び通路部分の堆積状況Λ確認͢るための調査区として 1区（面積9.38ᶷ）

Λ設ఆしたɻ 1区屈折͢る部分Ͱศٓతに 3分ׂ（ 1− 1～ 1− 3区）とし、遺物の取り上げ

Λ行ͬたɻ 2区第43次発掘調査 2区において石垣D14基底部Λ確認した部分の石垣部の範囲

Ͱ、石垣上部の堆積層調査Λ行ͬた後、石垣解体にฒ行して積みしがՄな部分·Ͱの調査区

（面積5.13ᶷ）Λ設ఆしたɻ 3区石垣D14の崩落が࠷大きかͬた中央部に設ఆした調査区Ͱ、

第43次発掘調査Ͱ࿐出した崩落部斜面と裏込めの調査及び石垣解体にฒ行͢る積みし部分がՄ

な部分·Ͱの調査（面積7.96ᶷ）Λ目తとしたɻ͜の部分Ͱ石垣の維࣋角がॳの石垣मཧܭ

画より保てない͜とが໌し、石垣解体範囲が東西྆端にがる͜とが໌らかとなͬたɻ͜の͜

とから、和歌山城整備企画課及び和歌山市文Խৼڵ課とٞڠして発掘調査範囲Λ֦張͢る͜とがܾ

ఆしたɻͦの範囲、東側の一部と西側ࠓճの 2区·Ͱの範囲Ͱ͋り、 3区の֦張後の面積

12.38ᶷͰ͋るɻ͞らに、第43次発掘調査Ͱ、調査対象外Ͱ͋ͬた平成30年 7 月߽ӍҎ前に崩落

していた石垣D14東半部の崩落箇所（Ҏ下、旧崩落土とݺশ͢るɻ）にͭいて解体मཧの対象Ͱ

͋ͬたため、通路に転落した崩落土及び石垣石材の記録Λ行ͬたɻ

　ਓྗによる掘削、 1区Ͱද土からॱに堆積層͝とに遺物Λ取り上げ、石垣D17裏込めの状況

及び結থย岩の岩盤Λ࿐出ͤ͞たɻ2区Ͱ石垣上部の斜面上に堆積したද土及び堆積層Λ掘削後、

石垣解体とฒ行して裏込めの掘削Λ行ͬたɻ 3区Ͱ、·ͣ石垣D14の崩落により存した石垣

部·Ͱの石材Λ࿐出ͤ͞、ࠓճの崩落土Λ取り除き、旧崩落土Λした状ଶの石垣解体前の記録

として写真測ྔΛ࣮ࢪした（第43ਤ、ר಄ਤ൛ 8、ਤ൛15上）ɻ

　ͦの後、通路部に設ఆした 1区のຒめしΛ行い、裏込めの遺ߏ上面にෆ৫布Λ敷き٧めཆ生

Λ行ͬたɻ·た 3区東半部の通路部に堆積した旧崩落土の調査と石垣上部に堆積した旧崩落土の掘

削、ͦの下位に堆積した裏込め土の掘削Λ行いͭͭ、 3区全体において石垣D14解体にう石材の

ఫ去作業にฒ行して石垣裏込めの掘削Λ࣮ࢪしたɻ͜の石材ఫ去作業ऴ了後、解体完了の記録とし

て 2ճ目の写真測ྔΛ行い、ຊ発掘調査Λ完了した（第44ਤ、ਤ൛15下）ɻ

　ਤ面による記録、和歌山城整備企画課提供の基४（ੈ界測地ܥ）及び国Ո水४（T.1.）

Λ用し、調査地区ׂਤ（ 1 �100）、1・ 2区の地層断面ਤ（ 1 �20）、2・ 3区の石垣断面ਤ（ 1 �20）

Λ手࣮測によͬて作成したɻなお、全体平面ਤの作成にؔして、発掘調査作業һࢧԉΛ業

ҕୗした東ւアφース株式会社による写真測ྔΛ石垣解体前と石垣解体後の 2ճ࣮ࢪしたɻ͜の

写真測ྔによͬて作成したΦルι画૾から 1 �40スケールの平面ਤΛ作成͢るととにσδλルσ

ーλのೲΛडけたɻ

　写真撮影作業の進状況、֤調査区の完掘状況、地層の堆積状況のଞ、石垣解体にい一石ͣ

ͭ石材ఫ去後の状況Λ記録したɻ·た堆積層の観に、ྛ水産লྛ水産ٕज़会ٞ事局म
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ʰ৽൛ඪ४土৭ʱΛ用いたɻ

（ 2）遺構
ճの調査、先ड़の通りࠓ　 1区Ͱ第43次発掘調査Ͱ確認͞れた҉ࢪڎ設とみられる石垣D17の

内部ߏΛ確認し、石垣D17の裏込め及び通路部分の堆積状況Λ確認͢るための調査区Ͱ͋るɻ·

0 5m（1:120）

2区

3区

1－1区

1－3区

43次（3区）

43次（1区）

43次（2区）

3区

1－2区

二次焼成瓦
　出土地点 旧崩落土

a

a’

b

b’

c

c’

d

d’

e

e’

石垣D17

石垣D14
サブトレンチ１

石垣D40

石垣D41

蔵跡櫓台東隅角石垣

岩盤

石垣D14

石垣D13

石段

石段
地滑りによる亀裂（破線）

X=－196280m

X=－196284m

X=－196288m

X=－196276m

X=－196272m

Y=－76400m Y=－76396m Y=－76392m Y=－76388m

追加調査範囲

凡例

第37図　第45次調査遺構配置図
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た 2区石垣D14の石垣部の範囲Ͱ、石垣上部の堆積層調査Λ行ͬた後、石材ఫ去とฒ行して積

みしΛ行う部分·Ͱ、解体とಉ࣌に記録Λ行ͬたɻ 3区石垣D14の崩落が࠷大きかͬた中央

部に設ఆした調査区Ͱ、 2区とಉ༷に積みしΛ行う部分·Ͱの調査Λ࣮ࢪした（第37ਤ）ɻ

［ 1区の調査］（ਤ൛16・17・24）

　 1区屈折部によͬて 3地区（ 1− 1～ 1− 3区）にࡉ分したɻ

　 1− 1区第43次発掘調査区 1区と一部がॏෳ͢る部分Ͱ、石垣D17にԊͬてͦの裏込め状況Λ

確認した調査区Ͱ͋るɻ裏込め石、10～30ᶲ大の結থย岩のׂ石Λຒ設したのͰ、裏込め内に

࣌ށߐの瓦ยが一ఆྔؚ·れていたɻ裏込め内から出土した瓦に٠文Λスλンプした平瓦

（第39ਤ95）が͋るɻ裏込め上部に厚͞ 4ᶲのද土と結থย岩・瓦ยΛؚΉにͿいԫ৭のૈཻ

砂がࠞ͡るシルトの第 2層が堆積し、͜の第 2層が通路Λߏஙした際の整地層と断した（第38

ਤ）ɻද土Ͱ͋る第 1層から出土した遺物にԜ面にίビΩAΛ͢丸瓦（89）が͋るɻ

　 1− 2 区第43次発掘調査段֊Ͱ石垣D17の石垣面に҉ࢪڎ設とみられる部分が確認͞れてい

たɻ͜の部分の࣮ଶΛ解໌͢るため҉ڎਪఆϥインにԊͬて通路Λԣ断͢る調査区（ 1− 2区）が

設ఆ͞れたɻ調査の結Ռ、石垣D17の裏込めԞ行きの長͞が1.4̼ఔͰ、ͦの南側に整地層Ͱ

͋るにͿい৭の中ཻ砂がࠞ͡るシルト（第 3層）と石垣D14にԊͬて結থย岩の岩盤が検出Ͱき

たɻ͜の結Ռ、石垣D17の裏込めΛ断ちׂる͜と行ͬていないのの、岩盤の成形がみられ

なかͬた͜と裏込め部分に҉ڎతなߏஙがみられなかͬた͜とから石垣D14から石垣D17にかけ

てఆ͞れた҉ࢪڎ設が存ࡏしないと断したɻ

　͜の部分の堆積、第 3層上部に 2୯位（第 1・ 2層）の堆積Λ確認したɻ第 1層ද土Ͱ͋り、

近ݱの遺物ΛؚΉɻ͜の第 1層からの出土遺物に文の軒平瓦（87）が͋るɻ·た第 2層、

通路Λߏங͢るために石垣D17Λஙき、ͦのഎ面に整地Λࢪした堆積層と͑ߟられるɻ͜の第 2層

の出土遺物に文軒丸瓦（88）鯱瓦ย（93・94）が͋るɻ 1− 1区の遺物Λ;·͑ると石垣

D17ߏஙظ࣌がগなくと17ੈلҎ߱とਪఆ͞れるɻ͜の通路部分のޯ10ʄと؇く、上部の 3

区東端部पล22ʄときͭくなるɻ

　 1− 3区·た 1− 2区とಉ༷石垣D14にԊͬて҉ࢪڎ設が存͢ࡏるՄ性が͋ͬた部分Ͱ、石

L=28.0m

0 2m（1:40）

南壁土層断面図

E

W

2 1

2

1

岩盤

裏込

1

2

10YR4/2 灰黄褐色 細粒砂混シルト

10YR5/3 にぶい黄褐色 粗粒砂混シルト（結晶片岩、瓦含む）

石

凡例

瓦

第38図　 1－ 1区南壁断面図
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垣D14にԊͬて調査区が設けられたɻ結Ռ 1− 2区とಉ༷岩盤が東にかͬて落ち込Ή状況と石

垣D14ߏஙҎ前の基盤層（第 3層）Λ確認し、石垣D14にԊͬたࢪ設存ࡏしない͜とが確認Ͱき

たɻ 1− 3区第 1層の遺物にತ面にʮ瓦亀ʯがスλンプ͞れた丸瓦（90）َ瓦ย（92）が、第

2層の遺物にَ瓦ย（91）が͋るɻ

［ 2区の調査］（ਤ൛18）

　 2区、石垣D14西端部の石垣上部に設ఆした石垣解体मཧにう調査区Ͱ͋るɻ

　調査、·ͣ斜面上部の堆積層Λ掘削した後、石垣D14裏込め上·Ͱ掘削Λ進め、解体前の

写真測ྔΛ行ͬた後、解体とಉ࣌ฒ行Ͱ裏込めの調査Λ行ͬたɻ石垣上部にද土Ͱ͋る第 1層Λ

除去した段֊Ͱ斜面の崩落Λ防͙ための石段が確認Ͱき、͜の石材のͻとͭが半分ఔഁଛし、転

落͢るݥة性が生͡ていたため、͜の石材Λఫ去して調査Λ進める͜ととしたɻ͜の第 1層から出

土した遺物にށඒೱܥಃثのখ鉢（第42ਤ97）、備前焼の盤（98）、平瓦（103）、َ 瓦ย（104）

が͋るɻ͜の石垣上部Ͱ確認した石段石垣D14の先端からԞに1.0̼の地に͋り、ٰྕの傾

87 88

89

90

93

95

94

91

92

89：1－1区第 1層

88・93・94：1－2区第 2層

90・92：1－3区第 1層

95：1－1区石垣 D17 裏込内

87：1－2区第 1層

91：1－3区第 2層

（89 ～ 95）

（87・88）

0 （1:6） 20 ㎝

0 10 ㎝（1:4）

第39図　 1区出土遺物実測図
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斜面にԊͬて؇かに上るɻ用͞れた石材長͞30～80ᶲఔの結থย岩ࣗવ石Λ用してい

るɻ͜の部分の堆積、厚͞25ᶲఔのද土下部に͋たる石垣裏込め上に৭のૈཻ砂がࠞ͡るシ

ルトの地層（第 2層）が͋り、͜ の層位から軒丸瓦ย（101）が出土しているɻ堆積ظ࣌として、

瓦ྨの断Ͱ͋るのの、গなくと18ੈلҎ前と͑ߟられる（第41ਤ、̴−̴ʟ断面）ɻ

　 2区における石垣D14基底部からの͞ߴが2.90̼と遺存状ଶが࠷ྑな範囲Ͱ、石材D20よ

り下部の石垣ޯ75ʄの角Ͱߏஙॳの形状Λͦの··͢状況と͑ߟられるɻࠓճ石材

D20·Ͱ解体し、ޯΛして積みしが行Θれたɻ面積みによͬてߏங͞れた石垣内部の状況

L=32.0m

L=30.0m

L=30.0m

L=28.0m

L=30.0m

0 3m（1:60）

S

b’

S
C’

b

N

N

C

3 区　断面図

裏込

1

2 3

裏込土

旧石垣断面

4
崩落土 2 基底石

S

a’

a

N

石垣  D14

崩落土

石垣  D17

崩落土 1

崩落土 1

1

2

3

4

崩落土1  10YR3/3  暗褐色 中粒砂混シルト  

崩落土2  10YR3/3  暗褐色 中粒砂混シルト

7.5YR4/2  灰褐色 中粒砂混シルト（瓦片、結晶片岩礫を含む）

7.5YR3/4  暗褐色 粗粒砂混シルト（結晶片岩礫を含む）

1

2

2.5YR4//3  暗灰黄色  粗粒砂混シルト　

＊0.5～3.0㎝大の砂岩円礫を含む　上位腐葉土となる

7.5YR4/2  灰褐色 中粒砂混シルト（瓦片を含む）

石

凡例

瓦

第40図　石垣D14断面図 1
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L=30.0m

L=27.0m

L=28.0m

L=30.0m

L=28.0m

0 3m（1:60）
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3
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1

2

3

4

5

6

7

8

10YR3/2 黒褐色 粗粒砂混シルト

10YR4/3 にぶい黄褐色 粗粒砂混シルト（瓦・結晶片岩礫を含む）

7.5YR5/4にぶい褐色 中粒砂混シルト

2.5Y5/4黄褐色 中～極細粒砂混シルト　

2.5Y4/2暗灰黄色 細粒砂混シルト＊0.5～3.0㎝大の砂岩円礫を含む　瓦、片岩礫を含む上位腐葉土となる

2.5Y5/3黄褐色 細粒砂混シルト＊1.0～5.0㎝大の片岩礫を含む　瓦を含む

2.5Y5/4黄褐色 細粒砂混シルト ＊1.0～5.0㎝大の片岩礫を含む　瓦を含む

2.5Y5/4黄褐色 シルト混極細粒砂～細粒砂＊1.0～5.0㎝大の片岩礫を含む　瓦を含む

1

2

3

4

10YR4/3 にぶい黄褐色 粗粒砂混シルト（瓦を含む）

10YR4/4 褐色 粗粒砂混シルト（瓦を含む）

10YR4/3 にぶい黄褐色 中粒砂混シルト

10YR5/4 にぶい黄褐色 粗粒砂混シルト（岩盤礫を含む）　

石

凡例

瓦

土留石積

第41図　石垣D14断面図 2
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、ଟগのؒ٧め石なͲがݟられたのの、ߏஙにؔ連͢る੍֨نなͲ確認Ͱきなかͬたɻ裏込

めに10～20ᶲఔのൺֱతখৼりな結থย岩が用いられ、瓦ยؚ·れていたɻ出土した瓦に

られるɻ͑ߟの遺物とل平瓦（102）が͋り、17ੈ͢文軒丸瓦（100）ತ面にೄλλΩࠟΛࠨ

·たݹ࣌前ظの土ثࢣᆵ底部（96）出土したɻ

［ 3区の調査］（ਤ൛19～22・24）

　 3区、 2区の東側に͋たる石垣D14ຊ体の石垣解体मཧにう調査区Ͱ͋るɻ

　調査、·ͣ斜面上部の堆積層Ͱ͋る第40・41ਤ̰−̰ʟ～̳−̳ʟ断面にࣔしたഁઢ部下から石

垣部·Ͱの崩落土（第 1層）Λ除去した後、解体前の写真測ྔΛ行い、̱−̱ʟ断面にࣔした

旧崩落土の部分にͭいて断面ਤの記録とಉ࣌ฒ行に転落石材のఫ去Λ行ͬたɻ͜の 3区石垣D14解

体前に行ͬた写真測ྔにおける遺ߏ全体平面ਤΛ第43ਤに、石垣D14解体後の遺ߏ平面ਤと立面ਤ

Λ第44ਤにࣔしたɻ

　·た 3区中央部の石垣復旧࣌にඞཁとなるޯΛ確保͢るため、第43次調査段֊Ͱ確認͞れてい

た石垣D14裏込めഎ面の堆積層（第 3・ 4層）Λ掘削͢る͜ととなり、͜の層位から遺物が出土

しているɻ͜の崩落土（第 1層）の出土遺物に軒平瓦（第45ਤ110）平瓦（111～113）、ᗌే瓦

（115）が͋り、111のತ面にʮ瓦亀ʯとみられるスλンプが͞ࢪれているɻ·た石垣D14裏込め

9796 98

99

100

101

102

103104

97・98・103・104： 2区第 1層

101： 2区第 2層

96・99・100・102：石垣D14裏込内

（96 ～ 101）

（102 ～ 104）

0 （1:6） 20㎝

0 10㎝（1:4）

第42図　 2区出土遺物実測図
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第43図　遺構全体平面図（石垣D14解体前）
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第44図　石垣D14平面図及び立面図（石垣D14解体後）
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108
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110～113・115： 3区第 1層（崩落土 1）
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0 （1:6） 20㎝
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第45図　 3区出土遺物実測図 1
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എ面の第 3層から出土した遺物に手ͮくͶ成形の土ثࢣ皿（105）、中国製磁ثછ付（106）、瓦

࣭土ثӋ（107）זのଞ、中৺০りにๅचΛした軒平瓦（109）أৼ瓦（114）が͋り、第 4層

から出土した遺物に備前焼の擂鉢（108）が͋るɻ͜の石垣D14裏込めഎ面の堆積層に16ੈل

の遺物ΛଟくؚΉಛがみられるɻ

　次に、石垣D14前面の転落石材、上部からの土圧にԡ͞れ前のめりにथ立した状ଶͰ、基底

石·Ͱුき上がͬた状況Ͱ͋ͬたɻ͜の旧崩落土の内部から出土した遺物に丸瓦（第46ਤ122・

123）が͋るɻ旧崩落土ఫ去後、石垣̙14の裏込めΛؚめたఫ去作業に入り、中央部付近Ͱ石垣

基底部·Ͱ掘削Λ行ͬたɻ͜の石垣D14裏込め内から出土した遺物に中国製磁ثછ付（116）、

ං前ܥ磁ثછ付（117）のଞ、軒平瓦（119・120）、軒丸瓦（121）平瓦（124）が͋り、ං前ܥ

磁ثછ付から石垣のߏஙظ࣌として18ੈل後半ࠒと͑ߟられるɻ

　·た石垣の基底部にͭいて、岩盤Λ加工して基底石Λ設置した範囲西端から 1− 3区の中央部

·Ͱの範囲にݶられ、石段Λొる東側通路ߏங࣌の整地層（̱−̱ʟ断面、 2層）Λ掘りԜ

めた上面に基底石Λ設置して石垣D14Λߏஙしたのと͑ߟられ、石段ߏங࣌、しくߏஙҎ߱

に積み͞れたのと断͞れたɻ͞らに、基底石前面から南側Ԟ1.0̼の地に結থย岩に

よͬて積·れた旧石垣の一部Λ確認し、͜の͜とから石垣D14に৽旧ؔが͋り、積みしが

確࣮なのと断Ͱきたɻ͜の旧石垣前面から出土した遺物に軒平瓦（118）が͋り、͜の瓦の

Ԝ面に٠文がスλンプ͞れているɻ

　͜のଞ、̰−̰ʟ～̲−̲ʟ断面にࣔした地Ͱ、傾斜角が105ʄとطにਨΛ͑る状況Ͱ͋

り、̲−̲ʟ断面地Ͱ基底部पล·Ͱの解体मཧがඞཁと断͞れたɻなお、̰−̰ʟ断面地

Ͱ、上部に存͢ࡏるथ木とͦの上部に位置͢る石段崩落のݥة性が生͡たため、ࠓճ解体मཧ

行Θͣ石垣前面のཆ生Λ行ͬてݱ状維࣋と͢る対策がとられたɻ

　なお、2区上部斜面のද土࠾集遺物にؒにತઢΛ用いたಛతなࠨ文軒丸瓦（126）が͋るɻ

·た調査区पลにおいてද土࠾集した遺物に中৺০りにๅचΛした軒平瓦（125）ࡾࠨ文

軒丸瓦（127）が͋るɻ͜のうち、軒平瓦（125）先ड़の109にྨ͢ࣅるのͰ͋り、軒丸瓦（126）

ととにಉछの瓦、ຊࣉئ跡ງ 1下層に出土ྫが͋り、҆土౧山࣌に用͞れた瓦と͑ߟ

られるɻ
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116 ～ 121・124：3区石垣 D14 裏込内

122・123：3区石垣 D14 前面旧崩落土 125 ～ 127：表面採集（116 ～ 121・125 ～ 127） （122 ～ 124）

0 （1:6） 20㎝0 10㎝（1:4）

第46図　 3区出土遺物実測図 2
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（ 3）まとめ
ճの調査、平成30年ࠓ　 7 月߽Ӎによͬて範囲に崩落した和歌山城天守ຒから水の手郭へͭ

ͮら折りに߱りる石垣解体मཧにう第45次発掘調査Ͱ͋り、前年に࣮ࢪした石段及び石垣石材

の取り上げ、遺存͢る遺ߏのݱ状記録のため࣮͞ࢪれた第43次調査と一連の調査Ͱ͋り、令和 2年

中に石垣の復旧मཧが完了しているɻ

、ճの第45次調査成Ռとしてࠓ　 1区Ͱ石段通路Λ断ちׂり、下段の石垣D17と上段の石垣D14

ؒの状況確認ฒびに石垣D14基底部の確認Λ行い、第43次調査Ͱࢦఠ͞れていた҉ڎが存ࡏしない

͜と、石垣D14にԊͬた排水ࢪ設のߏ物が存ࡏしない͜と、石垣D17の裏込め上部に 1୯位の

整地が͞ࢪれ、ͦの整地のظ࣌が17ੈلҎ߱Ͱ͋る͜となͲが໌らかとなͬたɻ·た石垣D17の裏

込め内に瓦ยがؚ·れ、গなくと石垣D17のߏஙظ࣌が17ੈلҎ߱Ͱ͋るのと͑ߟられるɻ

　 2区Ͱ、石垣D14の上部斜面に斜面の保護Λ目తとした土ཹめと͑ߟられる石段遺ߏが存ࡏ

͢る͜と、石垣裏込め内部から出土した瓦ྨより石垣のߏஙظ࣌が17ੈلҎ߱Ͱ͋る͜となͲが確

認Ͱきたɻ

　 3区Ͱ、石垣D14のഎ面に旧石垣Λ確認し、石垣D14に৽旧ؔが存͢ࡏる͜と、石垣裏込

め崩落土内から出土したං前ܥ磁ثછ付より৽段֊の石垣ߏஙظ࣌がগなくと18ੈل後半Ҏ߱

Ͱ͋る͜と、崩落した部分の石垣D14基底部に石垣ߏஙにう基礎遺ߏが存ͣͤࡏ、前面通路の

整地土上にߏங͞れている͜となͲが໌らかとなͬたɻ

　Ҏ上の͜とから、石垣D14の内部にݹ段֊の石垣が存ࡏし、ͦの石垣の前面に崩落した石垣

D14がߏங͞れた͜とが໌らかとなͬたɻ·た石垣D14の崩落がࠓճΛؚめগなくと 2͋り、

3区東端部分の石垣ߏஙظ࣌が18ੈل後半Ҏ߱と͢るとॏなる崩落がىきていたՄ性ࢦఠͰ

きるɻ͞らに、崩落箇所東端の通路部、石垣D17の天端石より1.30̼ఔߴく、ݱ状Ͱ͜の堆

積が͢て石段通路ߏங࣌の整地土と断͢きͰ͋るɻしかし、ॏなる崩落がͬ͜ىたと͢る

なら、͜の堆積内にͦのࠟ跡が͞れているՄ性͑ߟられるɻ

用した面積みの石垣として位置ͮけらのՄ性の͋る結থย岩Λ࣌ݐ後に、͜れ·Ͱ࠷　

れた石垣D14Ͱ͋ͬたのの、おͦらく18ੈل後半ࠒの崩落にう石垣復旧の際に面積みΛ࠾

用している͜とが໌らかとなり、ಉ༷のࠟ跡が城内の֤所に存͢ࡏる͜と͑ߟられようɻ



−69−

第 4章　災害復旧工事

第 1節　被害状況の詳細
（ 1）東側・小天守北側崩落斜面
　平成30年 7 月 6 日の西日ຊ߽Ӎにより和歌山市Ͱ、 7月 5日から 6日のྦྷ積Ӎྔ355ᶱ、 7月

6 日のૣே 大࠷に࣌5 のଟྔの߱Ӎにより天守郭北側斜面におؒ࣌Ӎྔ65.5ᶱΛ記録し、ؒ࣌1

いて東西࠷大20̼、南北15̼の範囲Ͱද層土砂が崩落したɻ

　被災後の斜面ޯ 1：1.3から 1：0.9（38 か˃ら48 ）˃ఔͰ͋ͬたɻ

　被災状況写真の撮影箇所（第47ਤ）ΛҎ下にࣔ͢ɻ

　　

①滑落斜面上部平坦地より下方を臨む ②滑落斜面上部平坦地より下方を臨む

第47図　小天守北側斜面被災状況写真の撮影箇所
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③崩壊斜面西側境界と滑落崖及び岩塊を含む残留土塊（東側より西を臨む）

④崩壊斜面中央部の滑落崖と岩塊を含む残留土塊（西側より東を臨む）
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⑤崩壊斜面中央部の滑落崖と岩塊を含む残留土塊（西側より東を臨む）

⑥崩壊斜面を西より東を臨む（滑落崖と西側境界残留尾根）
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⑦斜面西側の滑落崖
（岩盤が露頭、上部の石垣は残留）

⑨滑落斜面西側表層
（岩砕を含む残留土塊）

⑪地山岩盤
（岩盤上部の強風化部は下部へ流亡）

⑧滑落斜面東寄りの頂部
（手前は旧捨土を含む残留土塊）

⑩崩壊斜面移動塊に混る瓦等
（右側が旧表層土、左が動いた旧岩盤塊）

⑫モザイク状に破砕されている地山岩盤
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（ 2）西側・水の手郭崩落斜面
　平成30年 7 月 6 日の西日ຊ߽Ӎにより水の手郭पล斜面において、東西15̼、南北15̼の

範囲Ͱද層土砂が崩落したɻ·た、土砂ととに石垣の一部Ͱきଛ及び崩落が発生したɻ

被災状況写真の撮影箇所（第48ਤ）ΛҎ下にࣔ͢ɻ

⑬崩壊斜面東端部の滑落崖
（上部約1ｍが表層）

⑭崩壊斜面東端部の地山岩盤の褶曲構造露頭

第48図　水の手郭斜面被災状況写真の撮影箇所
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⑲崩壊斜面全景

⑮滑落上崖部の平地部

⑳残留石垣（押されて孕み出している）

⑯滑落崖頂部

㉑滑落部西側斜面に見られる露頭（ＣＭ級）

⑰滑落崖頂部（下方より西側滑落崖を臨む）

㉒下流部に滑落した堆積土塊

⑱滑落崖頂部（下方より東側滑落崖を臨む）
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第 2節　被災箇所の地形・地質
（ 1）地形概要
　和歌山城、和歌山ݝの北西端部、لノՏޱҬの؛ࠨ側 1ᶳ付近に位置͢るɻ

　पล地形、東側Ͱ֓Ͷඪߴ 4̼、西側ඪߴ 8̼の平ୱ地形Λఄしているが、和歌山城

ඪߴ47̼の岩盤からなるখ͞な山体Ͱ͋る（第49ਤ）ɻ

　南西ํのඪߴのߴいઉ状地形࿘Ԋ؛流によͬてͰきた砂堆Ͱ͋るɻ͜れに対し東側

市֗Խ͞れたԭ積面ががͬているɻ

第49図　紀ノ川下流域の地形分類図
（ 5万分の 1地質図幅、産総研地質調査総合センターウェブサイト）



−76−

（ 2）地質及び構造

　和歌山城及びपลの地࣭ਤΛ第50ਤにࣔ͢ɻ

　和歌山城南西側、砂及びから成る砂ਪͰ、͜の北東ԑ部にখ͞な山体が͋り、ࡾ結থย

岩（ۤ鉄࣭ย岩：༗৭߭物Λ40～70ˋؚΉ）Ͱߏ成͞れているɻ和歌山城͜の山体にங͞れて

おり基盤Λ岩盤としているɻ

第50図　調査地及び周辺地質図
（「 5万分の 1地質図幅：和歌山及び尾崎」　　　　　　　
産業技術総合研究所地質調査総合センター、一部加筆）
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（ 3）地質調査結果
①東側・小天守北側斜面調査結果

　崩積土の厚͞・性状、基盤岩の෩ԽఔΛѲ͢るため、崩յ地法ઢ上Ͱ調査ボーϦング及び土

したɻ第51ਤにボーϦング箇所の位置ਤΛࣔ͢ɻࢪΛ࣮ݧࢼ࣭

　ボーϦング調査により確認した地࣭ʮ崩積土（基盤層のҠಈմؚΉ）ʯおよびʮ৭ย岩ʯの

2層Ͱ͋るɻ第52ਤに֤地層のಛΛཁしたのΛࣔ͢ɻ

第51図　小天守北側斜面ボーリング箇所位置図

第52図　小天守北側斜面　各地層の特徴

地࣭ 記号 性状 記　　　事

崩積土
（Ҡಈ地山մؚΉ） Dt ࣭土/

4～16

斜面ද層Λߏ成͢る೪土࣭砂
5～2ܘᶱのೈ࣭Խした強෩Խ৭ย岩
基࣭೪土࣭ࡉ砂、砂࣭೪土
強෩Խ岩のҠಈ土մ中に岩մΛࠞ͑る

強෩Խ
৭ย岩 81GS Dڃ岩盤

全体に෩Խし岩ਊ·Ͱೈ࣭Խ
ίア状しく岩ย状
40 ～˃60 の˃ยཧߏが発ୡ
砂状ίアࢦ圧Ͱ崩れる

෩Խ
৭ย岩 82GS D～$Lڃ岩盤

/19～50Ҏ上

40 ～˃60 の˃ยཧߏが発ୡ
ίアப状Ͱ࠾取
ϋンマーのܰ打Ͱׂれ͢い
亀裂ยཧ面と平行及び交
亀裂面ࢎԽしബく೪土ΛڬΉ

৭ย岩 GS $L～$Mڃ岩盤
/50Ҏ上

60 傾˃斜͢るยཧߏが発ୡ
ยཧにԊͬて෩Խが進行しているが岩࣭ݻくίア棒状
亀裂一部։ޱしている
亀裂の一部に流入೪土が認められる
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　ボーϦング調査結Ռによりఆしたখ天守北側斜面の地࣭断面ਤΛ第53ਤにࣔ͢ɻ

・ボーϦング崩յ斜面の΄΅中央上下 2ϱ所Ͱ࣮ࢪしたが、྆地とද層に崩積土、ͦの下に

基盤岩Ͱ͋る৭ย岩が出͢ݱるɻ

・崩積土の層厚/o. 1 地Ͱ1.9m、/o. 2 地Ͱ3.0mͰ͋るɻ

・৭ย岩の上部෩Խが進行し、$LڃとDMڃ岩盤がࠞ͢ࡏるɻ/o. 1 Ͱ4.7̼、/o. 2 Ͱ4.5̼Ҏ

ਂ/50Ҏ上のకͬた岩盤（$L～$Mڃ）が分布͢るɻ

・৭ย岩の࠷上部Dڃ岩盤Ͱなく$Lڃ岩盤Ͱ͋る͜とから、全体が؇ΜͰいるʮද土～D

存しҬʯ崩յͤͣྖࡏࠞڃ岩盤ʯ部分Ͱ崩յが発生し、部分తに؇ΜͰいるʮDM～$Lڃ

たと͑ߟられるɻ

・DMڃ岩盤/がく؇Μͩ状ଶに͋り、Ӎ水のਁ透が༰қͰܧ続తな߱Ӎにより完全和

ଳにҠ行͢るՄ性が͋る΄か、ਁ透水がऑ部Λ選తに通աし、いΘΏるʮ水みちʯのૉҼと

なる͜と൱ఆͰきないɻ

・斜面に対し岩盤の層ཧ面がडけ盤Ͱ͋る͜と、$LڃҎਂのίアにͤΜ断性のऑઢ部（೪土ԽΛ

う）がແい͜とから斜面全体にΘたる大نな崩յのݥة性いと断͢るɻ

第53図　小天守北側斜面の地質断面図
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　/o. 1 地のボーϦングப状ਤΛ第54ਤ、࠾取したίアΛ第55ਤにࣔ͢ɻ

第54図　地点No. 1 ボーリング柱状図

第55図　地点No. 1 で採取したコア
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　/o. 2 地のボーϦングப状ਤΛ第56ਤ、࠾取したίアΛ第57ਤにࣔ͢ɻ

第56図　地点No. 2 ボーリング柱状図

第57図　地点No. 2 で採取したコア
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②西側・水の手郭斜面の簡易動的コーン貫入試験結果

　水の手郭斜面において、؆қಈతίーン؏入ݧࢼΛ࣮ࢪしたɻ࣮ࢪ箇所Λ第58ਤにࣔ͢ɻ

　؆қ؏入ݧࢼ結ՌΛ第59ਤにࣔ͢ɻ

第58図　水の手郭斜面の簡易動的コーン貫入試験位置図

第59図　水の手郭斜面の簡易動的コーン貫入試験結果図
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・,−1地滑落崖の上側にたり6̼の石垣下にたるɻ石垣のࠜ石地山に接地͞れて

いるとࢥΘれるɻ͜ の͜と、後日࣮ࢪの発掘調査において（令和ݩ年11月29日観）確認͞れたɻ

・ද層Λ෴う崖ਲ਼性の堆積物、上ํに୩地形がແい͜とからബいと͑ߟられるɻࠓճの崩յ、

͜のද層部が滑ͬたのͰ͋るとࢥΘれるɻ

・,−1地の上部1.15̼·Ͱのࢉ/ 3ճఔ·ͰのؒΛද層土（旧盛土）と断したɻ

・一ํ、,−2地崩յ斜面内の下ํに位置し、ݩのද層࠷上部の大部分が滑落しているとࢥΘ

れる͜とから上部1.20̼·ͰΛ৭ย岩の強෩Խ層と断したɻ

・Ҡಈ土մ天部Ͱൺֱతߴ角の崖Λい、下ํへද土および強෩Խ岩層の࠷上部の一部Λ

ണいͩ形の土砂崩յと解ऍ͢るɻ

第60図　水の手郭崩壊斜面の状況と簡易動的コーン貫入試験位置

第61図　水の手郭崩壊斜面発掘調査時の状況と簡易動的コーン貫入試験位置
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・上部石垣隅角部ຒ石垣に連続しており、基ஃ部地山岩盤に接していると断Ͱきる（第62

ਤ）ɻ

　͜れらΛྀߟして作成した地࣭断面ਤΛ第63ਤにࣔ͢ɻ

　崩յ後の斜面、 1：1.2～1.6ఔのޯͰ落ち着いているɻ

第62図　石垣基壇部の地山岩盤

第63図　水の手郭斜面の地質断面図
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第 3節　崩落の原因
（ 1）地形的特徴
　第64ਤにࣔ͢ように、ࠓճ崩յした天守郭の北側斜面 2箇所୩地形Λఄしており、北側斜面全

体Ͱみるとද流水が集·り͢い形状Ͱ͋るɻ

第64図　崩落箇所の地形的特徴
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（ 2）崩壊メカニズム
　調査に基ͮきਪఆ͞れるখ天守北側斜面の崩յϝカχζϜ、Ҏ下の通りͰ͋る（第65ਤ）ɻ

　　①平成30年 7 月 6 日ޕ前 ～࣌0 前ޕにかけての連続߱Ӎ（243ᶱ）ɻಛに࣌7 にྺ࣌5 3位

となる߱ؒ࣌水ྔ（65.5ᶱ Λ記録ɻ（ؒ࣌�

　　②斜面内にӍ水がਁ透（˰ද層及び岩盤部）ɻ

　　　崩落斜面の上ํ地盤प囲よりく、ද流水が集中したɻ

　　③地盤内水位が上ঢ（岩盤࠷上部の状Λఄした強෩Խ部ΛؚΉ）ɻ

　　ᶆද層と強෩Խ岩盤のਁ५ີが૿加（˰ෆ҆ఆ土մॏྔの૿加）ɻ

　　ᶇ水上ঢにより地盤のͤΜ断ྗ߅が下（Нʹе�МЗʟtaOП˰МЗʟがখ͞くなる）ɻ

　　ᶈᶆとᶇの均ߧが崩れ、斜面中段部のද層が先行して͢るɻ

　　ᶉ上部斜面前面ԡ͑͞土մがແくなり、͞らにෆ҆ఆԽɻ

　　ᶊຊ体土մの下ํへのॏྔとͤΜ断ྗ߅の均ߧが崩れ͢るɻ

　　　˞ᶉᶊ΄΅ಉ࣌ฒ行తに生͡たと͑ߟられるɻ

第65図　小天守北側斜面の推定される崩壊メカニズム
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　水の手郭斜面のਪఆ͞れる崩յϝカχζϜҎ下の通りͰ͋る（第66ਤ）ɻ

　　①平成30年 7 月 6 日ޕ前 ～࣌0 前ޕにかけての連続߱Ӎ（243ᶱ）ɻಛに࣌7 にྺ࣌5 3位

となる߱ؒ࣌水ྔ（65.5ᶱ Λ記録ɻ（ؒ࣌�

　　②ද流水が斜面上部と東側からの下りࡔの より集中したɻ2ํ

　　③斜面内地盤へଟྔのӍ水が地下へਁ透͢るɻ

　　ᶆਁ透水が天વ排水路Ͱ͋るパイピング流路のػΛ上ճるɻ

　　ᶇ地盤内水位がٸ上ঢ͢るɻ

　　ᶈද層のਁ५ີが૿加（˰ෆ҆ఆ土մॏྔの૿加）ɻ

　　ᶉද層のؒܺ水圧૿により地盤のͤΜ断ྗ߅が下（Нʹе�МЗʟtaOП˰МЗʟがখ͞くな

る）ɻ

　　ᶊ土մの下ํへのॏྔとͤΜ断ྗ߅の均ߧが崩れ͢るɻ

第66図　水の手郭斜面の推定される崩壊メカニズム
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第 4節　平成30年度（令和元年度繰り越し）天守郭北側斜面災害復旧工事
（ 1）事業概要
　平成30年（令和ݩ年܁りӽし）天守郭北側斜面災害復旧工事にؔΘる業ҕୗ・ෛ工事及

びड業ऀҎ下のとおりͰ͋るɻ

　・史跡和歌山城災害復旧測ྔ調査業ҕୗ　　株式会社̣̖̘ݐ

　・史跡和歌山城災害復旧設ܭ業ҕୗ　　　　株式会社市景観設ܭ

　・史跡和歌山城災害復旧工事　　　　　　　　株式会社ଜฮݐ設

　・史跡和歌山城第43次発掘調査業ҕୗ　　　ެӹஂࡒ法ਓ和歌山市文Խスϙーπৼஂࡒڵ

（ 2）工法の選定
①斜面安定工

　第53ਤの地࣭断面ਤにࣔしたように、ݱ況斜面Ͱ崩積土の分布ޯが土҆ఆޯよりٸͰ͋

るɻ҆ఆޯΛ確保Ͱきないため、植生工Λซ用Ͱきるߏ物工Ͱ斜面Λ保護͢る͜とがదと

断͞れるɻ

　第67ਤにಓ路土工　土工・斜面҆ఆ工ࢦによる斜面保護工の選ఆϑローΛࣔ͢ɻ

ऩ入の部 出の部ࢧ
内　༁ ࢉ　ܾ 区　分 ࢉ　ܾ

和歌山市ෛ୲ֹ 7889460ԁ ओたる事業අ 33016140ԁ
和歌山ݝඅ補ॿֹ 2463000ԁ 工事ෛඅ 14353900ԁ
国ݿ補ॿ金 22988000ԁ 設ܭҕୗྉ 8997480ԁ

発掘調査ҕୗྉ 9116100ԁ
報ঈඅ 28000ԁ
ཱྀඅ 21700ԁ

測ྔ調査ҕୗྉ（市୯ಠඅ） 498960ԁ
ͦのଞのܦඅ 324320ԁ

ཱྀඅ 320520ԁ
用ྉ 3800ԁ

ܭ　߹ 33340460ԁ ܭ　߹ 33340460ԁ

第 4表　平成30年度（令和元年度繰り越し）事業費内訳
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【一次選定】

・排土工（ʓ　ద用Մ）

　ࣗવ݅（地形）ΛมԽͤ͞る͜とによͬて斜面の҆ఆԽΛਤる排土工࠷確࣮な斜面҆ఆԽ

対策Ͱ͋り、࠷ॳに検౼͞れる一ൠత工法Ͱ͋るɻ

　斜面下部から中ෲ部にかけて、斜面ද層に分布͢るෆ҆ఆな崩積土Λ҆ఆޯͰ排土して҆ఆԽ

ͤ͞るɻ

　斜面上部石積み基礎部に͋たるため、排土Ͱきない（仮に排土͢るとなると、石積みのࠜ石

分布調査、別్加調査がඞཁになると͑ߟられる）ɻよͬて、҆ఆޯよりٸ傾斜Ͱ存͢る

崩積土にͭいて地山補強土工Λࢪ工して҆ఆ性Λߴめるɻ

・杭工（ʷ　ద用ෆՄ）

　斜面上に杭Λ設置して斜面の҆ఆΛ上ͤ͞る

工法Ͱ、地͢りなͲ大نな斜面ม状対策として

一ൠతな工法Ͱ͋るɻ

　杭Λ打設͢るために大型ػց（大ܘޱボーϦング

マシン）によるࢪ工がඞཁとなるɻٸ傾斜斜面への

地へのద用ෆՄとݱ、なためࠔ材搬入がػ工ࢪ

断͢るɻ

・グϥウンυアンカー工（ʷ　ద用ෆՄ）

　グϥウンυアンカー工、ൺֱతకͬた土砂の斜面において崩յのڪれが͋る߹に、接҆

第67図　斜面保護工法選定フロー
（『道路土工　切土工・斜面安定工指針（平成21年度版）』、日本道路協会、2009年、pp.198－199）

第68図　杭工参考写真
（奥山ボーリング㈱　ホームページ）
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ఆした岩盤にۓ結してͦの҆ఆ性Λߴめる工法Ͱ、

地͢りなͲ大نな斜面ม状対策として一ൠతな

工法Ͱ͋るɻ

　グϥウンυアンカーΛ打設͢るために大型ػց

（ローλϦーパーカッション）によるࢪ工がඞཁと

なるɻٸ傾斜斜面へのࢪ工ػ材搬入がࠔなため、

地へのద用ෆՄと断͢るɻݱ

・༴壁工（ʷ　ద用ෆՄ）

　斜面対策としての༴壁工一ൠతに次のような目

తͰܭ画͞れるɻ

　　①斜面下部（٭部）の҆ఆΛਤるɻ

　　②斜面中段Ͱのখنな崩յΛ止͢るɻ

　　③のり工、のり面保護工の基礎と͢るɻ

　　ᶆԡ͑盛土工の基礎と͢るɻ

　༴壁工、ίンクϦートないしブロックからなるਓ工ߏ物Ͱ͋るɻ͜れらがਓ目に付き͢い

斜面٭部斜面中ෲ部にࢪ工͞れる͜と、史跡の景観上·しくないため、ݱ地へのద用ෆՄ

と断͢るɻ

・地山補強土工（ʓ　ద用Մ）

　地山補強土工、地山に挿入した補強材（鉄筋）によͬて斜面全体の҆ఆ性Λߴめる工法Ͱ͋るɻ

ൺֱతখنな斜面崩յの対策工として一ൠతな工法Ͱ͋り、ݱ地へのదԠՄͰ͋るɻ

・吹付工（ʷ　ద用ෆՄ）

　吹付工、ද層崩յ防止Λ目తとして、斜面全体ΛίンクϦートのͰ෴う工法Ͱ͋るɻ

　吹付工୯体Ͱࢪ工͢る߹、͝くখنのද層崩յ防止が目తͰ͋り、ఆ͞れる崩յن

が大きくなる߹、グϥウンυアンカー工とซ用して用いる͜ととなるɻ

第69図　グラウンドアンカー工参考写真
（奥山ボーリング㈱　ホームページ）

第70図　地山補強土工参考写真及び図
（左：プレストネット工法協会　株式会社相建エンジニアリング　ホームページ
右：『地山補強土工　設計・施工マニュアル』p.10、地盤工学会、2011年）
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　・のりݞからのり৲に及Ϳような崩յ

　・のりݞの崩յに対してਂ͞が1.5mΛ͑る

ような崩յ

　・のり中ؒからの崩յに対してਂ͞が1.0mΛ

͑るような崩յ

（h のり工の設ࢪ・ܭ工ࢦ（վగ൛）ɦ、（社）

全国ಛఆ法面保護ڠ会、2006年、p.37）

　吹付工ίンクϦートߏ物Ͱ͋り、内

ԽՄͰ͋るが、ίンクϦートのがਓ目に৮

れてし·い史跡の景観上·しくないためݱ地へのద用ෆՄと断͢るɻ

・連続繊維補強土工（ʓ　ద用Մ）

　吹付工とಉ༷に、ද層崩յ防止Λ目తとして斜面全体Λߏ物Ͱ෴う工法として連続繊維補強

土工が͋るɻ

　連続繊維補強土、砂࣭土と連続繊維（ϙϦΤステル）ΛδΣット水ととにࣹ・ࠞ߹して法

面に厚い土ߏ物Λߏங͢るのͰ͋るɻ斜面の৵৯෩Խ防止、ද層崩յ防止、植生工ͩけͰ

ෆ҆ఆな݅の斜面保護にద用͞れ、ίンクϦートߏ物が͑ݟないपล境と調和した法面

保護工のࢪ工がՄとなる͜とから、ݱ地へのదԠՄͰ͋るɻ

　たͩし第 5දにࣔ͢ように、連続繊維補強土工崩յਂ͞1.0mҎ上の崩յにద用Ͱきないた

め、崩積土層Λ層厚 1 mに排土してࢪ工と͢るɻ

第72図　連続繊維補強土工参考図（ジオファイバー協会　パンフレット）

第 5表　連続繊維補強土工の適用範囲（『法面保護用連続繊維補強土「ジオファイバー工法」
施設施工マニュアル』土木研究センター、2017年より引用）　　　　　　

第71図　吹付枠工参考写真
（㈱伊藤組　ホームページ）

地山の状ଶからܾఆ͢る݅ ݶ工上の੍ࢪ

地山ޯ ఆ͢りൈ
け厚͞ ங厚͞ ͞ߴ工ࢪ

（ߴ） 圧ૹڑ 備ߟ

のり面保
護λイプ

1：0.5より؇い
（1：0.5ΛؚΉ）

～1.0m

20ᶲ − ߴ
45mҎ下

水平
150mҎ下

−

༴壁形状
λイプ 1：0.5よりٸ 天端水平厚͞

30ᶲҎ上 8mҎ下
連続繊維補強上の
ද面ޯ1：05よ
り؇く͢る
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　Ҏ上より、ݱ地にద用Մな工法（排土工・地山補強土工・連続繊維補強土工）にͭいて一次選

ఆൺֱද（第73ਤ）によりൺֱ検౼Λ行い、地山補強土工Λ࠷దҊとして選ఆしたɻ

②表流水対策

　斜面に流入͢るද流水の対策として、のりݞに水路工Λ置͢る͜とが一ൠతͰ͋るɻ

　֘地において、水路工Ͱ集めた水Λ排水͢る流ࢪ設（より大きな水路工Տ）がແい͜

と、·た史跡に設置͢るߏ物として景観上͙ͦΘない͜とから、水路工の設置దͰないɻ

よͬて、第74ਤにࣔ͢ように、崩յ斜面上ํのඪߴがप囲よりい箇所にͭいてपล地盤とಉ͡ߴ

͞·Ͱ盛土し、地ද水Λ分ࢄ流出ͤ͞る͜とと͢るɻ

（ 3）工事内容
　崩落した斜面の҆ఆ性Λ確保͢るため、地山に挿入した補強材（鉄筋）によͬて斜面全体Λ҆ఆ

Խͤ͞る地山補強土工Λ࣮ࢪしたɻ斜面に鉄筋Λ挿入͢る͜とͰ、土と補強材（鉄筋）の૬ޓ作用

により斜面Λ҆ఆԽ͢る͜とがͰきるɻ

　ຊ工事Ͱ、斜面の中ෲより下ํの位置にボーϦングマシンによりܘП90ᶱ、ਂ͞

L�3.5mͰ削し鉄筋Λ挿入したɻ鉄筋のຊ、 1段͋たり 2 mピッチͰ11ຊとし、ࢪ工段

3段の߹33ܭຊとしたɻ削に͋たり、ボーϦングマシンਾ付けのため୯管Λݱ地Ͱਓྗによ

り組立てたɻ

　鉄筋挿入による地山補強土工により崩յ斜面҆ఆ͢るが、のりද面からのਁ透水によるද層土

砂の流出のڪれが͋るため、植生マット工（A�612ᶷ）Λซͤて࣮ࢪしද層土砂の流出Λ防止したɻ

植生マット景観及び境にྀしたؒെ材Λར用したネットΛ用し、ਓྗͰܘП 9ᶱのアン

第74図　表流水対策
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カーにより斜面にݻఆしたɻ史跡へのྀとして外དྷ植物Λ࣋ち込·ないため、植生マットछࢠ

なしとしたɻ

　·た、崩落斜面上ํの石垣基部の保護のため、シΨϥ工（L�20m）Λ࣮ࢪした（第75ਤ）ɻシΨ

ϥ工、木杭（ܘП75ᶱ　L�1.2m）Λਓྗによりࠜ入れ60ᶲ、木杭ִؒ60ᶲͰ37ຊ打設したɻ

斜面ॎ断ํ、ԣ断ํとにԜತが͋るため、木杭と木杭のؒ、ີߴϙϦΤチレン製ネッ

ト12ᶷΛ設置し土砂の流出Λ防止したɻ石垣と木杭のؒ石垣からの排水Λかに流出ͤ͞るた

め、透水性土のう391ାΛ設置したɻ

　崩յ地の斜面上ํ、प囲よりඪߴがく地ද水が集中し͢い地形となͬているため盛土

（7� 9 ὗ）し、地ද水Λ分ࢄ流出ͤ͞る対策Λ࣮ࢪした（第76ਤ）ɻ盛土後、張芝Λ行ͬたɻ·た

盛土材のӍ水による斜面への流出Λ防止͢るため、斜面上ํのԂ路路ݞ部に土のう159ାΛ設置したɻ

　工事全体の完成ਤ（平面ਤ・ඪ४断面ਤ）Λ第77ਤ・第78ਤにࣔ͢（工事写真ਤ൛25～26）ɻ

（石垣）

透水性土のう工

透水性土のう積み（単粒度砕石5号充填）

約500

約
60
0

約
60
0

上部3段：小口積み　下部2段：側面積み

現況斜面

シガラ工

高密度ポリエチレン製ネット

木杭（L＝1.2m末口φ75）
＠600標準 ○透水性土のう

　・透水性土のうは、高密度ポリエチレン製32㎝×60㎝（充填時の概略径φ200）とする。

石垣

石垣

石垣

張芝工
ノシバ・全面張り

植生土のう積み工
・種子なし
・小口積み
・崩落土流用

0.5㎡
盛土工（平均厚14㎝）
崩落土流用

現況地盤面

第75図　しがら工完成図（標準断面図）

第76図　盛土工完成図（標準断面図）
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　第 5節　令和 2年度水の手郭周辺災害復旧工事
（ 1）事業概要
　令和 2年水の手郭पล災害復旧工事にؔΘる業ҕୗ・ෛ工事及びडऀҎ下のとおりͰ

͋るɻ

　・水の手郭पล災害復旧工事　　　　　　ྗ土ݐ༗ݶ会社（石垣工事中ଜ石材工業株式会社）

　・史跡和歌山城第45次発掘調査業ҕୗ　ެӹஂࡒ法ਓ和歌山市文Խスϙーπৼஂࡒڵ

　なお国ݿ補ॿ事業・ݝඅ補ॿ事業として、災害Ͱ崩落した箇所とҎ前から崩落していた箇所Λ

り分けて事業Λ行ͬたが、࣮際の工事一連ののとして行ͬたため、ಉઅの工事内༰ಛに

り分ける͜とͤͣに記ड़͢るɻ

（ 2）工法の選定
①斜面安定工

　水の手郭斜面Ͱ、崩յ箇所の斜面ޯ 1：1.2～1.6と斜面҆ఆޯより؇いが、斜面上に湧

水跡が認められたɻ·た斜面上部の石垣部୯体がෆ҆ఆͰ͋るため、斜面保護工Λ࣮ࢪしたɻ

　工法選ఆϑローΛ第79ਤにࣔ͢（࣮ઢ：斜面全体の流れ、ઢ：石垣部の部分తな流れ）ɻ

ऩ入の部 出の部ࢧ
内　༁ ࢉ　ܾ 区　分 ࢉ　ܾ

和歌山市ෛ୲ֹ 4944980ԁ ओたる事業අ 21744380ԁ
和歌山ݝඅ補ॿֹ 1647000ԁ 工事ෛඅ 17055500ԁ
国ݿ補ॿ金 15378000ԁ 発掘調査ҕୗྉ 4573800ԁ

報ঈඅ 31200ԁ
ཱྀඅ 83880ԁ

ͦのଞのܦඅ 225600ԁ
ཱྀඅ 225600ԁ

ܭ　߹ 21969980ԁ ܭ　߹ 21969980ԁ

第 6表　令和 2年度事業費内訳（災害復旧）

第 7表　令和 2年度事業費内訳（一般）

ऩ入の部 出の部ࢧ
内　༁ ࢉ　ܾ 区　分 ࢉ　ܾ

和歌山市ෛ୲ֹ 1150020ԁ ओたる事業අ 2299020ԁ
和歌山ݝඅ補ॿֹ 0ԁ 工事ෛඅ 2288000ԁ
国ݿ補ॿ金 1149000ԁ 報ঈඅ 5200ԁ

ཱྀඅ 5820ԁ
ͦのଞのܦඅ 0ԁ

ܭ　߹ 2299020ԁ ܭ　߹ 2299020ԁ
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第79図　斜面保護工法選定フロー（第67図に同じ）

第80図　構造物工の工種

分ྨ 工　छ 目　త
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छࢄࢠ布工
٬土吹付工
植生基材吹付工（厚層基材吹付工）
植生シート工
植生マット工

৵৯防止、ౚ上崩落੍、植生によるૣظ全面被෴

植生筋工 盛土Ͱ植生Λ筋状に成立ͤ͞る͜とによる৵৯防止、
植物の৵入・ఆ着のଅ進

植生土のう工
植生基材入工

植生基盤の設置による植物のૣظ生ҭ
厚い生ҭ基盤の長҆ؒظఆΛ確保

植

栽

工

張芝工 芝の全面張り付けによる৵৯防止、ౚ上崩落੍、ૣ
全面被෴ظ

筋芝工 盛土Ͱ芝の筋状張り付けによる৵৯防止、植物の৵入・
ఆ着のଅ進

植工 थ木Ֆによるྑな景観の形成

බ木設置吹付工 な景観の形成全面被෴とथ木の生ҭによるྑظૣ

構

造

物

工

金張工
繊維ネット張工

生ҭ基盤の保࣋流下水によるのり面ද層部のく落
の防止

工ࡤ
͡Όか͝工

のり面ද層部の৵৯湧水による土砂流出の੍

プレΩϟスト工 中٧の保࣋と৵৯防止
Ϟルλル・ίンクϦート吹付工
石張工
ブロック張工

෩Խ、৵৯、ද流水のਁ透防止

ίンクϦート張工
吹付工
打ちίンクϦート工ݱ

のり面ද層部の崩落防止、ଟগの土圧Λडけるڪれの
͋る箇所の土ཹめ、岩盤く落防止

石積、ブロック積༴壁工
か͝工
Ҫܻ組༴壁工
ίンクϦート༴壁工
連続長繊維補強土工

͋るఔの土圧に対߅して崩յΛ防止

地山補強土工
グϥウンυアンカー工
杭工

͢り土մの滑ಈྗに対߅して崩յΛ防止
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　選ఆϑローから選ఆ͞れたʮか͝工、Ҫܻ組༴壁工、吹付工、ݱ打ちίンクϦート工ʯの

内、か͝工とҪܻ組༴壁工斜面基礎部Λ҆ఆͤ͞るߏ物Ͱ͋るため、斜面全体の҆ఆԽΛਤる

に吹付工、ݱ打ちίンクϦート工がద͢る（第80ਤ）ɻ

　·た、湧水が認められる斜面にͭいて下記のࢦがࣔ͞れているɻ

　　　（ᾞ）湧水がଟいのり面

　湧水がଟいのり面Ͱ、地下排水ߔ水平排水の地下排水ࢪ設Λ積ۃతにಋ入͢ると

とに、のり面保護工としてҪܻ組༴壁、;とΜか͝、͡Όか͝、中٧めに͙り石Λ用い

たのりの։์型の保護工Λద用͢るのがよいɻ（日ຊಓ路ڠ会編2009、p.195）

　よͬて࠾用対策工としてʮ地下水排水ߔ�のり工（͙り石中٧め）ʯとなる（第81ਤ・第82ਤ）ɻ

　選ఆϑローからʮ地下水排水ߔ � のり工（͙り石中٧め）ʯが選ఆ͞れたが、֘工法Ͱ石

垣下にίンクϦートߏ物が࿐出͢る͜ととなり、史跡の景観上·しくないɻよͬて、のり

とಉのػΛ༗し、景観に༏れるʮδΦϑΝイバー工法ʯΛ࣮͢ࢪるɻ

　δΦϑΝイバー工法、連続繊維補強土工とͦのද面に͢ࢪ植生工とΛ組み߹Θͤたのり面保護

工Ͱ͋るɻのり工のैདྷ工法のように、のり面ද層の৵৯෩Խ防止、ද層崩յの੍Λਤる

従来工法 ジオファイバー工法

第81図　地下水排水溝　施工例
（新光ナイロン㈱　ヘチマロンカタログ）

第83図　ジオファイバー工法模式図
（『ジオファイバー工法　設計・施工マニュアル改訂版』（一財）土木研究センター、2017年）

第82図　ぐり石を用いたのり枠　施工例
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͜とがͰきるɻ

　連続繊維補強土、砂࣭土に連続したϙϦΤステル繊維Λ均࣭にࠞ߹し、砂ཻࢠと連続繊維との

ຎࡲによͬてٙࣅతな೪着ྗΛ付༩した補強土Ͱ、ม形ै性とਁ৯性に༏れた材ྉͰ͋るɻ

　·た、連続繊維補強土と地山のؒに排水材Λ設置͢るため、湧水Λかに排水͢るػΛ༗

͢るɻ

②石垣基部の湧水・補強対策

めるॏཁな石垣Ͱ͋り、͜れҎ上のݻした石垣、天守郭の石垣の基礎Λݱճのද層崩յͰ出ࠓ　

斜面崩յの֦大ආけなけれならないɻよͬて、石垣の基礎部分の地盤にͭいて、地盤の補強

Λ݉Ͷた湧水対策工（排水補強パイプ）Λࢪ工͢る͜ととしたɻ

　排水補強パイプ、ストレーφー加工͞れた外60.5ܘᶱの鋼製のパイプΛ、斜面に一ఆのִؒͰ

打設͢る͜とにより、斜面のද層崩յの発生ཁҼとなるද流水ઙ層地下水Λかに地දへ排出

し、土մのؒܺ水圧の上ঢΛ͑る工法Ͱ͋るɻ

第84図　ジオファイバー工法（排水材設置）
（ジオファイバー協会　パンフレット）

第85図　ジオファイバー工法（施工直後）
（ジオファイバー協会　パンフレット）

第86図　湧水対策工（排水補強パイプ）　（千代田器材㈱　パンフレット）
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　͞らに鋼製のパイプ、大きなͤΜ断強とۂげ強Λ༗͢るととに、打ち込みにより地盤の

కݻめޮՌΛͭ࣋ɻ͜のため、地盤全体の߶性Λߴめ、地盤強の૿加ม形߆ଋޮՌにより崩յ

に対͢る止ޮՌΛͬ࣋ているɻ

③崩落した石垣の復旧方針

　石垣Λ復旧͢るに͋たͬて、石垣の解体範囲ඞཁ࠷খݶと͢る͜ととしたɻ·た、石垣の҆

ఆ性及びདྷ๚ऀの҆全性Λ確保͢るために石垣എ面においてݱ工法Λ用いる͜と͋りಘたが、

復旧後水の手郭ݪଇ立入ې止とし、ఆظతに市৬һ立ち߹いのとֶݟ会Λ։く͜ととした

ため、石垣の復旧౷工法Λ基ຊとしたɻ

　ୠし、復旧にう遺ߏへの影ڹがա大な߹、被災前から崩落しておりݩの石垣形状がෆ໌な箇

所において、土のう積みによるݱ状の保護Λਤる͜ととした（ৄࡉ（ 3）工事内༰Λࢀর）ɻ

（ 3）工事内容
①斜面復旧

　崩落後の斜面に、湧水跡がݟられた͜と、崩յ斜面上ํにೄ張りΛ形ͮくる石垣が存͢る͜と

から、地盤の補強と湧水対策Λ݉Ͷた排水補強パイプΛ 8ຊ打設したɻ排水補強パイプ、ストレ

ーφー加工͞れた外60.5ܘᶱの鋼製ϝッΩパイプͰ、長͞1.2̼の管Λ 3ຊ接続して3.6̼打ち込Μ

ͩɻ湧水跡一ଳに1.5ִ̼ؒͰ 8ຊ打設し、斜面のද層崩յのཁҼとなるද流水ઙ層地下水Λ

かに排出ͤ͞、土մのؒܺ水圧の上ঢΛ͑るɻ·た打ち込みによる地盤強の૿加ม形߆ଋ

ޮՌΛ༗しているɻ打設、パイプの先端ΛઑらͤίンクϦートブレーカーの打ܸͰ地盤に打ち込

Μͩ（第87ਤ）ɻ

　次に崩落した斜面Λ҆ఆͤ͞るため、δΦϑΝイバー工法Λ࣮ࢪしたɻδΦϑΝイバー工法、

砂࣭土にϙϦΤステル繊維Λ均࣭にࠞ߹した連続繊維補強土とͦのද面に͢ࢪ植生工とΛ組み߹Θ

ͤた法面保護工Ͱ͋るɻຊ工事Ͱ、·ͣ崩յ斜面に෯30ᶲの裏面排水材Λ 1 mִؒͰ敷設したɻ

敷設ܘП 9ᶱ、長͞L�200ᶱのアンカーピンΛਓྗͰ斜面にݻఆしたɻͦの後、プレート付き

アンカー（D19　L�1.2̼）Λ、地山と連続繊維補強土との一体ԽΛ目తに設置したɻプレート付

きアンカー、ࠜ入れΛ 1 mとし、಄部༨長Λ20ᶲ確保し連続繊維補強土Ͱ෴ͬた（第88ਤ）ɻ

　連続繊維、繊維の供څ置に֨ೲ͞れたרࢳきからҾき出͞れ、ߴ圧水とΤアーによͬてࣹ

ノζルからࣹ͞れるɻ砂࣭土、吹付ػͰ圧ૹ吹付し、法৲からॱ次法ݞにかͬて20ᶲ厚Ͱங

したɻなお、植生の݈全なҭ成Λ目తに、保水・保ං材Λ連続繊維補強土ங࣌にຒ設したɻ

　連続繊維補強土ද面の保護と斜面ԽΛ目తとして、植生マットΛ設置したɻ植生マット景観

にྀしたؒെ材ར用分解型植生マットΛ用し、ਓྗͰܘП 9ᶱ、L�200ᶱのアンカーにより

斜面にݻఆしたɻ史跡へのྀとして外དྷ植物Λ࣋ち込·ないため、植生マットछࢠなしとしたɻ

　斜面復旧にる法面工ৄࡉਤ（完成ਤ）第89ਤのとおりͰ͋るɻ
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②通路復旧

　通路の崩落箇所、ݪ形復旧͢る߹、斜面上に盛土し石垣Λ積Ή͜ととなりෆ҆ఆなߏとな

るɻよͬて崩落した通路の෯һΛݪ形に復旧͢る͜ととしたɻ

　復旧工法として、崩落面Λ保護͢るため、土のうΛ積みഎ面に୯ཻ砕石Λ充రしたう͑Ͱ、

δΦϑΝイバー工法Λࢪ工し、斜面と一体తに整備したɻ

　·た斜面復旧後の斜面上ํからのද面水の流入Λ防͙ため、崩落斜面の法ݞに仮置きしていた崩

落土Λ流用して15ᶲ厚の盛土Λ行い、ද面に芝Λ張ͬた（第90ਤ）ɻ
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③石垣復旧

　石垣のきଛ及び崩落箇所、被災Ҏ前の写真崩落後の発掘調査記録なͲとর߹し、࠷大ݪݶ形

復旧にめたɻୠし、΄とΜͲの石材の崩落前の位置ෆ໌Ͱ͋り、崩落前の位置が確ఆ・ਪఆͰ

きた߹ΉΛಘͣ位置のमਖ਼Λ行ͬたɻ·た被災Ҏ前から崩落していた箇所にͭいて、災

害復旧工事ととに、一部において石垣の積みしΛ行ͬたɻ斜面崩落により৽たに発͞ݟれた石

垣D40・D41、保存のため土のう積みにより保護した上Ͱ、δΦϑΝイバー工法Λࢪ工して斜面

と一体తに整備した（第91ਤ・第92ਤ・第93ਤ・第94ਤ・第95ਤ）ɻ

　積みしに用いる石材、ݪଇ第43次調査Ͱ崩落土から取り上げた石材としたɻׂれがݟられ

る石材、࠶ར用Մと断したの接着のॲ置Λࢪした上Ͱ用したɻ解体した石垣の石材

及び崩落土から取り上げた石材にͭいて、石材調査シート（第96ਤ・第97ਤ）Λ作成し、ܭ測

石材ར用別、写真Λ記録したɻ補充石にͭいて存石垣とಉ࣭の結থย岩（城内（南の丸）

保管石）Λ用いたɻ崩落土から取り上げた石材398石（第43次調査ͰϦストԽ͞れていなかͬた石

材ΛؚΉ）の用区分第 8දのとおりͰ͋るɻ

　岩盤࿐出部一部石垣のܽ落箇所において、土のう積みによりݱ状の保護Λਤり、土のうද面

に大型ノシバによりԽΛਤͬたɻ·た崩յ斜面にかͬてࠨ側の前に傾いている石垣にͭいて

、͞ߴが80ᶲఔとい͜とと、解体मཧにう上面斜面の掘削が࣌ށߐから存している通

路に及Ϳため、解体मཧ行Θͣに、石垣前面に土のうΛ積み石垣Λ͑҆ఆͤ͞たɻ

　工事全体のܭ画平面ਤ（完成ਤ）第98ਤのとおりͰ͋る（工事写真ਤ൛27～38）ɻ

第 8表　崩落石材使用区分

用区分 石材 ൺ
ங石 145石 36�

ؒ٧石・調整石 15石 4�
栗石 216石 54�
ະ用 22石 6�
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第96図　石材調査シート（表面）
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第97図　石材調査シート（裏面）
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凡　　例

1 ．遺物番号、遺物࣮測ਤ番号Λࣔ͢ɻ

Λࣔ͢ɻݩ存、ʪ　ʫ復測ཝの（　）ܭ．2

　存．3 1 �10ະຬʮখยʯ、 1 �20Ҏ下ʮࡉยʯとͦれͧれද記したɻ

4．観දの作成に͋たͬて、ओに下記のߟࢀ文ݙΛࢀরしたɻ

　・中ੈ土ڀݚث会1995ʰ֓આ　中ੈの土ث・ಃ磁ثʱ真ཅ社

目　　次

ද 1　土ث・ಃ磁ث・埴輪ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ117

ද 2 　瓦ྨʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ117

ද 3 　土製ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ122
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表 1　出土遺物観察表（土器・陶磁器・埴輪）

表 2－ 1　出土遺物観察表（瓦類）

遺物
番号

挿ਤ
番号 出土位置 छث 測（cm）ܭ ಛ　　　　 ٕ　　法 土・焼成 ৭調 存 備ߟ

第43次調査

71 第22ਤ
ਤ൛23

崩落斜面
上部

中国製磁ث
白磁皿

ܘޱ
底ܘ
ߴث

（12.0）
（7.0）
3.2

台付部のᬵༀΛߴ
削り取り、͜の部分
に砂が付着しているɻ

内面
外面

Ϥίφσ
Ϥίφσ後φσ

土：ີ　白৭ཻ
焼成：ྑ 内外面：5:8�1　փ白৭ 1�8

72 第22ਤ
ਤ൛23

$−3
崩落土
セクション
ベルト　　

形象埴輪 底ܘ
ߴث

（21.2）
（22.6）

土࣭ࢣ焼成ɻష付に
よるಥଳく上
げているɻ

内面
外面

φσ
λテϋケ

土：ૈ　石ӳ・
結থย岩

焼成：ೈ

内外面：10:37�4　にͿいԫ
　ᒵ৭ 基部の1�4

86 第35ਤ
ਤ൛23

3区
10層
崩落土

備前焼
擂鉢

ܘޱ
ߴث

（27.8）
（7.0）

෯の外端面にॎํ
のϔϥඳきΛ̎
しているɻՐ᧪がࢪ
みられるɻ

内面
外面

Ϥίφσ
Ϥίφσ

土：ີ　白৭ཻ
焼成：ྑ

内面：2.5:34�3　にͿい
৭

外面：5:35�4　にͿい
৭

ԑ1�4ޱ

第45次調査

96 第42ਤ
2区

D14石垣
裏込め

土ثࢣ
ᆵ

底ܘ
ߴث

（4.0）
（3.0） 外底面が平底の形状ɻ

内面
外面

φσ
φσʁ

土：ີ　石ӳ・結থ
焼成：ย岩

ྑ

内面：2.5:33�1　ࠇ৭
外面：7.5:35�6　҉৭ 底部のみ

97 第42ਤ 2区
1層

ށඒೱܥ
ಃثখ鉢

ܘޱ
ߴث

（9.6）
（3.3）

ԑ端部Λ外側にංޱ
厚ͤ͞、丸く上げ
ているɻ

内面
外面

ᬵࢪ
ᬵࢪ

土：ີ　石ӳ
焼成：ྑ 内外面：10:33�4　҉৭ ԑ1�6ޱ

98 第42ਤ 2区
1層

備前焼
盤 ߴث （3.4） ԑ部外面から内面にࣗવᬵが付着ɻޱ

内面
外面

Ϥίφσ
Ϥίφσ

土：ີ　石ӳ・長石
焼成：ྑ

内面：2.5:33�3　҉৭
外面：2.5:33�1　҉৭ ԑখยޱ

105 第45ਤ 3区
4層

土ثࢣ
皿

ܘޱ
ߴث

（8.0）
2.0 手ͮくͶ成形ɻ 内面

外面
Ϥίφσ・φσ
Ϥίφσ・φσ

土：ີ　長石・結থ
ย岩・৭ཻ

焼成：ྑ
内外面：5:36�8　໌৭ 1�4

106 第45ਤ 3区
3層

ං前ܥ磁ث
છ付খ

ܘޱ
ߴث

（9.0）
（3.1）

外面のみにՖʁの
છ付ɻ

内面
外面

ᬵࢪ
ᬵࢪ

土：ີ
焼成：ྑ

内面：5:7�1　փ白৭
外面：10:7�1　փ白৭
છ付：10G:4�2　҉փ৭

ԑ1�8ޱ

107 第45ਤ 3区
3層

瓦࣭土ث
Ӌז

ܘޱ
ߴث

（22.2）
（5.0）

外面の௳ష付によ
るɻޱԑ外端面に̎
のԜઢΛնら͢ɻ

内面
外面

Ϥίϋケ
Ϥίφσ

土：ີ　長石
焼成：ྑ

内面：2.5:7�4　փԫ৭
外面：2.5:7�2　փԫ৭ ԑ1�8ޱ

108 第45ਤ 3区
4層

備前焼
擂鉢

ܘޱ
ߴث

（28.4）
（7.9）

外端面にࣗવᬵが付
着ɻͦの下部にॏ
Ͷ焼ࠟが確認Ͱき
るɻ内面の擂目7
�1.9ᶲɻ外面にク
シ状のࠟ跡ɻ

内面
外面

Ϥίϋケ
Ϥίφσ

土：ີ
焼成：ྑ

内面：1033�2　҉৭
外面：2.5:33�2～2.5:34�3
　　　҉～にͿい৭

ԑ1�6ޱ

116 第46ਤ
3区

D14石垣
裏込め

中国製磁ث
છ付 ߴث （2.2） 内外面にછ付Λ͢ࢪɻ内面外面

ᬵࢪ
ᬵࢪ

土：ີ
焼成：ྑ

ᬵ：/8�0　փ白৭ࢪ
છ付：5#3�1　҉੨փ৭ ԑখยޱ

117 第46ਤ
3区

D14石垣
裏込め

ං前ܥ磁ث
છ付

底ܘ
ߴث

4.2
（6.6）

外面のみՖ文のછ
付ɻ付部のᬵༀ
ケζϦ取りɻ

内面
外面

ᬵࢪ
ᬵࢪ

土：ີ
焼成：ྑ

内面：10:8�1　փ白৭
外面：10:7�1　փ白৭
છ付：5#3�1　҉੨փ৭

下半部のみ
存

遺物
番号

挿ਤ
番号 出土位置 छث 測（cm）ܭ ಛ　　　　 ٕ　　法 土・焼成 ৭調 存 備ߟ

第43次調査

1 第13ਤ
ਤ൛23

$3
崩落土

軒丸瓦
桔梗

瓦ܘ
全長
瓦厚

ʪ14.0ʫ
（20.0）
2.0

全体にണ及びຎ໓
がஶしいɻ

Ԝ面

ತ面

ίビΩࠟʁ・り
ඥࠟ
φσ

土：ີ　石ӳ
焼成：ೈ

Ԝ面：/5�0　փ৭
ತ面：/3�0　҉փ৭

瓦の1�2
丸瓦部の3�4

2 第13ਤ
ਤ൛23

#2
崩落土

軒丸瓦
桔梗 瓦ܘ ʪ14.6ʫ全体にຎ໓がஶしいɻ瓦面 れ砂ʁ 土：ૈ　৭ཻ

焼成：ೈ ද裏：2.5:7�3　ઙԫ৭ 瓦部の1�2

3 第13ਤ D4
崩落土

軒丸瓦
文ࡾרࠨ

瓦ܘ
च文ܘ

ʪ13.3ʫ
0.7

च文16ݸɻؒ
にಥઢΛնらし、ඌ
部がݍઢ状に᷷が
るɻ瓦面のຎ໓が
ஶしいɻ

瓦面 れ砂 土：ີ　石ӳ
焼成：ೈ ද裏：7.5:5�1　փ৭ 瓦部の3�4

ᶺ7・22・
26の接߹ࢿ
ྉ

4 第13ਤ $4
崩落土

軒丸瓦
右ࡾר文

瓦ܘ
च文ܘ
瓦厚

ʪ14.4ʫ
0.6
3.1

च文の復ݩ20
ɻ瓦面のຎ໓がݸ
ஶしいɻ丸瓦部
厚に上げているɻ

瓦裏面
Ԝ面　　ίビΩ̖・布目ࠟ
ತ面　　ϔϥϛΨΩ

土：ີ　石ӳ・ࠇ৭
ཻ

焼成：ྑ
ද裏：/3�0　҉փ৭ 瓦部の4�5

5 第13ਤ $4～5
崩落土

軒丸瓦
文ࡾרࠨ

瓦ܘ
च文ܘ

ʪ13.6ʫ
0.6

च文の復ݩ24
ɻपԑ෯がൺֱతݸ
いɻ瓦部との接ڱ
߹面にカΩϠブϦɻ

瓦面 れ砂 土：ີ
焼成：ྑ ද裏：/4�0　փ৭ 瓦部の2�3

6 第13ਤ D3
崩落土

軒丸瓦
右ࡾר文

瓦ܘ
च文ܘ

ʪ14.1ʫ
च文の復ݩ16
がߴɻൺֱతपԑݸ
く、瓦面にみ
͋りɻ

瓦面 れ砂 土：ີ ද裏：5:5�1　փ৭ 瓦部の2�3

7 第13ਤ D3
崩落土

軒丸瓦
文ࡾרࠨ

瓦ܘ
च文ܘ
瓦厚

14.6
1.2
2.4

च文16ݸɻ瓦
部との接߹面にカ
ΩϠブϦɻ

瓦面 Ωϥί 土：ີ　白৭ཻ
焼成：ྑ ද裏：/4�0　փ৭ 瓦部存

8 第13ਤ #2
崩落土

軒丸瓦
文

瓦ܘ
च文ܘ
全長
瓦厚

ʪ15.8ʫ
1.1

（12.5）
2.1

च文の復ݩ14
ɻತ面にʮ瓦亀ʯとݸ
みられる刻印ɻԜ面
に滑り止めのクシඳɻ

Ԝ面
ತ面

φσ
φσ

土：ີ　白৭ཻ
焼成：ྑ ද裏：/4�0　փ৭ 瓦部の大半

ࣦܽ

9 第13ਤ $3
崩落土

軒丸瓦
Ո瓦ʁ

瓦ܘ
全長
瓦厚

ෆ໌
（8.3）
2.3

瓦のपԑΛ内区に
߹ΘͤてϔϥりΛ
行ͬているɻ

Ԝ面
ತ面

ίビΩࠟʁ
ϔϥϛΨΩ

土：ີ
焼成：ྑ ද裏：/3�0　҉փ৭ খย
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遺物
番号

挿ਤ
番号 出土位置 छث 測（cm）ܭ ಛ　　　　 ٕ　　法 土・焼成 ৭調 存 備ߟ

10 第13ਤ D3
崩落土

軒丸瓦
Ո瓦ʁ

瓦ܘ
全長
瓦厚

ʪ12.0ʫ
（14.2）
2.0

瓦文༷ෆ໌ɻ瓦
部との接߹面に
カΩϠブϦɻ土に
白৭ཻが目立ͭɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
ίビΩ̖後φσ
ϔϥϛΨΩ

土：ૈ　石ӳ・
白৭ཻ・ࠇ৭ཻ

焼成：ྑ

Ԝ面：/5�0　փ৭
ತ面：/6�0　փ৭ 瓦のখย

11 第14ਤ D3
崩落土 軒丸瓦

瓦ܘ
全長
瓦厚

ʪ13.8ʫ
24.9
2.1

瓦文༷ෆ໌ɻ連
結面に٠Ֆのスλン
プɻ瓦部との接߹
面にカΩϠブϦɻ
ఝ1.1ܘᶲɻ

Ԝ面

ತ面

布目しくΰβ
状圧ࠟ
φσ

土：ີ　ࠇ৭ཻ
焼成：ೈ ද裏：5:6�2　փΦϦーブ৭ 瓦部の大半

ࣦܽ

12 第14ਤ
ਤ൛23

D4
崩落土

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ

（7.0）
5.0

内区の上下端にಥઢ
Λし、端部
·Ͱ͢ࢪɻ

瓦面
Ԝ面

ෆ໌
φσ

土：ີ　ࠇ৭ཻ
焼成：ೈ ද裏：/5�0　փ৭ 瓦のখย

13 第14ਤ
ਤ൛23

#2
崩落土

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（7.0）
3.8
1.9

पԑߴがۃめてߴ
いɻ内区ݍઢͰ囲
いࡉઢのΛ͢
るɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
φσ
φσ

土：ີ　石ӳ・ࠇ৭
ཻ

焼成：ྑ

Ԝ面：7.5:5�1　փ৭
ತ面：/5�0　փ৭ 瓦のখย

14 第14ਤ D2
崩落土

軒平瓦
連च文

瓦෯
瓦ߴ
च文ܘ
瓦厚

（14.0）
（3.7）
0.9
2.2

च文の復ݩ13
がߴɻൺֱతपԑݸ
いɻߴ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
ίビΩ̖
φσ

土：ີ　石ӳ
焼成：ྑ

Ԝ面：/3�0　҉փ৭
ತ面：/4�0　փ৭ 瓦部の1�2

15 第14ਤ
ਤ൛23

$2
崩落土

軒平瓦
水文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（14.5）
（3.9）
2.0

中৺০りに文Λ
し、ಉ一形状の文
̐Λնら͢ɻ瓦
上部の面取り෯ɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

ෆ໌
φσ
φσ

土：ີ　白৭ཻ
焼成：ྑ ද裏：/4�0　փ৭ 瓦部の1�2

16 第14ਤ
ਤ൛23

$4
崩落土

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（17.3）
3.4
1.8

中৺০りにๅचΛ
し、̏転͢る
Λදݱɻपԑ部に
ʮ˫ʯの刻印ɻຎ໓ؾ
ຯɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
φσʁ
φσ

土：ີ　白৭ཻ
焼成：ྑ ද裏：/4�0　փ৭ 瓦部の3�4

17 第14ਤ
ਤ൛23

D4
崩落土

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（16.5）
（3.5）
2.0

中৺০りにๅचΛ
し、̏転͢る
Λնら͢ɻ上部に
෯の面取りɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
൘φσ
φσ

土：ີ　石ӳ・ࠇ৭
ཻ

焼成：ྑ

Ԝ面：/4�0　փ৭
ತ面：/5�0　փ৭ 瓦部の2�3

18 第14ਤ
ਤ൛23

$2
崩落土

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（11.0）
3.5
2.0

瓦文༷に上きの
࣠の長いΛ̐
͢るɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
φσ
φσʁ

土：ૈ　石ӳ・結থ
ย岩・白৭ཻ

焼成：
ද裏：/4�0　փ৭ 瓦部の1�3

19 第14ਤ D3
崩落土

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（11.0）
4.0
2.3

̐転͢るΛ
͢るɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
φσʁ
φσ

土：ີ　長石
焼成：ೈ ද裏：/5�0　փ৭ 瓦部の1�4

20 第14ਤ $3
崩落土

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（11.4）
（1.7）
1.7

内区がڱい型式ɻ
のओ༿が長く、
転͢るࢠ༿Λදݱɻ
全体にຎ໓ؾຯɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂ʁ
φσ
φσ

土：ີ
焼成：ೈ

Ԝ面：2.5:6�3　にͿいԫ৭
ತ面：2.5:6�2　փԫ৭ 瓦部のখย

21 第14ਤ D4～D5
崩落土

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（13.0）
（3.9）
2.1

中৺০りෆ໌ɻ̑
転͢るΛնら
͢ɻ上部に෯の
面取りɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
φσ
φσ

土：ૈ　石ӳ
焼成：ྑ ද裏：7.5:5�1　փ৭ 瓦部の1�2

22 第14ਤ $3
崩落土

౩ֻ瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（12.4）
4.6
2.0

ଠઢͰの࣠Λද
ɻ被ʁɻݱ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
φσ
φσ

土：ີ　石ӳ・ࠇ৭
ཻ

焼成：
ද裏：10:38�4　ઙԫᒵ৭ 瓦部の1�3

23 第14ਤ $2
崩落土

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（8.9）
（4.0）
2.5

中৺০りにՖ文Λ
し、̎転͢る
が存ɻ瓦上部の
面取り෯ɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂ʁ
൘φσ
൘φσ

土：ີ　白৭ཻ・ࠇ
৭ཻ

焼成：ྑ
ද裏：/4�0　փ৭ 瓦部の1�4

24 第14ਤ $4
崩落土

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（12.1）
（5.1）
2.0

中৺০りにࡾ༿文Λ
し、長いओ࣠から
̎転͢るが
存ɻ瓦上部の面取
り෯ɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
ϔϥケζϦ後φσ
φσ

土：ૈ　石ӳ・
結থย岩

焼成：ྑ
ද裏：10:4�1　փ৭ 瓦部の1�3

25 第14ਤ D3
崩落土

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ

（7.5）
（2.2）

中৺০りにࡾ༿文Λ
し、ࡉઢͰΛ
දݱɻ

瓦面
Ԝ面

れ砂
φσ

土：ີ　長石
焼成：ೈ ද裏：5:4�1　փ৭ 瓦部のখย

26 第14ਤ #4
崩落土

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
全長
瓦厚

（9.9）
5.4

（12.1）
1.9

中৺০りに٦文Λ
し、࣠のଠいΛ
දݱɻ瓦ߴがۃめ
てߴく、瓦上部の
面取り෯ɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
φσʁ
φσ

土：ີ　ࠇ৭ཻ・白
৭ཻ

焼成：ೈ
ද裏：/4�0　փ৭ 瓦部の1�3

27 第14ਤ $4
崩落土

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
全長
瓦厚

（14.5）
4.7

（11.0）
2.0

中৺০り٦文ʁɻ
̎転͢るとࢠ
༿Λ͢るɻの
下部に記号Λදݱɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

ෆ໌
φσ
φσ

土：ີ　石ӳ・長
石・ࠇ৭ཻ

焼成：ྑ
ද裏：/4�0　փ৭ 瓦部の1�2

28 第15ਤ D2
崩落土

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（11.2）
4.4
1.8

中৺০りに٦文Λ
し、ࢠ༿ΛॏઢͰද
めてۃߴɻपԑݱ
いɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

ෆ໌
φσ
φσ

土：ີ　石ӳ・ࠇ৭
ཻ

焼成：ྑ
ද裏：/4�0　փ৭ 瓦部の1�3

29 第15ਤ 崩落土 軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（12.2）
4.0
1.6

中৺০りにࡾ༿文Λ
し、̎転͢る
が存ɻ瓦上部
の面取り෯ɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
൘φσ後φσ
൘φσʁ

土：ີ　ࠇ৭ཻ
焼成：ྑ

Ԝ面：2.5:6�1　ԫփ৭
ತ面：2.5:6�2　փԫ৭ 瓦部の1�3

30 第15ਤ D3
崩落土

軒平瓦
文ʁ

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（9.2）
4.8
1.9

中৺০りに٦文ʁΛ
し、中৺০りҎ外
の文༷ണのため
ෆ໌ɻ瓦部のຎ໓
がஶしいɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
φσʁ
φσ

土：ૈ　石ӳ・結থ
ย岩

焼成：ೈ
ද裏：5:4�1　փ৭ 瓦部の1�4

表 2－ 2　出土遺物観察表（瓦類）
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番号

挿ਤ
番号 出土位置 छث 測（cm）ܭ ಛ　　　　 ٕ　　法 土・焼成 ৭調 存 備ߟ

31 第15ਤ ද࠾ 軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（25.9）
3.8
2.0

中৺০りにࡾ༿文Λ
し、ॏઢͰΛ
දݱɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

Ωϥί
φσ
φσ

土：ີ　ࠇ৭ཻ
焼成：ྑ ද裏：7.5:5�1　փ৭ 瓦部΄΅

存

32 第15ਤ $4
崩落土

軒平瓦
文ʁ

瓦෯
瓦ߴ
全長
瓦厚

（9.4）
（4.8）
（9.7）
1.6

中৺০りにՖ文Λ
し、下端からԆびる
ओ༿とࢠ༿Λ立体త
にදݱɻ

瓦面

Ԝ面
ತ面

れ砂・ϔϥϛΨ
Ω
れ砂・φσ
φσ

土：ີ　ࠇ৭ཻ
焼成：ྑ ද裏：/4�0　փ৭ 瓦部の1�3

33 第15ਤ $3
崩落土 丸瓦

全長
大෯࠷
瓦厚

（12.2）
（11.8）
1.4

行基式ɻ

Ԝ面

ತ面

ίビΩ̖・ΰβ状
圧ࠟ・布目ࠟ後φ
σ
ೄୟき後φσ

土：ີ　ࠇ৭ཻ
焼成：ྑ ද裏：/5�0　փ৭ খย

34 第15ਤ $2
崩落土 丸瓦

全長
大෯࠷
瓦厚

（18.5）
（13.5）
2.0

全体にຎ໓がஶしいɻԜ面ತ面
ίビΩ̖・布目ࠟ
ೄୟき

土：ີ　石ӳ
焼成：ೈ ද裏：/3�0　҉փ৭ 1�4

35 第15ਤ
ਤ൛23

D3
崩落土 丸瓦

全長
大෯࠷
瓦厚

36.3
16.2
2.7

めて大きい形状ɻۃ
Ԝ面の調整໌ྎに
遺存ɻ

Ԝ面

ತ面

ίビΩ・りඥ
ࠟ・布目ࠟ
ೄୟき後ϔϥϛΨ
Ω

土：ີ　石ӳ・ࠇ৭
ཻ・白৭ཻ

焼成：ྑ
ද裏：5:6�1　փ৭ ΄΅完形

36 第16ਤ 崩落斜面
上部 丸瓦

全長
大෯࠷
瓦厚

（21.3）
（9.2）
2.1

Ԝ面の調整໌ྎに
遺存ɻ

Ԝ面

ತ面

ίビΩ・りඥ
ࠟ・棒状ୟきࠟ
ೄୟき後φσ

土：ૈ　石ӳ・
৭ཻࠇ

焼成：ྑ

Ԝ面：/5�0　փ৭
ತ面：/4�0　փ৭ 1�3

37 第16ਤ $3
崩落土 丸瓦

全長
大෯࠷
瓦厚

27.9
13.3
2.1

ತ面のണがஶしいɻ

Ԝ面

ತ面

ίビΩ・布目ࠟ・
一部に棒状ୟきࠟ
ೄୟき後ϔϥϛΨ
Ω

土：ີ　長石・ࠇ৭
ཻ

焼成：ೈ

Ԝ面：/4�0　փ৭
ತ面：5:6�1　փ৭ ΄΅完形

38 第16ਤ D3
崩落土 丸瓦

全長
大෯࠷
瓦厚

25.5
13.4
2.0

全体にみ͋りɻತ
面に棒状工具による
記号͋りɻ

Ԝ面

ತ面

ίビΩ̗・りඥ
ࠟ・布目ࠟ
ϔϥϛΨΩ後一部
φσ

土：ີ
焼成：ྑ ද裏：5:5�1　փ৭ ΄΅完形

39 第16ਤ $2
崩落土 丸瓦

全長
大෯࠷
瓦厚

（25.5）
（11.8）
1.9

Ԝ面のΰβ状圧ࠟ
໌ྎに遺存ɻ

Ԝ面

ತ面

ίビΩ̖・ΰβ状
圧ࠟ
ϔϥϛΨΩ後φσ

土：ີ　ࠇ৭ཻ
焼成：

Ԝ面：/3�0　҉փ৭
ತ面：/4�0　փ৭

1�2
ԑ部ࣦܽۄ

40 第16ਤ #2
崩落土 丸瓦

全長
大෯࠷
瓦厚

（22.9）
14.0
1.5

ۜԽして光͋
りɻ

Ԝ面

ತ面

ΰβ状圧ࠟ・布目
ࠟ・棒状ୟきࠟ後
φσ
φσ

土：ີ
焼成：ྑ ද裏：/4�0　҉փ৭ ԑ部ࣦܽۄ

41 第16ਤ #2
崩落土 丸瓦

全長
大෯࠷
瓦厚

27.0
15.7
1.7

内面がຎ໓ؾຯɻ
Ԝ面

ತ面

ΰβ状圧ࠟ・布目
ࠟ・棒状ୟきࠟ
ϔϥϛΨΩ

土：ີ
焼成：ྑ

ද裏：7.5:4�2　փΦϦーブ
৭ 3�4

42 第17ਤ $1
崩落土 丸瓦

全長
大෯࠷
瓦厚

（14.6）
（16.0）
1.7

Ԝ面に15�2.7ᶲの
クシඳɻತ面のφσ
ۃめて丁ೡɻ

Ԝ面
ತ面

ΰβ状圧ࠟ後φσ
φσ

土：ີ　石ӳ
焼成：ྑ ද裏：/3�0　҉փ৭ 1�3

43 第17ਤ #2
崩落土 平瓦

長͞
大෯࠷
瓦厚

（14.0）
（11.9）
2.2

ತ面のೄୟきࠟ໌
ྎに存ɻԜ面の大
半ണɻ

Ԝ面
ತ面

ίビΩ̖
ೄୟき

土：ૈ
焼成：ೈ ද裏：2.5:6�1　ԫփ৭ 1�2

44 第17ਤ $3
崩落土 平瓦

長͞
大෯࠷
瓦厚

（32.7）
（16.9）
2.9

ॏ厚な形状ɻ Ԝ面
ತ面

൘φσ後φσ
൘φσ後φσ

土：ີ　石ӳ・長石
焼成：ྑ ද裏：7.5:5�1　փ৭ 1�2

45 第17ਤ D4
崩落土 平瓦

長͞
大෯࠷
瓦厚

（20.7）
（16.2）
2.8

ൺֱత厚みの͋る形
状ɻ

Ԝ面
ತ面

布目ࠟ
れ砂・൘φσ後
φσ

土：ີ　石ӳ・白৭
ཻ

焼成：ྑ

Ԝ面：5:6�2　փΦϦーブ৭
ತ面：5:6�1　փ৭ 1�4

46 第17ਤ $3
崩落土 平瓦

長͞
大෯࠷
瓦厚

（27.4）
（18.1）
1.9

ತ面の調整໌ྎに
遺存ɻ

Ԝ面
ತ面

൘φσ後φσ
൘φσ後φσ

土：ີ
焼成：ྑ ද裏：7.5:4�1　փ৭ 1�2

47 第17ਤ D2
崩落土 平瓦

長͞
大෯࠷
瓦厚

27.0
（13.9）
1.8

丁ೡなφσにより光
が͋るɻತ面のク
シඳ11�1.8ᶲɻ

Ԝ面
ತ面

φσ
φσ

土：ີ　ࠇ৭ཻ
焼成：ྑ

Ԝ面：5:4�1　փ৭
ತ面：5:5�1　փ৭ 1�2

48 第18ਤ D3
崩落土 平瓦

長͞
大෯࠷
瓦厚

（16.7）
22.6
1.7

ද裏面と調整が໌
ྎに遺存ɻ

Ԝ面
ತ面

൘φσ後φσ
൘φσ後φσ

土：ີ
焼成：ྑ ද裏：7.5:5�1　փ৭ 1�2

49 第18ਤ
1区
3層
崩落土

平瓦
長͞
大෯࠷
瓦厚

（16.5）
24.7
1.5

Ԝ面がຎ໓ؾຯɻ
Ԝ面
ತ面

φσ
れ砂・൘φσ後
φσ

土：ີ　白৭ཻ
焼成：ೈ ද裏：7.5:5�1　փ৭ 1�2

50 第18ਤ D2
崩落土 平瓦

長͞
大෯࠷
瓦厚

（15.3）
（18.9）
2.5

ತ面のクシඳ13
�2.9ᶲͰ֨ࢠ状の部
分9�2.0ᶲとݪ
体ҟなるɻ

Ԝ面
ತ面

φσ
φσ

土：ີ　長石
焼成：ྑ ද裏：/3�0　҉փ৭ 1�2

51 第18ਤ 崩落斜面
Ω段 丸瓦

全長
大෯࠷
瓦厚

（10.6）
（9.5）
3.3

Ԝ面にώレにֻけ
るࢅΛ༗͢るɻ

Ԝ面
ತ面

ϔϥケζϦ・φσ
ϔϥϛΨΩ

土：ີ　白৭ཻ
焼成：ྑ ද裏：51#5�1　੨փ৭ খย

52 第18ਤ D4
崩落土 ֻ瓦

長͞
大෯࠷
瓦厚

（13.0）
（14.2）
2.3

ತ面にష付によるࢅ
Λ༗͢るɻ

Ԝ面
ತ面

布目ࠟ・φσ
൘φσ後φσ

土：ີ　石ӳ
焼成：ྑ ද裏：/3�0　҉փ৭ খย

53 第18ਤ $3
崩落土

ௗᦵ瓦
文ࡾרࠨ

瓦ߴ
瓦෯
च文ܘ
瓦厚

ʪ16.1ʫ
ʪ15.9ʫ
0.8
1.7

च文16ݸɻ
瓦面
内面
外面

れ砂
ϢビΦサΤ・φσ
φσʁ

土：ີ
焼成：ೈ

内：/4�0　փ৭
外：/5�0　փ৭ 瓦部の2�3

54 第18ਤ $4
崩落土

ௗᦵ瓦
文ࡾרࠨ

瓦ܘ
च文ܘ
全長
大෯࠷
瓦厚

ʪ16.0ʫ
1.5
14.1
（18.0）
2.0

च文の復ݩ12
ɻ外面に光がݸ
みられるɻ

瓦面
内面
外面

ෆ໌
ૈいφσ
φσ

土：ີ　長石・ࠇ৭
ཻ

焼成：ྑ
ද裏：/1.5�0　ࠇ৭ 瓦部の1�4

ֺ部分のみ

表 2－ 3　出土遺物観察表（瓦類）
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番号

挿ਤ
番号 出土位置 छث 測（cm）ܭ ಛ　　　　 ٕ　　法 土・焼成 ৭調 存 備ߟ

55 第19ਤ D3
崩落土 َ瓦

͞ߴ
大෯࠷
底部෯
瓦厚

（4.5）
（23.6）
（9.9）
1.7

ද面のφσ丁ೡɻ
ද面

裏面

ϔϥϛΨΩ・Ωϥ
ί
φσ

土：ີ　石ӳ
焼成：ྑ

ද：10:3�1　ΦϦーブࠇ৭
裏：10:4�1　փ৭ 底部の1�2

56 第19ਤ D2
崩落土 َ瓦

͞ߴ
大෯࠷
瓦厚

（19.4）
（15.4）
6.9

二次焼成Λडけてい
るɻ

ද面
裏面

φσ
ૈいケζϦ・ϔϥ
り

土：ີ　長石
焼成：ྑ ද裏：2.5:6�1　ԫփ৭ の一部٭

57 第19ਤ D2
崩落土 َ瓦

͞ߴ
大෯࠷
瓦厚

（12.2）
（15.3）
5.3

ද面の調整丁ೡɻ ද面裏面
φσ
ૈいケζϦ

土：ີ　ࠇ৭ཻ
焼成：ྑ ද裏：/5�0　փ৭ の一部٭

58 第19ਤ $2
崩落土

َ瓦
༿Ѯࡾ

͞ߴ
大෯࠷
瓦厚

（12.6）
（7.8）
（4.0）

接߹面にカΩϠブϦ
ࠟɻ1.2ܘᶲのԁ
Λ11箇所Ҏ上ઠͭɻ

ද面
裏面

ค
φσ

土：ີ
焼成：ྑ

ද：/4�0　փ৭
裏：/5�0　փ৭ খย

59 第19ਤ D2
崩落土

鯱瓦
රʁ

長͞
͞ߴ
瓦厚

（18.8）
（8.2）
3.8

めて厚な形状ɻۃ ද面裏面
φσ
φσ

土：ີ
焼成：ྑ ද裏：/3�1　҉փ৭ খย

60 第19ਤ ද࠾ 鯱瓦
͞ߴ
大෯࠷
瓦厚

（11.9）
（11.5）
（4.4）

ද面Λϔϥりによ
り成形ɻ二次焼成Λ
डけているɻ接߹面
にカΩϠブϦࠟɻ

ද面
裏面

ϔϥϛΨΩʁ
ϔϥケζϦ後φσ

土：ີ　石ӳ
焼成：ྑ ද裏：2.5:6�2　փԫ৭ খย

61 第19ਤ $3
崩落土 鯱瓦

͞ߴ
大෯࠷
瓦厚

（9.0）
（10.0）
（4.4）

裏面にಥىΛ༗͢るɻද面裏面
φσʁ
ϔϥり後φσʁ

土：ີ　石ӳ
焼成：ೈ ද裏：7.5:4�1　փ৭ රの一部のみ

62 第20ਤ D4
崩落土 敷平瓦

長͞
大෯࠷
瓦厚

13.5
（13.7）
1.8

下端部に෯の面取
りΛ͢ࢪɻತ面にૈ
いクシඳɻ

Ԝ面
ತ面

൘φσ後φσ
φσ

土：ີ　白৭ཻ
焼成：ྑ

Ԝ面：5G:3�1～/4�0
　　　҉ΦϦーブփ～փ৭
ತ面：/3�0　փ৭

1�2

63 第20ਤ D3
崩落土 ᗌే瓦

長͞
大෯࠷
瓦厚

25.0
（11.6）
2.0

裏面の調整ૈࡶɻ 上面下面
φσ
൘φσ・φσ

土：ີ　৭ཻ
焼成：ྑ ද裏：51#1.7�1　੨ࠇ৭ 1�2

64 第20ਤ ԫ金水
（Ҫށ） ᗌే瓦

長͞
大෯࠷
瓦厚

24.0
（12.4）
1.8

Ԝ面に6�2.4ᶲの
ૈいݪ体のクシඳɻ

上面
下面

φσ・ϔϥϛΨΩ
൘φσ・φσ

土：ີ　長石・白৭
ཻ

焼成：
ද裏：/3�0　҉փ৭ 1�2

65 第20ਤ D3
崩落土 ᗌే瓦

長͞
大෯࠷
瓦厚

17.3
（11.3）
1.9

ತ面の調整丁ೡɻ
被によるม৭かɻ

上面
下面

φσ・ϔϥϛΨΩ
れ砂・φσ

土：ີ
焼成：ೈ ද裏：2.5:6�1　ԫփ৭ 1�2

66 第20ਤ D2
崩落土 ৼ瓦أ

全長
大෯࠷
瓦厚

（25.4）
（12.8）
2.1

Ԝ面の面取り෯ɻ
ද面
裏面

φσ
ίビΩ̖・ϔϥケ
ζϦ

土：ૈ　石ӳ・結থ
ย岩・ࠇ৭ཻ

焼成：

ද：/5�0　փ৭
裏：/4�0　փ৭ 1�2

67 第21ਤ $2
崩落土 面ށ瓦

全長
大෯࠷
瓦厚

（7.7）
（11.7）
1.6

ತ面のϔϥϛΨΩ
丁ೡͰ、光がみら
れるɻ

ද面

裏面

ϔϥϛΨΩ・Ωϥ
ί
棒状ୟき

土：ີ　石ӳ・結থ
ย岩

焼成：

ද：51#1.7�1　੨ࠇ৭
裏：5:5�1　փ৭ খย

68 第21ਤ D3
崩落土 面ށ瓦

全長
大෯࠷
瓦厚

（15.0）
8.0
1.9

ತ面に号とʮ௰
製ઘभ୩ʯの刻印ɻ

内面
外面

λλΩʁ後φσ
φσ

土：ີ　石ӳ・白৭
ཻ

焼成：ྑ
ද裏：/3�1　҉փ৭ 1�2

69 第21ਤ 排土 Ҫށ瓦
全長
大෯࠷
瓦厚

（18.0）
（20.0）
4.2

ತ面にᑹ状工具によ
るӋࠜ状滑止めΛ
行ͬているɻ

Ԝ面
ತ面

φσ
φσ

土：ີ　石ӳ
焼成：ྑ

内：5:6�1　փ৭
外：7.5:3�1　ΦϦーブࠇ৭ 1�4

73 第27ਤ 1区
4層

軒丸瓦
文ࡾרࠨ

瓦ܘ
च文ܘ
全長
瓦厚

15.9
0.9

（14.5）
2.0

च文16ݸɻඌ
部がൺֱత長いɻ外
面がണؾຯɻ

瓦面
Ԝ面

ತ面

れ砂ʁ
ΰβ状圧ࠟ・布目
ࠟ
ϔϥϛΨΩʁ

土：ີ　石ӳ
焼成：ྑ

Ԝ面：/5�0　փ৭
ತ面：/2�0　ࠇ৭

瓦部΄΅
完形

74 第27ਤ 1区
3層

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（10.0）
（3.5）
2.0

中৺০りにๅचΛ置
き、ภ行文Λ
͢るɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂ʁ
φσ
φσʁ

土：ૈ　石ӳ・
結থย岩・長石

焼成：ೈ

Ԝ面：5:6�1　փ৭
ತ面：7.5:5�1　փ৭ 瓦部の1�4

75 第27ਤ 1区
3層 丸瓦

全長
大෯࠷
瓦厚

（24.5）
15.5
1.4～
1.7

がઠ1.4ᶲのఝܘ
たれているɻತ面が
ണؾຯɻ

Ԝ面

ತ面

ίビΩ̗・りඥ
ࠟ・ΰβ状圧ࠟ・
棒状ୟきࠟ
ϔϥϛΨΩ後φ
σʁ

土：ີ　石ӳ・長石
焼成：ྑ ද裏：/4�0　փ৭ 1�2

76 第27ਤ 1区
3層 瓦ࢅ

長͞
大෯࠷
瓦厚

（17.3）
（8.0）
1.9

山部の屈折が؇い形
状ɻ

ද面
裏面

φσ
φσʁ

土：ີ
焼成：ྑ

ද：7.5:5�1　փ৭
裏：/3�0　҉փ৭ 1�6

77 第27ਤ
6層

サブトレン
チ̍　　　

丸瓦
全長
大෯࠷
瓦厚

（8.8）
（11.0）
2.2

ද裏面とۜԽし、
光がみられるɻ

Ԝ面

ತ面

ίビΩ̖・ϢビΦ
サΤ
ϔϥϛΨΩ後一部
φσ

土：ີ　ࠇ৭ཻ・白
৭ཻ

焼成：ྑ
ද裏：/4�0　փ৭ খย

78 第35ਤ
3区
14層
崩落土

軒丸瓦
文ࡾרࠨ

瓦ܘ
瓦厚
च文ܘ

ʪ15.5ʫ
2.9
0.8�

च文の復ݩ16
ઢ状ݍɻඌ部がݸ
に᷷がるɻ瓦面の
ຎ໓がஶしいɻ

瓦面
瓦面

ෆ໌
φσ

土：ີ　石ӳ・長石
焼成：ೈ ද裏：/4�0　փ৭ 瓦部の2�3

79 第35ਤ
3区
14層
崩落斜面

軒平瓦
水文

瓦෯
瓦ߴ

（13.9）
4.2

中৺০りにच文と
文Λし、ॏなる̐
の文Λնら͢ɻ

瓦面
Ԝ面

れ砂
φσ

土：ີ　白৭ཻ
焼成：ྑ ද裏：/4�0　փ৭ 瓦部の1�2

80 第35ਤ 3区
3層

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（13.5）
3.7
2.0

中৺০りに文Λ
し、10転͢る
ΛࡉઢͰදݱɻ全体
తにຎ໓ؾຯɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂ʁ
φσ
φσ

土：ૈ　石ӳ・
長石・৭ཻ

焼成：ೈ
ද裏：/4�0　փ৭ 瓦部の1�2

81 第35ਤ 3区
1層

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（7.5）
（2.2）
1.9

ΛॏઢͰදݱɻ
瓦の中央上部に
ʮ̪ʯの刻印ɻ全体త
にຎ໓ؾຯɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
φσʁ
φσʁ

土：ີ　石ӳ
焼成：ೈ ද裏：/4�0　փ৭ 瓦部の1�2

表 2－ 4　出土遺物観察表（瓦類）
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82 第35ਤ 3区
3層 丸瓦 全長

大෯࠷
（23.4）
（10.4）

ತ面丁ೡなϔϥϛ
ΨΩにより光がみ
られるɻ

Ԝ面
ತ面

ίビΩ̖
ೄୟき後ϔϥϛΨ
Ω・一部にϢビΦ
サΤ

土：ີ　石ӳ
焼成：ྑ ද裏：/5�0　փ৭ 1�2

ԑ部ࣦܽۄ

83 第35ਤ 崩落斜面
11層 丸瓦

全長
大෯࠷
瓦厚

（8.8）
（11.0）
2.2

端部強いϤίφσ
によͬて上ํにるɻ

Ԝ面
ತ面

ίビΩ̖・布目ࠟ
ೄୟき後φσ

土：ີ　石ӳ・長
石・白৭ཻ

焼成：ྑ
ද裏：/5�0　փ৭ খย

84 第35ਤ
3区
11層
崩落斜面

敷平瓦
長͞
大෯࠷
瓦厚

（15.2）
（7.9）
2.0

下端部に෯の面取
りΛ͢ࢪɻ

Ԝ面
ತ面

れ砂・φσ
φσ

土：ີ　石ӳ
焼成：ྑ ද裏：7.5:5�1　փ৭ 1�2

85 第35ਤ
1区
3層
崩落土

平瓦
長͞
大෯࠷
瓦厚

（22.2）
（15.7）
2.2

ತ面の൘φσ෯
Ͱ໌ྎɻ

Ԝ面

ತ面

ίビΩ̖・൘φ
σ・पԑ部φσ
ίビΩ̖・൘φσ

土：ີ　ࠇ৭ཻ
焼成：ྑ ද裏：7.5:5�1　փ৭ 1�2

第45次調査

87 第39ਤ
ਤ൛24

1−2区
1層

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
全長
瓦厚

（11.5）
（4.3）
（8.9）
2.1

中৺০りෆ໌ɻ̎
転͢るとࢠ༿
が存ɻ全体がຎ໓
ຯɻؾ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
φσʁ
φσʁ

土：ີ　長石・৭
ཻ

焼成：ೈ

ද裏：7.5:6�2～7.5:6�2
　　　փΦϦーブ～փ৭ 瓦部の1�3

88 第39ਤ
ਤ൛24

1−2区
2層

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
全長
瓦厚

（14.8）
（4.9）
（8.1）
1.8

中৺০りに٦文Λ
し、ओ༿とࢠ༿Λද
ɻݱ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂ʁ
れ砂
φσ

土：ີ　石ӳ
焼成：ೈ ද裏：7.5:5�1　փ৭ 瓦部の1�2

89 第39ਤ 1−1区
1層 丸瓦

全長
大෯࠷
瓦厚

（18.6）
13.9 土に1.7ᶲ大の砂

ཻΛؚΉɻ

Ԝ面

ತ面

ίビΩ̖・棒状ୟ
き後一部φσ
൘φσ後φσ

土：ີ　白৭ཻ
焼成：ྑ

Ԝ面：/4�0　փ৭
ತ面：7.5:7�1～/3�0
　　　փ白৭～҉փ৭

1�2

90 第39ਤ 1−3区
1層 丸瓦

全長
大෯࠷
瓦厚

（13.2）
（9.7）
1.6

ತ面にʮ瓦亀ʯの刻
印ɻԜ面に15�2.6
ᶲの滑り止めのクシ
ඳɻ

Ԝ面
ತ面

φσ
φσ

土：ີ
焼成：ྑ

Ԝ面：/3�0　҉փ৭
ತ面：10:3�1　ΦϦーブࠇ

৭
খย

91 第39ਤ 1−3区
2層 َ瓦

͞ߴ
大෯࠷
瓦厚

（9.9）
（8.5）
3.0

中৺部分のث壁がബ
い形状ɻ1.6ᶲ大の
砂ཻΛؚΉɻ

ද面
裏面

φσ
ϔϥケζϦ後φ
σ・ϢビΦサΤ

土：ૈ　ࠇ৭ཻ
焼成：ྑ ද裏：10:4�1　փ৭ খย

92 第39ਤ 1−3区
1層 َ瓦

͞ߴ
大෯࠷
瓦厚

（10.1）
（12.9）
4.8

全体తにຎ໓ؾຯɻ ද面裏面
φσʁ
ϔϥケζϦ

土：ີ
焼成：ೈ ද裏：2.5:6�1　ԫփ৭ 部のখย٭

93 第39ਤ
ਤ൛24

1−2区
2層 鯱瓦

͞ߴ
大෯࠷
瓦厚

（9.0）
（6.9）
2.0

内面の೪土ඥの接߹
がݦஶɻϔϥりに
よるྡྷΛදݱɻ

内面
外面

ϢビΦサΤ
φσ

土：ີ　石ӳ・長
石・ࠇ৭ཻ

焼成：ྑ

内面：10:4�1　փ৭
外面：/4�0　փ৭ খย

94 第39ਤ
ਤ൛24

1−2区
2層

鯱瓦
රʁ

͞ߴ
大෯࠷
瓦厚

（11.8）
（7.3）
4.0

全体తにຎ໓ؾຯɻ ද面裏面
ϔϥり後φσ
ϔϥり後φσ

土：ີ　長石
焼成：ྑ

ද裏：10:3�1　ΦϦーブࠇ
৭ খย

95 第39ਤ
1−1区
D17石垣
裏込

平瓦
長͞
大෯࠷
瓦厚

（13.6）
（14.5）
1.7

下端部に٠Ֆの刻印ɻԜ面ತ面
൘φσ後φσ
れ砂・φσ

土：ີ　白৭ཻ
焼成：ྑ ද裏：10:4�1　փ৭ 1�4

99 第42ਤ
ਤ൛24

2区
D14石垣
裏込め

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ

（8.0�）
（4.6）

中৺০りに٦文Λ
͢るɻൺֱతपԑ෯
がく、平瓦部との
接߹面にカΩϠブϦ
ࠟɻ

瓦面　　れ砂ʁ
瓦裏面　φσ

土：ີ
焼成：ೈ

ද裏：7.5:4�1～7.5:5�1
　　　փ৭ 瓦部のখย

100 第42ਤਤ൛24

2区
D14石垣
裏込め

軒丸瓦
文ࡾרࠨ

瓦ܘ
च文ܘ
全長
瓦厚

ʪ18.0ʫ
0.9
（7.6）
2.4

च文の復ݩ16
ɻඌ部がൺֱతݸ
長いɻ土に白৭ཻ
が目立ͭɻ

瓦面　　れ砂・ϔϥϛ
ΨΩ

瓦裏面　φσ

土：ີ　石ӳ・長
石・白৭ཻ

焼成：ྑ

ද裏：/3�0～7.5:6�2
　　　҉փ～փΦϦーブ৭ 瓦部の1�3

101 第42ਤ

2区
2層

D14石垣
裏込上

軒丸瓦
ࡾרࠨ
文ʁ

瓦ܘ
च文ܘ
瓦厚

ʪ16.0ʫ
0.9
2.1

च文の復ݩ24
ઢ状ݍɻඌ部がݸ
に᷷がるɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

木ᣂ・れ砂
布目
൘φσ

土：ີ　ࠇ৭ཻ
焼成：ྑ

ද：/3�0　҉փ৭
裏：/4�0　փ৭ 瓦部のখย

102 第42ਤ
2区

D14石垣
裏込め

平瓦
長͞
大෯࠷
瓦厚

（11.8）
（11.5）
2.3

Ԝ面の側端部φσ
により丸く上げて
いるɻ土に1.5
ᶲ大の砂ཻΛؚΉɻ

Ԝ面
ತ面

ίビΩ̖
ೄୟき

土：ີ　石ӳ・長石
焼成：ྑ

Ԝ面：/3�0～2.5:8�2
　　　҉փ～փ白৭
ತ面：/3�0～5:6�2
　　　҉փ～փΦϦーブ৭

খย

103 第42ਤ 2区
1層 平瓦

長͞
大෯࠷
瓦厚

27.4
（16.2）
1.9

Ԝ面のφσ調整丁
ೡɻತ面に12�2.0
ᶲのクシඳが̎ɻ

Ԝ面
ತ面

φσ
൘φσ後φσ

土：ີ　長石
焼成：ྑ

Ԝ面：/2�0　ࠇ৭
ತ面：/3�0　҉փ৭ 1�2

104 第42ਤ 2区
1層 َ瓦

͞ߴ
大෯࠷
瓦厚

（6.5）
（8.5）
1.7

ද面に光がみられ
るɻ

ද面
裏面

φσ・Ωϥί
φσ・一部にカΩ
ϠブϦ

土：ີ
焼成：ྑ

ද：2.5G:2�1　ࠇ৭
裏：7.5:6�2　փΦϦーブ৭ খย

109 第45ਤ 3区
3層

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
全長
瓦厚

（10.4）
3.3
（8.3）
1.9

中৺০りにๅचΛ
し、̎転͢る
が存ɻ全体のຎ໓
がஶしいɻ

Ԝ面
ತ面

φσʁ
φσʁ

土：ີ　長石
焼成：ೈ ද裏：2.5:6�2　փԫ৭ 瓦部の1�3

110 第45ਤਤ൛24
3区
1層

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
全長
瓦厚

（18.2）
4.8
（7.4）
2.0

च文Λ上部にした
中৺০りからଠઢと
ॏઢͰදݱしたࢠ༿
とがԆびるɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
൘φσʁ
φσ

土：ີ　石ӳ・長石
焼成：ྑ ද裏：2.5:7�2　փԫ৭ 瓦部の2�3

111 第45ਤ 3区
1層 平瓦

長͞
大෯࠷
瓦厚

（15.1）
（19.7）
1.9

ತ面にʮ瓦亀ʯの刻
印ɻ被Λଳびมɻ

Ԝ面
ತ面

φσ・Ωϥί
൘φσ・φσ

土：ີ　長石
焼成：ྑ

Ԝ面：5:35�6　໌৭
ತ面：2.5:34�4　にͿい

৭
1�4

112 第45ਤ 3区
1層 敷平瓦

長͞
大෯࠷
瓦厚

13.7
（14.7）
1.7

ತ面に5�2.4ᶲの
ૈいクシඳɻ

Ԝ面
ತ面

൘φσ後φσ
൘φσ後φσ

土：ີ　長石
焼成：ྑ

Ԝ面：7.5:3�1～7.5:3�2
　　　ΦϦーブࠇ৭
ತ面：7.5:2�1　ࠇ৭

1�2

表 2－ 5　出土遺物観察表（瓦類）
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遺物
番号

挿ਤ
番号 出土位置 छث 測（cm）ܭ ಛ　　　　 ٕ　　法 土・焼成 ৭調 存 備ߟ

113 第45ਤ 3区
1層 平瓦

長͞
大෯࠷
瓦厚

（15.7）
（15.9）
2.6

ತ面に12�2.7ᶲの
クシඳɻද裏面に光
がみられるɻ

Ԝ面
ತ面

φσ
φσ

土：ີ　石ӳ・長石
焼成：ྑ

ද裏：10:3�1　ΦϦーブࠇ
৭ 1�4

114 第45ਤ 3区
3層 ৼ瓦ʁأ

全長
大෯࠷
瓦厚

42.3
23.8
2.0

が1.1ᶲ大のఝܘ
̎箇所ɻ

ද面
裏面

൘φσ・一部φσ
൘φσ・φσ

土：ີ　長石
焼成：ྑ ද裏：51#1.7�1　໌੨փ৭ 一部ࣦܽ

115 第45ਤ 3区
1層 ᗌే瓦

長͞
大෯࠷
瓦厚

（14.9）
（13.1）
2.0

Ԝ面に状のクシඳɻ上面下面
φσ
φσ

土：ີ　白৭ཻ
焼成：

ද裏：5G:3�1　҉ΦϦーブ
փ৭ 1�4

118 第46ਤ
3区

石垣D14
旧石垣前面

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
全長
瓦厚

（14.5）
4.3
（7.4）
1.9

ଠ࣠ͰΛදݱɻ
Ԝ面に٠Ֆの刻印ɻ
瓦との接߹部にカ
ΩϠブϦɻತ面のണ
がஶしいɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
൘φσ後φσ
れ砂ʁ

土：ີ　石ӳ・長石
焼成：ྑ ද裏：10:2�1　ࠇ৭ 瓦部の1�3

119 第46ਤਤ൛24

3区
石垣D14
裏込め

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
全長
瓦厚

（8.1）
4.8
（5.1）
2.1

瓦面のΛଠ࣠
Ͱදݱɻ土がۃめ
てૈく、1ᶲ大·Ͱ
の砂ཻΛଟくؚΉɻ

瓦面　　れ砂
瓦裏面　ϔϥケζϦ後φ
　　　　　σ
Ԝ面　　　൘φσʁ
ತ面　　　φσ

土：ૈ　石ӳ・長石
焼成：ྑ

Ԝ面：5:7�2　փ白৭
ತ面：/4�0　փ৭ 瓦部の1�4

120 第46ਤਤ൛24

3区
石垣D14
裏込め

軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（12.5）
3.9
2.2

中৺から̑転͢る
Λ͢るɻ瓦
上部に෯の面取
りΛ͢ࢪɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

ෆ໌
൘φσ後φσ
൘φσ

土：ૈ　石ӳ・
長石・白৭ཻ

焼成：ྑ

Ԝ面：7.5:5�1～2.5:7�4
　　　փ～ઙԫ৭
ತ面：7.5:4�1　փ৭

瓦部の1�2

121 第46ਤਤ൛24

3区
石垣D14
裏込め

軒丸瓦
右ࡾר文

瓦ܘ
च文ܘ

13.3
1.1

च文の復ݩ13
ؾʁɻ全体がണݸ
ຯɻ丸瓦部との接߹
面にカΩϠブϦࠟɻ

瓦面　　れ砂
瓦裏面　φσ

土：ີ
焼成：ྑ

ද：/3�0　҉փ৭
裏：/4�0　փ৭ 瓦部の2�3

122 第46ਤਤ൛24

3区
石垣D14前
面旧崩落土

丸瓦

全長
大෯࠷
瓦厚
͞ߴ

（22.6）
12.6
1.8
6.1

ԑ部がൺֱతいۄ
形状ɻ

Ԝ面

ತ面

ίビΩ̖・布目
ࠟ・ΰβ状圧ࠟ
ೄୟき後φσ

土：ີ　長石・白৭
ཻ

焼成：ྑ

ද裏：10:3�1　ΦϦーブࠇ
৭ 2�3

123 第46ਤਤ൛24

3区
石垣D14前
面旧崩落土

丸瓦

全長
大෯࠷
瓦厚
͞ߴ

（20.5）
14.1
1.9
5.9

被によるม৭ɻ
Ԝ面

ತ面

ίビΩ̗・ΰβ状
圧ࠟ・棒状ୟき
ϔϥϛΨΩ後φσ

土：ີ　長石
焼成：ྑ

Ԝ面：7.5:36�6～10:4�1
　　　ᒵ～փ৭
ತ面：7.5:36�6～/2�0
　　　ᒵ～ࠇ৭

1�2

124 第46ਤ
3区

石垣D14
裏込め

平瓦
長͞
大෯࠷
瓦厚

（23.2）
（17.9）
2.8

下端部に෯の面取
りɻ

Ԝ面

ತ面

布目ࠟ・൘φσ後
φσ
れ砂・൘φσ後
一部φσফし

土：ີ　ࠇ৭ཻ
焼成：ྑ ද裏：2.5:4�1　ԫփ৭ 1�4

125 第46ਤ ද面࠾集 軒平瓦
文

瓦෯
瓦ߴ
瓦厚

（13.5）
（3.6）
2.1

中৺০りにๅचΛ
し、̏転͢る
Λ͢るɻपԑ部に
ʮ̪ʯの刻印ɻ瓦上
部に面取りɻ

瓦面
Ԝ面
ತ面

れ砂
൘φσ後φσ
φσʁ

土：ີ　石ӳ・長石
焼成：ྑ ද裏：7.5:4�1　փ৭ 瓦部の1�2

126 第46ਤ ද面࠾集 軒丸瓦
文ࡾרࠨ

瓦ܘ
च文ܘ
瓦厚

ʪ14.6ʫ
0.7
1.4

च文の復ݩ16
ɻؒにಥઢΛնݸ
らし、ඌ部がݍઢ状
に᷷がるɻ

瓦面　　れ砂
瓦裏面　φσ

土：ີ　長石
焼成：ྑ

ද：7.5:4�1～5:6�3
　　փ～ΦϦーブԫ৭
裏：10:4�1　փ৭

瓦部の1�3

127 第46ਤ ද面࠾集 軒丸瓦
文ࡾרࠨ

瓦ܘ
च文ܘ
瓦厚

14.2
0.8
1.4

च文16ݸɻ
部Λ平ୱに上げ立
体తにදݱɻ全体が
ຎ໓ؾຯɻ

瓦面
Ԝ面

ತ面

れ砂
ίビΩ̗・ΰβ状
圧ࠟ
൘φσ

土：ີ　石ӳ・৭
ཻ

焼成：ྑ

ද裏：5:5�1～5:6�2
　　　փ～փΦϦーブ৭

瓦部΄΅
完形

表 2－ 6　出土遺物観察表（瓦類）

表3　出土遺物観察表（土製品）

遺物
番号

挿ਤ
番号 出土位置 छྨ

測ܭ
ಛ　　　 土・焼成 ৭調 存 備ߟ長 （͞cm） ෯（cm） 厚 （͞cm）

ॏ （ྔ̶） （cm）ܘ
ث（cm）ܘ底（cm）ܘޱ （cm）ߴ

第43次調査

70 第21ਤ #4
崩落土

瓦製
ෆ໌ （6.1） （3.3） （3.2） （85.85） 0.6～1.1

上端面にʮʷʯのϔϥඳɻ
隅角部Λϔϥりによͬ
て面取りΛ͢ࢪɻ

土：ີ
焼成：ྑ

外面：2.5:4�1
　　　ԫ৭ ෆ໌
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; り が な しͤきΘか·͡ΐうてΜしΎ͙るΘきたがΘͲしΌ͞いがい;ͬきΎう͗͡ΐう΄う͜くしΐ

書 ໊ 史跡和歌山城天守郭北側土砂災害復旧事業報告書
෭ 書 ໊ ʕ史跡和歌山城第43・45次発掘調査ʕ
ר 次
シ Ϧ ー ζ ໊
シ Ϧ ー ζ 番 号
編 ஶ ऀ ໊ 大山྅հ　ҏ໌ݟ　北྄ོ　౻ᤵউଇ　Ҫഅӳ
編 集 ػ ؔ 和歌山市産業交流局観光国際部和歌山城整備企画課
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発 行 年 月 日 西ྐྵ　2024年3月31日

;りがな

所ऩ遺跡໊
;りがな

所ࡏ地
ίーυ

北Ң 東ܦ 調査ؒظ
調査面積
（ᶷ）

調査ݪҼ
市ொଜ 遺跡番号

しͤきΘか·͡ΐう

史跡和歌山城

Θか·けΜ

和歌山ݝ
Θか·し

和歌山市
いちΜちΐう

一番丁

3020150 ࢦ 1
34˃
22˄
�79˅

135˃
17˄
9˅

2019.11.25
～2020.2.5

28.38
土砂災害復旧事業に
う発掘調査

2020.9.28～
10.27

26.89

所ऩ遺跡໊ छ別 ओな࣌ ओな遺ߏ ओな遺物 ಛ記事߲

史跡和歌山城 城ؗ跡 ࣌ށߐ
石垣、石段、土
ཹ石積

土ثࢣ、ਢثܙ、
中ੈಃث、༌入ಃ
磁ث、近ੈ土ثࢣ、
近ੈಃ磁ث（
ං前、ܥඒೱ・ށ
、ܥ৴ָ・ژ、ܥ
備前焼、ࡖ焼）、近
ಃ磁ث、瓦、埴
輪、土製、金ଐ
製、ࣗવ遺物

石垣D14結থย岩Λ用した
面積み石垣Ͱ、࣌ݐにߏங
͞れたՄ性が͋ると͑ߟられ
ていたが、18ੈل後半ࠒの崩落
にう石垣積ସ͑࣌にಉ石材
Λ用いた面積みΛ࠾用してい
たɻ石垣D14の上部斜面において
斜面保護の目తͰ設置͞れたと
みられる土ཹ石積Λ検出したが、
和歌山城のٰྕ部においてॳめ
ての事ྫͰ͋るɻ·た、埴輪の
出土ݹの存ࡏΛࣔࠦ͢るɻ

ཁ　　

史跡和歌山城天守郭北側斜面における地滑り災害にう発掘調査ɻ天守ຒから水の手郭
に߱りる石段と石垣の一部が崩落し、ͦ の復旧のための調査Λ令和ݩ年（2019）（第43次）
に行い、令和 2年補調査（第45次）と復旧整備工事Λ࣮ࢪしたɻ第43次調査、地
滑りによͬて崩落した石垣石段石材のݪ位置Λਪఆ͢るための位置情報記録Λ作成し、
石材・遺物Λ取り上げͭͭ崩落土Λ除去した上Ͱ 3カ所の調査区Λ設ఆしたɻ第45次調査
、第43次調査成Ռに基ͮき崩落部分の復旧ܭ画が策ఆ͞れ、解体मཧ範囲における石垣
の内部ߏ確認のため 3カ所の調査区Λ設けて解体とฒ行して調査Λ࣮ࢪしたɻ発掘調査
Ͱ、蔵跡櫓台東隅角石垣の基底石Λ確認した΄か、基底石下に基礎石組Λ検出したɻ·
た、水の手郭からొる石段の྆側面Λߏ成͢る石垣（D14・D17）のߏஙظ࣌17ੈل前半
Ҏ߱Ͱ、ͦれͧれ後に積みしΛ行ͬた͜と確認したɻಛに石垣D14の積みしظ࣌
ஙしているɻ石垣D14の上部斜面ߏ後半Ҏ߱とみられ、前面石段通路の整地土上にل18ੈ
において土ཹ石積Λ検出したɻ
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図　　版





図
版
1

第
43
次
発
掘
調
査

調査前の状況（調査地全景、北から）

調査前の状況（調査地全景、北西から） 調査前の状況（地滑り部、北東から）

調査前の状況（地滑り部上端、北東から） 調査前の状況（地滑り部傾斜、東から）



崩落石材位置情報の記録

図
版
2

第
43
次
発
掘
調
査

石材番号の墨書き 石材取り上げ台帳の作成

取り上げ石材保管状況 取り上げ石材保管状況



図
版
3

第
43
次
発
掘
調
査

水の手郭上部地滑り崩落土地層断面（北西から）

水の手郭上部地滑り崩落土地層断面中央部（西から） 地滑り崩落土内石材a～c及び11層の堆積状況（西から）

水の手郭上部地滑り崩落土地層断面北端部（西から） 地滑り崩落土地層断面南端部（西から）



崩落石材検出状況全景（北西から）

図
版
4

第
43
次
発
掘
調
査

崩落石材検出状況全景（南西から） 崩落石材検出状況全景（西から）

石垣D14際崩落石材検出状況（東から） 崩落石材検出状況（組石遺存・写真中央、北西から）



地滑り崩落土掘削除去状況（南西から）

図
版
5

第
43
次
発
掘
調
査

地滑り崩落土掘削除去状況（西から）



図
版
6

第
43
次
発
掘
調
査

1 区北西隅岩盤の落ち込み（南東から） 1区サブトレンチ石垣D17基底石設置状況（北から）

1区石垣D17検出状況（北西から） 1区石垣D17西端の積みなおし部分（北から）

1区西半全景（北西から）

1区全景（北西から） 1区東壁面地層断面（西から）



図
版
7

第
43
次
発
掘
調
査

石垣D17全景（北東から）

石垣D17西端全景（北東から） 石垣D17西端全景（北東から）

石垣D16及びD17境界の屈折部（北東から） 石垣D16全景（北東から）
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2 区東壁地層堆積状況（西から） 石垣D17東端基底石設置状況（北西から）

石垣D17東端基底石設置状況（北から） 石垣D17東端の状況（北西から）

2区全景（東から） 2区全景（西から）



図
版
9

第
43
次
発
掘
調
査

石垣D14中央部崩落状況（西から） 石垣D14東半崩落状況（北西から）

石垣D14西半裏込め検出状況（北西から） 石垣D14中央部裏込め検出状況（西から）

サブトレンチ 1（西から）

サブトレンチ 1上部（西から） サブトレンチ 1東壁面地層堆積状況（西から）
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石垣D14全景（西から）

石垣D14全景（東から） 石垣D14東端部（北から）

石垣D14中央部（北西から） 石垣D14西端部（北東から）
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3 区崩落部崖面地層堆積状況（北西から）

3区崩落部崖面地層堆積状況（北から） 3区崩落部崖面地層堆積状況（北西から）

3区崩落部崖面地層堆積状況（石垣D40付近、北西から） 3区崩落部崖面地層堆積状況（石垣D40、北西から）



3 区下部石段検出状況（北から）
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3 区上部石段検出状況（北から） 3区地滑りによる亀裂検出状況（南西から）

3区セクションベルト①（北から） 3区セクションベルト②・③（北から）
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石垣D13（北から）

石垣D13と石段（北東から）



蔵跡櫓台東側隅角石垣と基礎石組（北東から）
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基礎石組①（北から） 基礎石組②（北から）

基礎石組③（北西から） 石垣D41（東から）



調査区全景石垣D14解体後（北西から）
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調査区全景石垣D14解体前（北西から）
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1 区全景（南西から）

1区全景（東から）
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1 − 1 区全景（西から）

1− 2区全景（北から）
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2 区石垣D14上部石段（西から）

2区全景（南から）
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3 区全景石垣D14解体後（西から）

3区全景石垣D14解体前（西から）
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3区全景石垣D14解体後（東から）

3区全景石垣D14解体前（東から）
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3区中央部石垣D14解体後（北から）

3区中央部石垣D14解体前（北から）



3 区旧崩落部分（北東から）
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3 区中央部石垣D14解体後（北西から） 3区中央部石垣D14解体後（北東から）

3区東端部石垣D14石積状況・右下が旧石垣（西から） 3区東端部旧石垣検出状況（北から）
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5 ．崩落土出土遺物　17・18軒平瓦

1．崩落土出土遺物　 1桔梗文軒丸瓦

6．崩落土出土遺物　35丸瓦

2．崩落土出土遺物　 2軒丸瓦

7．崩落土出土遺物
　　71中国製白磁皿　72形象埴輪　86備前焼擂鉢

3．崩落土出土遺物　12・13軒平瓦

4．崩落土出土遺物　15・16軒平瓦

8．崩落土出土遺物　瓦刻印
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5 ． 3 区 1 層出土遺物（110）軒平瓦

1． 1− 2区 1・ 2層出土遺物（87・88）軒平瓦

6． 3区石垣D14裏込め出土遺物（119・120）軒平瓦

2． 1− 2区 2層出土遺物（93・94）鯱瓦

7． 3区石垣D14裏込め出土遺物（121）軒丸瓦

3． 2区石垣D14裏込め出土遺物（99）軒平瓦

8． 3区石垣D14前面旧崩落土出土遺物（122・123）丸瓦

4 ． 2 区石垣D14裏込め出土遺物（100）軒丸瓦
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地山補強土工完成

法面仮設設置完了

植生マット設置状況

鋼棒組立完了

植生マット設置完了

鋼材挿入状況

木杭打設状況

連結鋼棒取付状況
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植生土のう設置完了 1段目

透水性土のう設置完了

植生土のう設置完了 2段目

透水性土のう設置状況

盛土材敷均し・転圧状況

透水性土のう設置完了

張芝工完成

植生土のう設置状況 1段目
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湧水対策工　先端金具接続状況

大型土のう運搬状況

湧水対策工　排水補強パイプ 2段目

大型土のう設置状況

排水補強パイプ　打込み完了

仮設進入路設置完了

連続繊維補強土工　裏面排水アンカーピン打込み状況

湧水対策工　排水用補強パイプ



図
版
28

令
和
2
年
度
水
の
手
郭
周
辺
災
害
復
旧
工
事

連続繊維補強土工　吹付状況 1

連続繊維補強土工　プレート付きアンカー打込み状況

連続繊維補強土工　吹付状況 2

連続繊維補強土工　裏面排水設置完了 1

連続繊維補強土工　吹付厚確認

連続繊維補強土工　裏面排水設置完了 2

連続繊維補強土工　吹付完了

連続繊維補強土工　ボビーケース
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石垣保護工（D14西端）鉄筋打込み状況

植生マット工　植生マット張り状況

石垣保護工（D14西端）土のう設置完了

植生マット工　植生マット張り完了 1

通路復旧工　土のう設置状況

植生マット工　植生マット張り完了 2

通路復旧工　鉄筋打込み完了

石垣保護工（D14西端）着手前
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石垣保護工（東端）鉄筋打込み状況

通路復旧工　土のう設置完了

石垣保護工　鉄筋打込み完了

石垣保護工（斜面上部）土のう設置完了

石垣保護工（D14東端）土のう設置完了

石垣保護工（斜面上部）土のう設置完了

張芝工　ノシバ張り状況

石垣保護工（斜面上部）木杭打込み完了
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被災前の水の手郭の石垣D14（水島大二氏提供、平成19年撮影）

張芝工　ノシバ張り完了 1 張芝工　ノシバ張り完了 2

ネット付き大型ノシバ工　大型ネット付きノシバ張完了 1 ネット付き大型ノシバ工　大型ネット付きノシバ張完了 2
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被災前の水の手郭へと続く通路（水島大二氏提供、平成19年撮影）

被災前から一部が崩落していた石垣D14（石垣カルテ作成のため平成24年に撮影）
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石垣D14完成 1

石垣D14着手前 1
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石垣D14完成 2

石垣D14着手前 2
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石垣D16完成

石垣D16着手前
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石垣D14取外し工　石垣取外し状況 1

石垣D14取外し範囲確認

石垣D14取外し工　石垣取外し状況 2

石垣D14取外し工　石面清掃

石垣D14石積工　石積状況 1

石垣D14取外し工　番号付け状況

石垣D14石積工　石積状況 2

石垣D14取外し工　墨入れ状況
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石垣石積工D35番石接着　アルプロンG2030塗布状況

石垣D14石積工　崩落石材調査状況

石垣D14石積工　D35番石接着完了

石垣D14石積工　補充石選別状況

石垣D14石積工　補充石控長検測　 2番石

石垣D14石積工　補充石加工状況

石垣D14裏込栗石工　裏込栗石状況

石垣D14石積工　D15番石接着　アルプロンG2030塗布状況
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石垣D14石積工　仮置土転圧完了

石垣D14裏込栗石工完了

石垣D14　被災前崩落箇所　取外し状況

石垣D14石積工　補充栗石選別

石垣D14被災前崩落箇所　石積状況

石垣D14石積工　吸出し防止材敷設完了

石垣D16被災前崩落箇所　石積状況

石垣D14石積工　基礎砕石転圧完了
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